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　プロローグ　永遠の昼下がりの森








　大きな窓から、やわらかな日の光がさしこんでいる。

　広い部屋だった。

　床には、たくさんの紙切れが散らばっている。便びん箋せんに封筒、切手シート。

　壁には、大きいのや小さいの、古いの新しいのと、無数のタンスや戸棚が並んでいる。そのうち一つは、脚が折れてしまっていた。ほかにもいろいろガタがきているみたいで、引き出しが三つほど落ちている。散らばっている紙切れは、そこから飛び出したのだろう。

　部屋のど真ん中に、大きなソファが置かれている。

　ソファの肘ひじ置おきを枕まくらに、ひとりの少年が、くうくうと寝息を立てていた。体の下半分はソファからずり落ちている。華きや奢しやな体格だ。白に近いほど淡い金髪に、優雅なカーブを描いた鼻、華麗なラインを誇る頬ほおから顎あごの輪郭。どこをとっても美少年だ。

　と、そこでドアが開いた。

　森の香りがする爽さわやかな風とともに、フード姿の青年が入ってきた。

　そう大きく年の差はなさそうなのに、青年、という印象になるのは、筋肉のついたしなやかな肉体のせいか、それともけわしい目つきのせいか。真っ黒な髪も、むっつりとした表情をさらに不機嫌そうに見せている。

　精神的な意味で、いろいろと重い荷物をしょいこむタイプに思える。

　いまは、現実に重い荷物をかかえていた。戸棚を修理するために手に入れてきた、板に金かな槌づちに釘くぎなんかが、かかえた木箱に入っている。青年は、ソファめざして歩いた。無造作に見えるけれど、足音をまったく立てない、家屋潜入のプロが使う歩き方だ。

　青年は、ソファの横に立つと、木箱を少年の頭めがけて落とした。

　どすんと音を立てて、ソファが木箱を受け止める。

　少年の頭が、それに押しつぶされた──と、一瞬そう見えたけれど。

「ひどいなあ、クレイくん。つぶれたらどうすんの」

　淡い金髪の少年は、いつの間にかソファの背もたれの上に立っていた。目にも止まらない速さで移動したのだ。その顔には、ちょっとシニカルなにやにや笑いが浮かんでいた。

「飯の当番、代わるつうから行ってやったんだぞ」

　黒髪の青年が、少年をにらみつけて、低い声で唸うなった。

「はいはい、肉体労働担当のクレイくんは、ぼくのごはんが大好きだなあ」

「だれがだ。腹がへってるから、気が短くなってんだ、こっちは」

「クレイは、いつでも気が短いじゃない。とにかく、手早い料理にするから」

　そう言うと、重力がないみたいにふわりと少年が跳んだ。

　優美なポーズで着地──床の紙切れを踏んづけて、足がすべった。

　黒髪の青年が、少年の足首あたりを蹴ける。すべる勢いが加速して、脚が高々と上がる。青年の手が、少年の腰にそえられている。そこを中心に、くるんと一回転。また直立。

　すたすたと、淡い金髪の少年が歩いて行く。開けっ放しの扉の向こうは台所。

「おい、助けてやっただろうが、礼のひとつもなしか？」

「後輩くんのおしごとは、先輩であるぼくのサポートでしょう」

　少年はそう言いながら青年のほうを見もせず、正確にリンゴとカップを投げてよこした。

「仕事か、いまの？」

　青年が、右手でリンゴを受け止める。金属製の手だ。軽く握るとリンゴが砕けた。左手で受け止めていたカップに果汁をそそぎこんで、即席ジュースのできあがり。

　台所では少年が、袖そでをまくりあげていた。包丁を握る手つきは、なれたようすだ。

「たしか健忘と暗示催眠の薬草茶が、きれかけてたよね。ついでに作っときますか」

　戸棚を開けた時、広間からジリリリというベルの音が聞こえてきた。

　黒髪の青年──クレイよりも一瞬早く、淡い金髪の少年が戻ってきた。壁にかけられた大きな古い古い箱型電話機から、受話器を手にとり、箱にとりつけられた送話器に顔を近づける。

「はい、こちら、ベテランの頭脳労働担当フィンと肉体労働の新人クレイの郵便支局です。回収と配達の仕事ですね？　もう届かない手紙、書かれなかった手紙、本当に欲しかった手紙、普通じゃない手紙の回収と配達は、森の郵便局でもぼくらの担当です。さて、詳しいことを」

　金髪の少年が、話しはじめる。そのようすを見たクレイは、台所に入った。食パンを厚く切ってあぶり、出してあったフライパンに油をひいて、目玉焼きを作った。

　フィンが電話での会話を終えた。

「というわけで、お仕事のお知らせですよ、ふへいふん」

　ふりかえった淡い金髪の少年──フィンの口へ、黒髪のクレイが目玉焼きの乗ったトーストを押しこんだ。クレイはもう、持って来る途中で食べ終えている。

　クレイは、クローゼットから服を取り出した。どの地球で生まれた人間にも『公務員の制服っぽい』と見えて、実際にはどの地球でも制服として使われたことのない服。動きやすくて丈夫な〈郵便屋〉の服だ。またフードつきの上着を身につけ、大きな郵便カバンを肩にかけたクレイは、フィンに、愛用の白コートを渡してやりつつ、尋ねた。

「どこだ？」

　フィンが、返事代わりに戸棚のひとつからガイドブックをひっぱり出した。それを見て、クレイがつぶやく。

「アメリカ……いや、つぎはぎの地球じゃ、新大陸とだけ呼ぶんだっけか」

「鹿肉のステーキが美お味いしいところだそうだよ。楽しみだねえ」

「観光してるヒマなんか、あるわけないだろ」

　クレイとフィンが、ドアを開けた。

　そこは森。永遠の昼下がりの森と名づけられた、時の狭はざ間まに存在する森だ。爽さわやかな風が常に吹き、陽ひの光がきらめいている。緑のあいまに、ごく小さな城や、事務所めいたビル、お菓子めいた飾りつけの小さな家などが点々と建っている。『騎士：‥堅固なる守り手』『交渉人：‥仲裁はお任せ』などの看板がかかっていた。クレイとフィンの家にも、かかっている。

『郵便局：‥支局、失われた手紙の回収と配達が専門。その他の郵便業務は本局へどうぞ』

『所属：‥フィン・クラウソラス、クレイヴ・ソリッシュ』

　立ち並ぶ木々の隙すき間まから、白い輝く霧が湧わいてきた。もちろん、ただの霧じゃない。

「来た来た。じゃあ、行こうか」

　フィンが微笑ほほえんで、濃い霧へと足を踏み入れる。とたんに、時間と空間が溶けあった。

　クレイが、むすっとした表情で、あとに続いた。

「……この仕事にスカウトされて三ヶ月。霧をくぐると、時と空間を越えるってのは……」

　彼らは〈郵便屋〉。救われ拾いあげられたかけらをつぎはぎした、最後の地球に向かい、さまざまな時代、さまざまな土地に、届かないはずの手紙を届けて絆きずなをつなぐ。

　これから語られるのは、そんな彼らが届けた、何通かの手紙たちについてのお話だ。

















　第一話　魔女の手紙








　　世界の外にある永遠の昼下がりの森と、

　　世界の内にある別の森を、

　　白い霧がつなげる──。
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　汽車が濃い霧を抜けると、空席だったはずの椅い子すに、若い男が二人、座っていた。

　通路側に座っているのは、淡い金髪の美少年。にこにこと笑っていた。

　窓側のもうひとりは、不機嫌そうに頬ほお杖づえをついている。黒い髪をした、目つきの悪い青年だ。

　向かいあわせのシートに座っていた老人は、目をまじまじと見開いて、彼らを見つめた。

「あんたたち、いったいどこからやってきたんだ？」

　ついさっきまで、老人の前の席は、からっぽだったはずだ。

　きらきら輝く、奇妙な霧を、汽車が抜けるまでは。

　にこやかな笑みを浮かべて、淡い金髪の少年が答えた。

「やだなあ、おじいさん。ぼくらは、前の駅からずっとここに座ってるよ。そのお酒、ぼくがわけてあげたんじゃないか」

　少年が、老人の隣の、空いた席に置かれたマグカップを指さした。

「そう……だったか？　さっきからあったかのう、こんなもの……？」

「細かいことは気にしない。もう一杯どう？」

　どこからともなく、手品のように、少年の手のなかに小さな水筒があらわれた。

「あんた、酒が飲める年なのか？」

「さて、どうでしょう。問題があるならやめておくけど」

　十代にしか見えないプラチナブロンドの少年が手を軽くゆすると、水筒がふっと消えた。

　老人は、目をぱちくりした。長年、屋外で働いてきたのだろう、日焼けしたいかつい手に、少年がいつの間にか、マグカップを握らせていた。

「お酒を持ち歩いてるからって、自分で飲むとは限らないよね」

　さっきとは逆の手に、小さな金属の水筒が握られている。とくとくと酒がそそがれて、あたりに上等な酒の香りが満ちると、老人はたまらずカップを口もとに運んだ。

「さっきも言ったけど、ぼくはフィン・クラウソラスで、後輩くんがクレイヴ・ソリッシュ。ここしばらく、ずっとおしゃべりしてたよ？」

　プラチナブロンドの少年が、にこにこ笑いながら言う。老人は、目つきがとろんとしはじめている。細かいことはどうでもよくなった。

「そうだったかな……。悪かったな、忘れちまって」

「いいの、いいの。おじいさんは、次の駅に住んでいて、いまから帰るところだったよね。ぼくらの仕事は〈郵便屋〉。手紙を回収したり配達したりしてんの。私営だけどね」

　フィンと名乗ったプラチナブロンドの少年は、自分たちの着ている服を軽くたたいてみせた。クレイのほうは、ちらりと老人を見て、窓へ視線を戻した。

　窓の外は、灰色の森が続いている。

　ここは新大陸の東部。別の地球では、アメリカ東海岸と呼ばれるだろう地方だ。

　尖とがった葉を持つ木々に、白い雪がちらほらつもっている。木々のあいまを駆ける小さな影があった。狼おおかみだろうか。

　その姿を認めた時、クレイのくちびるに、はじめてかすかな笑みが浮かんだ。

　野性の生き物が、好きなのだ。

　フィンのほうは、あいかわらず老人から街の話を聞いている。

「……で、話の続きだけど、アビゲイル・パトナムってどんな人？」

「わしら……あの魔女ばあさんの話をしとったのか？」

　ゆらゆらと頭をふらつかせながら、老人は言った。だいぶ酔いが回っている。

「どんなって言われてもな……。わしゃ、よく知らんよ。噂うわさじゃ、魔女だったそうだ」

「魔法とか使うの？　いまどきさあ、魔法なんてめったに聞かないよ？　旧大陸の吸血鬼や南方大陸でも使わないでしょ。すっかり科学に駆逐されちゃってさ。蒸気機関車の線路が敷かれると、精霊も悪魔も鉄に追い払われるっていうし」

「ホントかは、わしは知らんよ。町の古い衆が言うてただけじゃ。何度か見かけたことはあるが、わしが引っ越してきて三月ほどで、ころっと死んじまった」

「ああ、やっぱりそんなことだったんだね。死んじゃった魔女のおばあさん、かあ」

　フィンが顔をしかめた。その表情を見て、老人はなぐさめ顔でこう言った。

「ああ、そうか。〈郵便屋〉ということは、手紙でも届けに行くのかね。安心しな、弟子とやらいう若い娘がおるから、代わりに受け取らせりゃええがな。けっこうな美人じゃ」

「届けるだけなら、楽でいいんだけどねえ」

「それだけだとしても、楽なんかじゃないぞ」

　隣に座っていたクレイが、ぽつりと言った。渋い、おちついた低音だ。目つきが怖い。老人はふるえあがったが、フィンは、けろりとしている。

「ぼくらの仕事は、届けるべき手紙を見つけるところから、すでに面倒な場合が多くてね。それはさておき、魔女さんのお弟子って、どんな娘さんなの？」

　フィンがたずねると、老人は気の毒なという表情で首を左右にふった。

「わしゃ、見た目しか知らんが、噂に聞くとこによると、素直なんぞとは、ほど遠い娘らしいのう。ひきとってやろうという者もおったのに、魔女の屋敷に居座っとるそうな。呪のろいで縛りつけられとるちゅう噂もあるが、どうかなあ。魔法を独学しとるんかもしれん」

「ふうん？　そんなに怖い子なの？　美人なんでしょ？」

「……ではあるんじゃが、綺き麗れいな衣装でおさまりかえるとか、サロンで男に酌をするとか、そういうたぐいの美人じゃなくてのう」

　窓の外へ視線を投げて、老人は言葉を続けた。

「あの森が似合う、そういう美人じゃよ」

　分厚い雲がたちこめた空を、暗緑色の木々がぎざぎざに引き裂いている。

　けれど、次の瞬間、深く暗い森は、無惨に明るい切り株の荒野にとって代わられた。

「あれが、伐採跡？」

　フィンが言うと、老人は、うなずいた。

「ここは、小さな街じゃった。けど、森に珍しい木が見つかって……こうして切り開かれ、鉄道も通った。わしみたいなのが流れついて、住人の数は十倍になったらしいわい」

　もともと樹液に傷の治癒効果があると知られていた樹なのだが、近年、まるごと切り倒して濃縮すると、さらに効果が高まることがわかった。

　旧大陸の国々は、帝国連盟と王国連合に分かれて、もう戦争を三年も続けている。だからこの樹のエキスは、飛ぶように売れる。

　木々は切り払われ、そこに住んでいた動物たちも姿を消した。いま、がらんとした切り株だらけの野には、何も動くものはいない。

「……狼おおかみは……見間違いだったかな」

　クレイがぼそりとつぶやいたが、その言葉は老人の耳には届かなかったようだ。

「魔女のばあさんの屋敷は、街を外れて、森の中にある。近づくと祟たたられるという噂うわさでな。……実際、屋敷に押しかけた若いのが逃げ戻ってきたそうじゃ。……魔女の亡霊が出るんだと」

「ホントに？　お弟子さんが魔術で何かしたとかじゃないの？」

　フィンは冗談のつもりだったのかもしれないが、酔っていても、老人は大マジメだ。

「……さっきも言うたが、ただの娘ではねえ。目を見ればわかる。そっちのにいさんみたいな、おっそろしい目つきじゃった。そもそも、噂じゃあ、あの娘は異貌種ワイルドレイスって話じゃよ。じゃったら、何をしても不思議はねえ……」

　酔いが回りきって、老人が、がくりと頭を落とした。それとほとんど同時に、汽車は駅のホームにすべりこんだ。

「着いたねえ。じゃあ、おりようか」

　フィンは、眠りこんだ老人を放置したまま立ち上がった。

「おい、フィン。おまえが、話を聞くために薬を盛ったからこれだろうが」

　クレイが、むすっとした調子で声をかけてくる。ただでさえ悪い目つきが、もっとけわしい。

「だって、重そうだよ、このおじいさん。きみが運びたいなら止めないけど？」

　フィンは、ふりかえりもせず、さっさと客車を出てゆく。

　クレイは、長々としたため息をついてから、老人の体を軽々とかつぎあげた。長身ではあるが、どちらかというと細身の体格である。見かけからは予想のつかないパワーだった。

　クレイは、ホームにおりて、近くのベンチに老人を寝かせてやった。大またで歩いて、フィンに追いつく。

「すぐに行くのか？」

「……魔女の弟子と、魔女の亡霊ってのが気になるよね」

　すたすたと歩きながら、フィンは言った。

「スムーズに手紙を回収するには、事前の調査が必要でしょう」

　と言いつつ、フィンは、真新しい駅舎を出て、駅前広場でまわりをながめた。

「ねえ、どっちが美お味いしいかな？　鹿肉ステーキってだけで、店の名前がさあ……」

　フィンが、真新しいレストランと、かなり古ぼけた酒場を交互に見ている。

「味より、魔女の古い噂うわさを聞きやすいほうだろ。おまえ、頭脳労働を担当する自覚がないなら、肉体労働を引きうけろ」

　クレイは、古ぼけた酒場に向かって、歩き出した。
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　駅前の広場、フィンとクレイがいるのと反対側を、ひとりの少女が歩いていた。

（……見られてるな）

　彼女は、身を縮めた。通りを歩いていると、ぶしつけな視線がいつもつきまとう。

　それは、自分がこの街にいるだれとも違うからだ、と彼女は思う。

　彼女が異貌種ワイルドレイスだから、じゃない。

　そんなことは見た目だけで、すぐには、わからない。特徴的な見た目ではある。つりあがった目とか、量が多すぎる灰色の髪だとか、とがった犬歯だとか。

　でも、彼女自身が『自分はまわりと違う』と感じるのは、まず何よりも、名前だ。名前を持ってないのなんて、自分くらいだ。

　それだって見た目ではわからない？　そうだろう。人々がじろじろと彼女を見るのは、魔女の家に住んでいる異貌種ワイルドレイスだって評判を、みんなが知ってるからだと、理屈の上ではわかっている。

（……ふん。関係ない。いくらでも見て、いくらでもバカにしたらいいんだ。なれてる。どうせ、これまでもこれからも、ずっとひとりきりだ。ひとりなら、名前なんて必要ない……）

　生まれてからずっとひとりきりだ。ほうっておいてもらえるほうが、ありがたい。孤独しか知らないから、誰かと一緒なんて、どうしたらいいのかわからない。あの人とだって。

（あたしは、弟子入りなんてしてない。そもそも、アビゲイルは魔女なんかじゃなかった……なんて言ってもムダだよね）

　街の人々はそう思いこんでいる。

（あたしがあの屋敷に住み続けるには、評判が広まってたほうが都合いいかも、だし）

　あの屋敷から彼女を追い出そう、引きずりだそうとする連中がいる。そいつらを追っ払うたびに、恐ろしい祟たたりがあると噂うわさが広がり、ちょっかいを出すやつが減る。

　アビゲイルと一緒に住んでいた一年半はどうだったろう。ひとりきりが、隣りあっていただけ、だったように思う。ふたり、ではなかった。

　これからもずっとひとり。それでいい。

　ただ、この評判が広がってひとつ困るのは、買い物のことだ。こわがられて、いろんなものが売ってもらえない。

（いまはまだ、エレンたち姉弟が食べ物を分けてくれるけど……）

　駅前広場にある酒場の娘と、その弟だ。屋敷から出て、街に住め、といつもうるさい。

（街にって……そんなのできるわけない。食べ物を売ってもらえなくなったら、荒野で狩りか。……できるかなあ。隣の森の部族、うるさいだろうし……）

　狩りは、彼女の種族にとって本能だ。

　ひとくくりに異貌種ワイルドレイスと言っても、さまざまな種類がある。

　彼女は人狼ウルフパーソン。狼おおかみの姿で生まれ、人の姿と行き来するものだ。

















　彼女は、この森で生まれた、最後の人狼ウルフパーソンだ。最後から二人めの人狼は、彼女の母。

　人間が、樹のエキスのために森を切り開いた時、母は森を守るために戦い、殺された。ただの狼おおかみだとしか、思われなかったかもしれない。

　その日、彼女は生まれてちょうど一年で、はじめての名前をもらうはずだった。

　人狼は、狼の速度で育ち、人間の速度で年老いる。名をもらう時、狼から人の姿になるすべを学ぶ。その日、彼女は名をもらわぬまま、無理やりに人の姿になった。

　猟師たちは、狼の仔こは捕まえただろうが、灰色の髪をした幼い人間なら見逃したからだ。

　だが、名もないままに人の姿になったため、彼女は完全な狼には戻れなくなってしまった。

　彼女は、隣の森をたずねて、助けを求めたけれど、狼に戻れぬ彼女は受け入れてもらえなかった。もちろん、人間の社会にも入りこめなかった。名前を持たない、家族もない娘は、どこにも住まわせてもらえない。

『ここはおまえのいるところではない。おまえは人狼ではないのだ』

『ここはおまえの居場所ではない。おまえは人間ではないのだ』

『どこかへ行け』

『立ち去れ』

　名を持たぬ彼女に、浴びせられた言葉はすべてこれだ。

　疲れきってこの森に戻ってきた時、人間が落としていった古ふる釘くぎを踏んで、大おお怪け我がをした。

　人間の姿になり、アビゲイルの屋敷前で行き倒れたのは、およそ一年半ほど前だ。

　気を失いかけていたところを、頭から水をかけられて目覚めた。

　自分を見下ろしている目は冷たくて、あれは夏のことだったのに、凍えるかと思った。

『そこで寝られては臭いわ。寝たいなら、匂においを落として。物置に使っている部屋があるから、そこならいてもいい』

　くるりと背を向けて、アビゲイルは家に戻った。

　しばらくして、アビゲイルは、勝手口から首をつきだして『何してるの！』と怒鳴った。

　彼女は、右足が動かないので、這はって勝手口に向かっている途中だった。

『歩けないなら歩けないとお言い』

　アビゲイルは呆あきれたようにそう言ったものだ。

　見ればわかるだろうと、彼女は思った。自分の体を見返してみると、泥まみれで怪我はまるで目立たなかった。

　アビゲイルは、八十歳の女性だ。出会った時の彼女は、いまよりかなり小さかったけど、いくらなんでも運べない。でも、アビゲイルは、何につけてもだれの力も借りなかった。

　桶おけを使って少しずつ湯を運んできて、彼女を洗って、手当てをしてくれた。

　その間ずっと、愚痴をこぼしていたが。

『なんでわたしがこんなことしなくちゃいけないのかしら』

『このぶんは、きちんと働いて返してもらいますよ』

『うちで働くなら、礼儀と教養を身につけないとね。もちろん教授代も働いて返すのよ』

　噛かみつくような口調で言い続け、手つきも乱暴で、一度、傷口に指を突っ込まれて、激痛が走ったが、あやまりもしてくれなかった。

　手当てが終わって、そのまま庭先で寝ろと言われた。

『あんたは、あたしに借りがある。このまま逃げたら盗賊として手配してもらうからね』

　彼女は、こう返事をするしかなかった。

『……行くところなんて、どこにもない』

『じゃあ、好きなだけここにいなさい。働いて、あたしの言いつけを守るんだよ。ところで、あんた、名前は？』

『……もらう前に母さん、死んだ』

　アビゲイルは、ふんと鼻を鳴らして、何も言わなかった。

　それから一年と半、彼女は、アビゲイルの家で、使用人としてすごした。

（あたしがいる間、アビゲイルは、ほんとに何もしなかったな……）

　少なくとも、家事はなにひとつしなかった。全部、彼女に押しつけて、やり方の説明もしなかった。だが、不服も言わなかった。洗濯に失敗して服をぼろぼろにしても、掃除の最中に飾ってあった壷つぼを粉々にしても、焦げの塊のような料理を出しても、それを受け入れた。

『次はうまくやんな。同じ失敗を繰り返すのは、バカだよ。あんた、バカじゃないだろ』

　と、そう言うだけだった。

　休みはなかったし、着るものは下着が三組と、使用人のお仕着せだけ。いまも着ている。

　食べ物も充分な量ではなかったが、アビゲイル自身とまったく同じものだったので、そんなものだろうと思って、彼女は文句も言わなかった。

　全すべてを彼女に任せて、アビゲイルは、ずっと何かの計算をしていた。日曜の夜にだけ、酒を一杯だけ口にした。

　酔った時に、自分がかつて、数学者だったのだと話してくれたことがある。

　だが、『女』がどんな理論を唱えても、いまの世の中では受け入れてなどもらえないのだ、と。その言葉は、怒りではなくて、哀かなしみでいっぱいだった。

　ずっと研究していた何かの計算式が完成したその日に、アビゲイルは倒れ、いつも使っていた机を指さして、彼女に一言だけ遺のこして、世を去った。

『あの中のものは、ほかのだれにも読ませんじゃないよ……。あ……』

　それが最期の、言葉。ラストの『あ』からどう続くはずだったのかは、わからない。

（……結局、アビゲイルからも「おい」か「あんた」としか呼ばれなかった……）

　それからずっと、広い屋敷に、彼女は独りで暮らしている。

　食べ物が尽きて、久しぶりに街に来てみたが、次に来ることはあるだろうか。

　彼女の背後で、汽笛が響いた。

　蒸気機関車が動き出す、重々しい音がする。

　少し、彼女はふりかえって見た。

（あれに乗れば、どこか遠いところに行ける……）

　ここしか居場所がないことは知っている。でも、探してみればどこかに……。

（ないよ。ないに決まってる……）

　彼女は、自分に言い聞かせた。

　彼女は、屋敷を目指した。アビゲイルの言いつけを守っているかぎり、自分はあそこにだったらいてもいい。あそこだけが、許された場所だ。

　なのに、その許された居場所へと向かう彼女の足取りは重かった。

　名前のない自分には、ほかに居場所もない。

　ほかに選ぶ道がないから、ただ進むだけ。進む？　足踏みと変わりはない。

　彼女は、自分のすぐ後ろを通りすぎてゆく二人組には、なんの注意も払わなかった。
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「アビゲイル・パトナム!?　そうとも魔女さ！　魔女に決まってるだろう！　神さまを信じてなかったんだよ、あンのクソばあさんは」

　あなたもかなりのお年に見えますが、というセリフを、フィンはぐっとのみこんだ。

　入った酒場で、注文した鹿肉ステーキを焼いてくれている女店主に、何気なく魔女のことをたずねてみたところ、えらく興奮した言葉が返ってきた。

「魔法を使ってるところ？　そんな冒ぼう涜とく的てきなもん、見たくもないね！　けどさ、あのばあさんときたら、教会へ行くあたしらとすれちがって、ふんと鼻を鳴らしやがったんだよ！」

「それは、単なる無神論だろう。魔女とは……」

　クレイが、ついうっかり口をはさむと、女店主は、肉を焼いている熱いフライパンを手にしたまま、身をのりだしてきた。

「なんだい、あんた！　神さまを信じないような女が、いくら美人だって、ろくな人間のわけないだろ。ていうかさあ、八十を過ぎて、腰も曲がらないわ、くちびるに紅をさすわ。魔女以外のなんだってのさ」

「……健康で、美容に気をつかう女性」

　という言葉を、口の中から外に出さない程度には、クレイも空気は読める。

「いつもあたしらを見下すような目つきで、世界は神さまが創ったわけではないだの、人の祖先は猿だの、冒ぼう涜とく的てきなことばかり言ってたんだ！　あんたら、なんだい、ぐずぐずしてないでさあ、あいつに出てけって裁判所の命令でも配達しておくれよ」

「出てくっておっしゃいますが、亡霊が、裁判所の命令で出て行きますかね？」

　女店主の飛び散るつばがかからないうちにと、フィンは、肉を皿に移している。

「亡霊なんているもんかい！」

「押しかけた若い人たちが見たって話を聞いたけど？」

「はっ。おおかた、あのクソ生意気な小娘にこっぴどくふられたのをごまかそうって、適当なことを言ってんだろうさ。まったく、しょうがないヤツだよ！　バカ孫が！」

　フライパンをふりまわされて、フィンは首を縮めた。

「小娘というと……魔女の弟子とかいう」

「ただのメイドだよ。クソ生意気なね。道ですれ違っても挨あい拶さつもしやがんないんだから」

「ほうほう、それは」

　フィンは、肉を食べながらうなずいた。クレイのぶんが焼かれはじめる気配はない。

「もう、おばあちゃんったら。こっちのお客さんの注文がほったらかしじゃない」

　奥から、二十すぎくらいの娘が出てきて、女店主を叱しかった。

「そうだったかい？　あたしゃもう疲れたよ。あとはエレン、あんたがやっといておくれ」

　女店主は、エプロンを外して手渡すと、入れ替わりに奥へひっこんでしまった。

「もう。おばあちゃんってば……。ごめんなさい、お客さん。弟のことになると、かっとしちゃうんです。古い人間だから、どうしても異貌種ワイルドレイスに偏見を持っているし。だからって、頭ごなしにガミガミ言っても、反発するだけじゃないですかぁ」

　エレンと呼ばれた孫娘は、てきぱきと料理をはじめた。

「ええと、よくわからないんだけど、どういうこと？」

　フィンは、ごくんと肉を飲みこんで、口をはさんだ。

「あーら、なんだ。おばあちゃん、何も言ってないんですか。魔女屋敷の女の子、異貌種ワイルドレイスなんですけど、うちのバカ弟が惚ほれこんじゃって。隣人なら文句はないですけど、家族にはできないですよう。神さまの教えに反してますから。はい、どうぞ」

　ざっと表面をあぶっただけの肉を皿に載せ、丸ごと煮こんだニンジンとジャガイモを、どんどんどんとおおざっぱに切って添える。

「……そうか」

　クレイがぽつりとつぶやいた返事は、料理についてか、それ以外に関しての感想か。どちらにしても、エレンという娘は聞いていなかった。

　おもむろに洗いものをはじめながら、話を続けた。

「あたしはね、リンカーン大統領を尊敬してるんですよう。貧しい家に生まれて、この新大陸合州国でいちばんえらい人になって。だから奴隷解放宣言も人種平等宣言も当たり前です。でも、血を混ぜるっていうのは、別の話でしょ。そこをね、魔女の弟子に目がくらんじゃってる、バカ弟はわかんないわけですよ。だからって、そのへんのもっとバカな人が言ってるみたいに差別なんていけないと思うんですけどあらおかわりいります？」

　フィンが口をはさむ余裕もないほど加速していく早口が、郵便屋たちの皿が空になったと見るや、ぴたりと止まった。にこにこしながら、まずはフィンを見つめている。

「ああ、うん」

　フィンはうなずいた。

「別料金ですけど」

「……も、もらうよ」

「ありがとうございます」

　フライパンに油をひいて、肉の塊をほうりこむ。

「あのさ、さっきから魔女の弟子って言ってるけど、その子の名前は？」

「あら、そういえば、聞いたことないですねえ。なんか適当に呼んでますけど。あんた、とか、こら、とか。異貌種ワイルドレイスの子っていえば、だいたいわかりますし」

　と、エレンが言ったところへ、奥からもう一人、飛び出してきた。屈強な体格の若者である。とがった鼻が、奥にひっこんだ女店主とも、目の前のエレンとも、そっくりだ。魔女の弟子に惚ほれこんだ、エレンの弟だろう。胸も分厚く、腕も太い。体重は、同じくらいの背丈のクレイのさらに五割増しくらいか。若者は、フィンたちをどなりつけはじめた。

「おい、おまえら。魔女の屋敷からあの子を追い出しに来た……」

　クレイが、若者の腕をつかんだ。反射的に、若者は腕を引こうとした。その力を利用してクレイが立ち上がり、その勢いのまま、相手のバランスを崩して、押し倒した。

　流れるような動作で、ほこりひとつ立てず、クレイは倒れた若者の上に乗り、首に膝ひざを食いこませた。腕もねじりあげていて、相手はまったく身動きはとれない。

「せめて、話くらい最後まで聞いてあげようよ」

　ぽかんとしているエレンから、ステーキのお代わりを引き取りながら、フィンは言った。

「……どうせ言うことはわかってるんだ。そしてこっちの言うことを聞かせるには、叩たたきのめすことになる。時間の節約だ」

　クレイは、無愛想な声で、腕をさらにねじりあげた。若者は脂汗をにじませたが、喉のどを押さえられていて、声も出せない。

「ねえ、ぼくらは追い出しにきたわけじゃないよ。ただの〈郵便屋〉だもん。出しそびれた手紙を見つけたり、届きづらいところに届けるのがお仕事。今回もそれしかしない」

　ここで、クレイがちょっと力をゆるめた。

「……だから……おまえら……あの子に出て行けって督促状を配達しにきた……んだろう」

　クレイが、ちらっとフィンを見た。

「はいはい、会話は頭脳労働だからね。きみの肉体言語のほうが通じると思うけど」

　クレイが、あらためてフィンをにらんだ。フィンが、若者に話しかける。

「ぼくらが回収したり配達するのは普通の手紙じゃないんだよ」

　若者は無言だ。フィンが、クレイに合図をする。クレイは、手を放した。解放された若者は、床に座りこんだまま、身を起こした。

「ねえちゃんたちは誤解してる。あの娘に変な気持ちは持ってない。オレは、平等主義の活動をしてる。あの子も信頼して、自分がどういう異貌種ワイルドレイスなのか打ち明けてくれた。友だちなんだ」

「種類を教えてくれたから、友だちィ？　ま、いいけど。主義は見た目じゃわかんないね」

　フィンが口笛を吹く。クレイが、それはなんだ？　と目で問いかけた。

「つまり、あらゆる人種が平等な権利を得られるように活動してるんだよ」

　フィンが言うと、若者もうなずいた。

「あの子は、あのばあさんに搾取されてた。ろくな服も着せてもらえず、食事だって生きていけるギリギリ。ばあさんが死んだってのに、世間を怖がって、屋敷から出られない。そんな彼女を救うために、オレはがんばってるんだ」

　若者の言葉に、姉がため息をついた。フィンとクレイも、疑わしいって顔つきだ。

「かわいそうだは、ほれたってこと、ってフレーズが、古典ロムルス詩にあったねえ」

「東洋の島国の歌じゃなかったか」

　ささやきあってから、フィンが若者の顔をのぞきこんだ。

「それはいいんだけど、魔女の亡霊っていたの？　それに答えてほしいんだけど」

　若者は、青ざめた顔でぶるっと震えた。

「……見た。あの子を連れ出してやろうとしたら、ピアノが飛んできて、オレたちに襲いかかったんだ。ピアノだぞ！　いくらあの子が人狼ウルフパーソンだからって、ピアノをぶん投げるようなマネはできないだろ。しかも、真昼間なのにいきなり屋敷が真っ暗になってな」

「亡霊にしたって、ちょいと派手だな」

　クレイが、くちびるの端をかすかに持ち上げた。

「ふうん。異貌種ワイルドレイスっていうからどれかと思ってたけど、人狼か」

　フィンは、別のところに反応する。

「だったら、もしかしてぼくらが店に入る前にすれちがった子だったりするのかなあ」

　フィンは、ふつうなら見分けづらい、主流人種形態の異貌種ワイルドレイスも、すぐに見抜ける。

「はあ？　なんで、おまえ、その時に言わないんだよ」

「あそこで出会っちゃうと、ステーキ食べに寄れないし、と思っちゃった。てへ」

「てへ、とか言ってんな！　クソっ、回収先じゃなく配達先なら、見ればわかんのに……」

「てへてへ、残念だったね」

　部外者には理解できないやりとりで、酒場の姉弟は、ぽかんとしている。

「いやあ、色々参考になったよ。そのへんのチップも、こみこみっていうことで」

　フィンは、ふたりぶんの食事量の二倍以上の金を、食事をしていたカウンターに置いた。エレンの機嫌がみるみるよくなる。

「なあ、あんたたち。あの子を……」

　フィンが弟の口をふさいだ。

「ねえ、弟くん。きみの気持ちは尊いけれど、きみの考える正しい姿や幸せをその人狼ウルフパーソンの娘さんに押しつけちゃうなら、結局、お姉さんやお祖ば母あさんといっしょだよ」

　それだけ言い残して、二人の〈郵便屋〉は立ち去っていった。
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　魔女だと噂うわさされた、故アビゲイル・パトナムの屋敷は、それも納得できる雰囲気の、古ぼけた切妻屋根の建物だった。

　真夜中にやってくれば、肝試しにぴったりだろう。いまは夕方、遠くで鴉からすが鳴き声をあげている。これもまた、ムードたっぷりだ。

「すいません。手紙を回収しにきた〈郵便屋〉です。開けてくださいな」

　蔦つたのからまっている玄関ドアを、まったく恐こわがるようすもなく、フィンがノックする。

「すいま……おっと」

　急にドアが開いて、フィンは前につんのめった。

　使用人のお仕着せに身をつつんだ小柄な少女が、顔を出す。

　彼女だ。魔女の弟子と呼ばれている、孤独な人狼の娘。

「用はない、帰って。……あ？」

　彼女はフィンを押し戻そうとした。

　フィンの得意な、目にも止まらない身のかわし方で、もう屋敷の中にいた。

　玄関を入ると、すぐ大広間だった。甲かつ冑ちゆうや壷つぼ、絵画など、いろんなものが壁沿いに飾られている。大きな本棚に、分厚い学術書がどっさり。すぐそばに、重厚な一枚板で作られた書き物机。飛んできたというピアノが、いちばん奥まったところに据えてある。

「かなり昔に作られた家みたいだけど、わりと最近、大きく手が入ってるね。これなら、あと三十年は住めるんじゃない。無む茶ちやさえしなければ」

「出てけっ！」

　彼女が、スカートをひるがえしてフィンに疾はしりよる。

　あちこちに跳ねた灰色の髪、少しとがった耳、くちびるからはみだす犬歯──それらすべてを別にしても、その身ごなし。何もかもが野性を連想させる。

　少女が伸ばした手を、フィンは、すりぬけるようにかわしていた。

「ぼくたち、悪い人間じゃないから安心してよ。アビゲイルさんが、渡したくて渡せなかった手紙を回収して……」

「だめっ！　読んではいけないっ！」

　指先に鋭い鉤かぎ爪づめをのばしながら、彼女がフィンをにらみつける。食い殺してやると言わんばかりの、怒りの顔つきだ。

　いや、違う。これは──激しい怯おびえの表情だった。

　彼女は、がむしゃらに、フィンに飛びかかった。

「動きは幼児が手足をふりまわすのと……大差ッ、ないけど……基本スペック、高いぃ」

　あっというまに、フィンは壁際に追いつめられた。

「あたしは、ここにいていいんだ。ここだけは、あたしがいてもいい場所だ」

　少女の爪が、フィンの頬ほおをかすめた。フィンは、のんきな声でクレイを呼んだ。

「おおい、肉体労働担当～？」

「……わかってる」

　呼んだ時にはもう、次の鉤爪を、クレイが受けとめていた。

　床を這はうような低い姿勢で飛びこんできた、クレイの右腕と、彼女の鉤爪がぶつかった。

　ぎィんと、硬いものどうしがぶつかる音が響いた。

　はじかれるように、互いが離れる。

　彼女は、体ごと反転して、また鉤爪をふるった。クレイが、回転してかわす。

　ぐるぐると、竜巻がロンドを踊るように、彼女とクレイが、互いのまわりを回る。

　もう一度、鋭い激突音が響いて、彼女の爪が、ばらばらと床に飛び散った。彼女が、驚いた顔で、壁ぎわまで飛とび退すさる。クレイの袖そでが裂けて、銀色の肌がのぞいていた。クレイの右腕は、生身ではない。

　彼女は、青ざめた顔で、分厚いカーテンのそばに立っている。指先から血がしたたっていた。けれど、引き下がるようすは、ひとかけらもない。

　クレイは、ごちゃついた広間の中央に立っている。クレイをはさんで、広間の反対側の位置に立っているフィンが、口を開いた。

「旧大陸の、呪のろいで発生した狼人間ウエアウルフは満月の夜だけしか変身できない。でも、こっちの人狼ウルフパーソンは、好きなように狼おおかみになれるし、ふだんからすばやいし、力もあるんだってね？」

「うるさい……っ、好きなように狼になれたら……こんな……っ」

　彼女が、怒りで頬を赤く染める。

「怒らせてどうするんだ、頭脳労働担当っ」

　クレイが、飛びかかろうと身構えつつ、唸うなった。

「いまさら、なだめるのは無理だったからねえ。さあ、よろしく、肉体労働担当」

　フィンが言った次の瞬間、あたりが真っ暗になった。同時に、すさまじい笑い声が、あたりに響き渡った。女性、それも年老いた女性の、脅すような笑い声だ。

「へえ、なるほど。本当に亡霊みたいだ」

　フィンは、まるで怯おびえていなかった。

「おちついてる場合じゃないぞ、おい」

　クレイが低い声で注意をうながす。ふわりと浮かんだグランドピアノが、フィンめがけて飛んできていた。鍵けん盤ばんがひとまとめに打ち鳴らされた。

「うわわわっ」

　フィンが、白いコートをひるがえして逃げる。ピアノが追う。さらにそれをクレイが追った。

　ぶうんと何かが宙を切る音がする。それから、ぎしぎしと何かがこすれあう音。

　クレイは、ピアノがどうやって飛んでいるか、わかったと思った。だが、それを教えるひまもなく、フィンが別の罠わなにひっかかって、悲鳴をあげた。

「ポルターガイストッ!?」

　重い本が、本棚からなだれおちてフィンを飲みこんだのだ。あたりどころが悪ければ大おお怪け我がか、へたすれば死んでも不思議のない重量だった。

「おい、フィン……ちっ！」

　クレイに、彼女が飛びかかった。作られた暗くら闇やみの中で、少女人狼ウルフパーソンの瞳ひとみが金色に輝く。

　彼女とクレイは、もつれあって転んだ。そのまま、彼女がクレイの喉のどに、やんわりと噛かみつく。小柄なわりに大きな胸が、クレイに触れた。その柔らかさを意識している余裕はなかった。クレイが、金属製の右腕を、彼女に叩たたきつけようとした。

「はい、そこまででーす」

　フィンの声が、脳天気に響き渡った。同時に、カーテンが一斉に開く。

　例によって、本の雪崩からもすりぬけていたらしい。そして、仕掛けを見つけていたのだ。

　スイッチひとつで、カーテンは、すべて閉じたり開いたりするようになっていた。暗くなったのは、陽光をさえぎるカーテンが閉じたからだ。そして、滑車を組み合わせ、黒塗りのピアノ線で釣り上げられたピアノが、ぐるぐると宙を回っていた。

「アビゲイルさんの仕事は機械技師。趣味は数学。けれど、どちらでも女性であるというだけで軽視された……と。そりゃ偏屈にもなるよね」

　書き物机の上に広げられたままだった書類を見て、フィンは、亡くなったアビゲイルの経歴を見抜いた。

「手紙は、ここかなあ」

　フィンは、手品のように取り出した鍵かぎ開け道具を使って、机の引き出しを開けようとする。

「いやああああっ」

　悲鳴をあげて、少女人狼ウルフパーソンは、クレイの上から飛びのいた。真っ青な顔で、フィンのもとへ、まっしぐらに向かう。

　だが、フィンの手先は、疾風のような彼女よりも、さらに素早く、器用だった。引き出しから、小さな封筒を取り出した。

「はい、ぼくのお仕事終わり。手紙の回収は完了。あとはクレイくんの仕事、配達ね」

「……あ」

　彼女は、ぺたんと膝ひざを落とすと、そのままぼろぼろと涙をこぼしはじめた。

　絶望の表情だ。

「え？　なに？　どうしたの？　なんで、そんながっくりするの？」

　フィンがうろたえた。どうやら、取り戻そうと襲ってくることは予想していたが、泣き出されるとは考えもしてなかったのだ。

　仏頂面のままクレイが起き上がり、頭をかきながら、彼女に近づいた。肩をぽんと叩たたかれても、彼女は逃げることも反撃もしなかった。

「どうした。さっきまでの勢いは。ええと……元気を出せ」

　クレイも平凡なことしか言えない。

「ダメだ。……もうあたし、いてもいいところがない。どこにもない」

　彼女は、完全に喪心している。

　クレイとフィンは、顔を見合わせた。ついさっきまでの、激しい戦いの気配は、すっかり吹き飛んでいる。ふたりは、彼女の顔つきを見て、この娘の心は、まだ幼いのだと気がついた。

　どうしていいかわからないようすで、フィンがおそるおそる声をかける。

「そんなことないと思うよ。酒場のお姉さんとか弟くんとか。行くとこを紹介してくれるから」

「ウソだ。あの人たちは、どこかに行けと言った。いていいとは、言わなかった。アビゲイルだけだ。言いつけを守っている間は、ここにいていいと言ったのは」

　にじみ出る失意と絶望は、あまりにも濃い。

「ええと、その言いつけって、いったい何だったの？」

「引き出しの中のものを、ほかのだれにも読ませるな……。最後の、言葉」

　アビゲイルの遺言がそれだった。

「なら、まだ言いつけにはそむいていない」

　クレイは、渋い低音で言った。こういう時は、フィンの高めでかわいらしい声より、クレイの声のほうが、相手をおちつかせる効果がある。

　そして、黒髪の青年は、封筒をフィンからとりあげた。

「中身はまだ見てないからな。それに、これは……あんたにだ」

　そっけない封筒には、差出人であるアビゲイルの名前はあるが、あて名は何もない。

　なのに確信に満ちて、クレイは言った。

　彼女は、驚きで涙も止めて、黒髪の青年を見上げた。

「だれにも、じゃない。『ほかのだれにも』なんだから、これはあんたが読むものってことだ」

「ただの推理じゃないよ。彼は、こういうちゃんと届かなかった手紙を持つと、それを読むべき人がどのへんにいるか、なんとなくわかるんだ。職業的特技ってやつ」

　彼女はまだきょとんとしているが、クレイがさしだす封筒を、彼女は受け取った。

「字は、読めるのか」

　クレイが言うと、彼女はこっくりとうなずいた。

「……アビゲイルが、読み方は教えてくれた。手伝いするのに、いるから」

　しばらく躊ちゆう躇ちよしていたが、思い切って端を引き破った。ぎざぎざの切り口から、彼女は中身の便びん箋せんをひっぱりだした。

「はずかしいから、だれにもよませるな」

　声に出して、彼女は手紙を読みはじめた。音読しかできないのだ。

　クレイとフィンは、顔を見合わせた。フィンが、口を動かして、声を出さずに言った。

『いいんじゃない。読んでるんじゃなくて聞いてるだけだし』

『屁へ理り屈くつだな、おい』

　クレイはそう言ったが、彼もやはり、立ち去ろうとはしなかった。

　人狼ウルフパーソンの少女は、音読を続けている。

「あたしのじんせいは、もうすぐおわるだろう。さいごのさいごに、こんなきもちになるとは、ゆめにもおも、おもなか……おもわなかった」

　少しつっかえながら、彼女は読み進めていった。

「あんたとくらした、ここしばらく、たのしいっていうきもちを、ひさしぶりにおもいだした。なつかしいいっちょうらを、ぼろぼろにされたのは、あんまりたのしくなかったけどね」

　読みながら、自分の失敗を思い出したのか、彼女が顔をしかめた。

「やれやれ。はがねのおんなといわれた、このあたしが、こんなやわなてがみをかくとはね。もういっぺんいうけど、だれにもよませるんじゃないよ」

　クレイとフィンは、顔をみあわせ、バツが悪そうに首をすくめた。

『もうしわけない気持ちになってくるな』

『むしろ、はずかしいよ。でもしかたないね。ぼくらは、出せなかった手紙、渡せなかった手紙が、ちゃんと読み終えられるのを確かめるまでが仕事だから。そうすることで、つぎはぎの世界をつなぐ絆きずなを、強くする』

『ときどきそれを聞かせてもらわないと、自分の仕事の意味を見失いそうになるな』

　クレイとフィンがそんな会話をしている間も、彼女は手紙を読み進めている。

「ずっとまよってた。おいさきみじかいあたしが、あんたにのこしてやれるのはなにか。できるかぎりのよみかきと、かじはおしえた。あんたが、とっとと、ここをでていって、どこでもくらしてゆけるよう……」

　彼女の声から、力がうせた。

「アビゲイルも……あたしがいないほうが……よかったのか……」

「最後まで読め」

　手紙をとりおとしかけた彼女の手を、クレイは、しっかりと支えてやった。

「だけど……」

「最後まで、読め。だいじなことを最初に書くやつもいる。だけど、たぶん、このばあさんは、最後の最後に書く。……カンだがな」

　厳しい目を、クレイは細めた。そうすると線のようになってしまうので、めったにやらない。その表情にはげまされたのか、彼女は、便びん箋せんにもう一度、目を落とした。

「どこでもくらしていけるようにした。もちろん、このいえに、いてもいい」

　彼女の声がはずんだ。

「てつづきはしてある。だけど、どうせなら、あんたには、ひろいせかいをみてほしい。あたしは、どこにいってもうけいれてもらえなかったけど、こうかいはしていない。だって、おもしろいことも、たくさんあった。あんたとあって、すなおにそうおもえるようになった」

　彼女の声がふるえはじめている。止まっていた涙が、また流れはじめた。

「どうするか、えらぶのは、あんただ。けれど、さいごにひとつだけもらってほしいものがある。ずっとずっと、あんたにあげたいとおもっていた。けれど、こればっかりは、あたしが、いなくなってからじゃないと、あげられないものだ」

　彼女が、はっと息を詰まらせた。何度も、何度も深呼吸してから、ようやく、彼女はその続きを、手紙の最後を読み上げた。

「なまえをもらってほしい。めいわくでなければ、あんたには、きょうからアビゲイルとなのってほしいんだ。あたしが、いつまでもあんたをみて、おもしろがっていられるように。……だから……ずっと……あたしが……あんたの……いばしょだ」

　彼女は、新たなアビゲイルは泣いた。床に伏せて泣いた。もうひとりの、名前をくれたアビゲイルが死んだ時も泣かなかった。だれに追い出されても泣かなかった。生みの母と死に別れた時、泣いている時間はなかった。

　そのアビゲイルが泣いている。

　哀かなしみはある。もっと早く、本当の気持ちを聞かせてほしかったとも思う。

　けれど何よりも、喜びが、この涙の源だった。



　──どのくらい泣き続けていたのだろうか。アビゲイルの名をもらった娘は、床に丸くなって、眠りこんでいる。人間なら十五か十六かに見える。だが、人狼ウルフパーソンであるアビゲイルは、まだ生まれて三年くらいだ。

　フィンと、クレイは、特にすることもなく、彼女を見守ってたたずんでいた。

「この子が、手紙を読んで、世界のほころび、ひび割れが、修復されたのか？」

　クレイが、むすっとした顔つきで言った。

「もしかしたらアビゲイルが、おばあさんのほうね、彼女が何かの発明でも残してたのかもしれない。新しいアビゲイルが、それをしっかり受け継がないと、世界がひきはがされちゃうのかも。いいんだよ、そのへんを調べるのは、同じ永遠の昼下がりの森に住む誰かの仕事。ぼくらは〈郵便屋〉さ。それ以外に、手を出すのは大変すぎる」

「それはそうだろうけどな……帰っていいのか。手続きはすませてあるって書いてあったが、この子に、森や屋敷を、悪党から守る力があるか？」

　クレイが怒ったような調子で言うと、フィンは肩をすくめた。

「その役目も、ぼくら以外が助けてくれるよ。ほら〈弁護士〉がやってきた」

　窓の外に、白く輝く霧がたなびきはじめていた。

　その向こうから、スーツを着た男がやってくる。

「後はまかせて、ぼくらは永遠の昼下がりの森へ戻ろう。すぐに次の配達だ」

　フィンがそう言う。クレイは、アビゲイルという名の娘を、最後にもう一度、見つめた。

　彼女は、いまはただ、はじめて得た安息の場所で、ぐっすりと眠っていた。



第一話　魔女の手紙　おわり








　第二話　吸血鬼の城








　　世界の外にある永遠の昼下がりの森と、

　　世界の内にある月の城を、

　　白い霧がつなげる──。










　　　　　１．



　霧に導かれて、クレイとフィンは、ある部屋に入りこんだ。新たな別の配達だ。

　天窓からさしこむ青白い月光だけが、その部屋の明かりだ。部屋は広く、天窓からの月光は、部屋の中央にある大きなベッドにしか届いていない。

「……びっくりさせたか？　すまん。オレたちは〈郵便屋〉だ」

　城の、最も高い一角にある寝室だ。豪華なベッドの枕まくらもとに、目つきの悪い青年が影のように立っていた。手に、大きな封筒を持っている。

「悪いことしにきたんじゃないから、騒がないでね。あと、ずいぶん前に太陽が沈んで、きみたちの種族が起きる時間は、とっくにすぎてるよ」

　淡い金髪の少年が、にこりと微笑ほほえんだ。

「わたくしは昔から夜寝坊なのですわ……。……もしかして、大公からのお手紙でしょうか。先日の激戦から、連絡がないのですが……」

「戦争がはじまって三年と三ヶ月。王国の反撃も激しいね。帝国側は押され気味。大公がいた戦場では、帝国側はだれも生き残らなかった」

　フィンが、珍しく笑みを消して、淡々と言った。

「……やはり、亡くなられていたのですね？」

　彼らの言葉に、か細い声でそう応じたのは、ベッドに横たわった女性だ。

　いや、見かけからは、少女と呼ぶべきかもしれない。

　ぱちりと目を開けて、眼球だけを動かした。瞳ひとみは灰色。屍し衣いのように真っ白なネグリジェに身を包んでいる。彼女の肌は、その衣以上に白く、髪も真っ白だった。

　死体のように横たわり、両手を胸の上で重ねている。

　顔だちは美しい。好みによっては、目が大きすぎ、全体に華きや奢しやで繊細すぎていると思うかもしれない。もろいガラス細工のような美しさだ。

　彼女は、糸でひっぱられる人形のように上半身だけを起こし、首をかくんと曲げて、クレイとフィンを見つめた。

「いくら届かないはずの手紙を届けるお役目と言っても、女の子の部屋に無断で入るのは、いかがなものかと思いますわ。真昼でないだけ、まだましですけれど」

　彼女は、眉まゆをひそめて淡々と言った。

「……ええと、きみ、ぼくたちのことを知ってるの？　その……届かないはずの……って」

　金髪の少年──フィンが、戸惑いの色を、顔に浮かべている。

　隣にいた相棒、クレイが『珍しい物を見た』という顔つきになった。

　問われた彼女は、しばらく考えてから小さくうなずいた。

「……吸血鬼の長に庇ひ護ごされていますと、いろいろ、世界の裏側や外側のことを耳にします」

　はかなげな笑みを浮かべる。

　そのまま月光に溶けこんでいきそうだ、と〈郵便屋〉たちは思った。

　消えられる前に、読んでもらわないと。

「受け取ってもらえるかな」

　クレイは、少しあわてたようすで、手にした封筒をさしだした。

　そうしてから、まさか消えるわけはないと思い返す。

　月光に満たされた部屋の、あやしげなムードが幻想の原因か。現実に戻ろうと意識する。

　部屋の家具は、みな、おちついた雰囲気だ。

　封筒もそうだった。金きん箔ぱくで縁を飾ってあるけれど、ぎらつく下品さがなく、さりげなく上品なものだ。赤いロウをたらして、封をしてある。

　差出人の名はヴラド大公。あて先は、ジュヌビエーヴ・アルレック。

　細く白い指が、自分あての手紙を受け取った。かすかにふるえている。

「……丁寧な字。戦場で、死に際に書いたものとは思えませんね。……あの方らしいです」

　ジュヌビエーヴは、目を閉じて、天をあおいだ。のけぞった白いのどが、月光にくっきり浮かぶ。そしてジュヌビエーヴは、封筒をそのままサイドテーブルに置いた。

















　クレイとフィンに視線を戻す。静かに微笑ほほえんでいた。

「ええと、こういうものが必要かな？」

　フィンが、どこからともなく手品みたいにペーパーナイフを取り出した。サイドテーブルに置かれたはずの封筒も、彼の手もとに戻っている。

　その封筒が、フィンの手を離れて、ふわりと宙に舞い上がった。

　ジュヌビエーヴの瞳ひとみが、朱紅色に輝いている。くちびると同じ色だ。

　手紙はそのまま空中をただよって、サイドテーブルの上に戻った。

「わたくしが耳にした噂うわさでは、お二方は、あて名の相手が受け取った手紙を読むまで、世界の狭はざ間まにお戻りになれないとか？　では……う、ごほ、げぶほ、げほがほ」

　ジュヌビエーヴがいきなり咳せきこんだ。

　豪快な咳せきだ。可か憐れんで儚はかなげな、吸血鬼の少女の咳としてはいかがなものか……。

「ええと、だいじょうぶかな？　咳によくきくお茶があるんだけど」

　ペーパーナイフが消え、金属製の小さな水筒があらわれた。豪快な咳きこみように、ちょっと動揺しているのか、フィンの手際が、並みの手品レベルだ。

　ジュヌビエーヴは、咳きこんだまま、首を左右にふった。

「だいじょうぶです。……わたくし、飲めるものは限られておりますの」

　顔をあげると、赤いくちびるから、短い牙きばがはみだしていた。

　ここは吸血鬼の城、ドラケンハースト。

　大陸上の純血種吸血鬼がつどい、暮らしている、百数十層に及ぶ城だ。

　その最上階、塔の頂点に住まう彼女も、もちろん吸血鬼である。

　フィンとクレイは、牙を目にして、無意識に一歩後退していた。

　ここから、永遠の昼下がりの森まで帰るには、手紙を読んでもらわないと無理なのだが。

「恐こわがらないでください。近ごろ、めったに血は飲みませんし。ところで、ひとつお願いがあるのですが」

　牙をあえてひっこめずに、ジュヌビエーヴが言った。

　クレイとフィンは、顔を見合わせた。

（おまえが言え）

（きみが言ってよ）

（会話は頭脳労働だろうが）

（配達はきみの……わかったよ、今週の掃除当番、かわってもらうからね）

　というやりとりを、アイコンタクトだけで三秒でやってのけて、フィンが言った。

「もしかして、そのお願いをきかないと、手紙を読んでもらえないの？」

「わたくし、そのような脅迫めいたことは好みません」

　ジュヌビエーヴが、にこりと微笑んだ。

「ただ、わたくしが手紙を読む安全な環境をととのえていただくことに関係していますわ」

「年のわりに、ややっこしいもの言いをするおじょうちゃんだな」

　クレイがむっつりした口調で言った。ジュヌビエーヴは、十二歳ほどに見える。

「吸血鬼の城で暮らしておりますと、どうしても、素直な言葉は使えなくなります」

　浮かべた笑みは、ことさらにあどけない印象だ。

「まず、そのお願いっていうのをきかせてくれる？」

　と、フィンが言った。言いつつ、口出しするな、とクレイの脇腹を肘ひじでつつく。

　ジュヌビエーヴは、こほんと咳せき払ばらいして、そのまま咳せきが止まらなくなった。

「おいおい、大丈夫か」

「けっこうで……ぐえっほっほっほ……ちょっと……なにかがのど……がーっ」

「吸血鬼って、か弱そうに見えても頑丈だと思ってたんだがな」

　思わず背中をさすってしまいながら、クレイがつぶやいた。仏頂面のままで。

「ほんとにいらない？　ぼくのお茶、味も悪くないよ」

　フィンが、水筒の蓋ふたをとって、それに中身をそそぎこむ。そこからたちのぼった湯気を吸いこんで、ジュヌビエーヴの咳が軽くなった。

「……い、いただいてみますわ」

　ゆっくりと、すするようにお茶を飲む。なんとか咳もおちついて、ジュヌビエーヴは話を続けた。

「ヴラド大公が亡くなられたので、この城を治める、新しい大公を選ばねばなりません」

「そうなるだろうね。それに、きみがどう関係するのかな？」

　この城に入りこむ前に、簡単な下調べはしてある。ジュヌビエーヴは、十年ほど前に、どこからかヴラド大公が連れ帰ってきた、純血種吸血鬼だ。隠し子だろうという噂うわさだった。

　ちなみに、ヴラド大公は、見た目の年齢は四十手前。苦みばしったいい男で、清せい楚そな雰囲気のおとなの女性が好みだったという。

「わたくしのことは後ほど。純血種は、血縁と実力で後継者を選びます」

　純血種とは、生まれながらに吸血鬼である者たちのことだ。身体能力も知能も人間を上回り、不老長寿で、爵位を名乗っている者も多い。

「血縁で候補者をしぼり、この城に住む貴族たちの合議で決まります。いにしえは、ただ強く賢ければよかったのですけれどね……。……そう伝承で、聞いています」

　見かけに似合わないおとなびた口調で言ったジュヌビエーヴは、小さな手をサイドテーブルにのばし、大公の手紙を胸もとにひきよせた。

「ヴラド……大公がよこしたこの手紙は、その新しい大公を選ぶにあたっての、わたくしへの……指示、だと思います。大公の代弁者が、わたくしの役目。ですから、開封されるのは、城でそれなりの地位を持つ吸血鬼すべてを集めた総会でなければなりません」

「……中身がでっちあげだとかなんくせをつけられたくない？」

　フィンが、小さく首をかしげて言うと、ジュヌビエーヴは少し口もとを歪ゆがめた。

「そういうことを言い出すやからがいないとも限りませんので。いま、大公の後継者にふさわしい血筋の方は……」

　ジュヌビエーヴは、何か忘れていることを思い出そうとしてるように、しばらく黙った。

「……血筋の方は、おふたり。どちらが選ばれても、騒ぎはおさまらないでしょう。けれど、せめて第三者の目で、そのふたりを評価していただけませんか？」

　ジュヌビエーヴの声ににじんだわずかな感情から、クレイは反射的にこう言っていた。

「あなた、じつはどっちも嫌いなんだろ？」

「……先入観を持たれないように、そこはヒミツということで」

　ジュヌビエーヴが、にこりと笑った。

「引き受けていただけますか？」

　少しうるんだジュヌビエーヴの瞳ひとみが、ふたりを見上げた。

「この手紙を読んでもらうには、やるしかないんだよねえ」

　フィンがおおげさに肩をすくめた。

「おまえ……ちょっと面白がってるだろ」

　クレイの眉み間けんにきざまれたしわが、ますます深くなる。

　巨大城内に住む吸血鬼の政治闘争。ふたりとも、吸血鬼にノワールでクールなイメージを抱いていた。

　それが徹底してぶち壊されるとは夢にも思わない。

　ジュヌビエーヴの咳せきこみあたりが、すでにその予兆ではあったのだが……。



　　　　　２．



「このドラケンハースト城は高さ百五十層に及び、建てられてから千五百年。純血種の象徴として、帝国東端に位置している。ぼくの地球の名ではトランシルヴァニアと呼ばれてた地域だ」

「うちの地球でも同じだな」

　フィンとクレイは、酒場にいる。

　城の中だが、とにかくでかい城だ。もとは大きな山のてっぺんに、小さな城が建っているきりだった。そこへ各地を追われた純血種吸血鬼が集まってきた。次々に城が建てられ、相互につながってゆき、山の中にもトンネルが掘られて「龍りゆうがうずくまる」という意味の名を持つその山は、丸ごと城になった。やがて、さらに吸血鬼たちが集まってきて、スペースが足りなくなると、城の上に城が重なった。

　いまのドラケンハースト城は、城そのものが、純血種吸血鬼の都だ。ばかでかくて千人くらい入れそうなホールや、馬車がすれちがえそうなほど幅の広い廊下もある。

　中には、商店街になっている廊下もあるのだった。高い高い天井があるのを別にすれば、ふつうの街と変わらない。その片隅の、酒場にいる。

「ぼくはさあ、吸血鬼ってものに、夢と浪ろ漫まんを抱いていたんだよ、後輩くん」

「この仕事にスカウトされて半年、はじめておまえと意見が一致したぞ、フィン」

　ふたりは酔っていた。オープンテラスの店で、すでに一本、かなり強い酒を空にしている。

　古風な貴族衣装を着た男が、トゲつき革レオタードの娘をくどいていたり、若い見かけの男女混合グループが、なにやらゲームに興じていたり、たいへんうるさい。

「吸血鬼が退廃的だっちゃあ聞いてたけどさあ、これってば方向性が違ってないかい？」

　わりと据わった目で、フィンが言う。

「この仕事にスカウトされて半年、はじめておまえと意見が一致したぞ、フィン」

　クレイが、同じ言葉をくりかえした。

「そもそも、なんで吸血鬼がお酒飲んでんの。飲まないもんでしょう、ワインは」

　飲まれている酒はワインだけではないが、フィンが言いたいのはそういうことではない。

　赤ワインは、しばしば血の象徴として扱われる。代用品など口にするものかと、プライドの高い吸血鬼はしばしばこういうセリフを口にするとされているのだ。

　だが、この酒場だらけのホールには、ほろ酔い加減の吸血鬼があふれている。

「吸血鬼ってこんなもんだっけぇ？」

「この仕事にスカウトされて……」

　フィンが、がっくりとテーブルにつっぷしてぼやき、クレイが三度めの繰り返しを口にしかけた、その時だ。

「いやいや、はっは。何をしておるかな、きみたぁちは。いまは戦争のさなかであるのだからね、しゃっきりといたしたまえ」

　まったくしゃっきりとしない、気取った声があたりに響き渡った。

「おや、あれは」

　フィンが、ひょいと頭をあげた。

「待ち人が姿をあらわしたようだな……」

　クレイは、グラスに半分ほど残っていたウィスキーを一気に干した。フィンもクレイも、さっきまでのだるそうな雰囲気は消えさっている。

　ふたりが注目しているのは、取り巻きを大勢連れて姿をあらわした、背の高い、見た目は少なくとも青年である。吸血鬼だから実年齢は百歳以上かもしれない。

　年はともかく、ブロンドの髪にエメラルド色の瞳ひとみのとびきりの美男子だ。

「やあやあ、麗しき純血種諸君。今日もたっぷりと飲んでくれませな、はっはっは」

　びしりとポーズを決める。歯がキラキラと輝いていた。

「よいかね、諸君！　これはダンドリッジ子爵閣下から、同胞たる諸君への贈り物だ。ダンドリッジ子爵だぞ。ダンドリッジ子爵の名を忘れるな！」

　身なりのいい取り巻き吸血鬼たちが、歯、というか牙きばを、キラキラと光らせる爽さわやか系青年の名を連呼しつつ、樽たるから血をくんで、ふるまっている。

　戦場で行方不明になった──クレイとフィンは死んでいることを知っているが、正式なしらせはまだ吸血鬼たちには届いていない──大公の孫にあたる。

　戦場の雄として名を馳はせた祖父とは正反対の優男だ。

「美しい処女のものを厳選してきたよ。いやはや、貧しさというのは哀れなものだねえ。人間というのは、悲しいものだねえ、いやはった」

　大盤振る舞いに、喜んでむらがるのが半数ほど。後の吸血鬼たちは、あきれた顔でいる。

「……なんとまあ、豪勢なことだねえ」

　フィンが、あきれたようにつぶやくと、隣で飲んでいた男が話しかけてきた。

「大公が戦場で行方不明になってから、ずっとこうさ。跡継ぎのための人気取り……おっと」

　ダンドリッジの取り巻きの一人が近づいてくるのを見て、男は口を閉じた。

　子爵本人は頼りない感じだけれど、まわりの取り巻きは、みんな、筋肉隆々で、かつ銃や剣で武装している。それはそれで、吸血鬼のイメージがぶちこわしだ。

「おまえたち、新顔だな」

　いかつい吸血鬼貴族が、クレイとフィンを見下ろした。

「ええ、これまで人間に追われてきまして、ようやくおちつけました」

　フィンは、満面の笑みを浮かべて、揉もみ手てをした。

　口もとから牙がこぼれる。つけ牙だ。吸血鬼になりすますのに必要だからと、ジュヌビエーヴがレンタルしてくれたのである。

「ふうむ……」

　取り巻きの吸血鬼は、割れた顎あごをなでながら、ふたりをにらみ……そして、にっこり笑った。

「そうかそうか。それは大変だったろう。だが、それなりの資産はあるのだろう？」

「は？　……ええ、それはまあ」

　フィンがとっさに答えると、男はますます笑み崩れた。

「そうか、そうか。次期大公選挙は、子爵様への投票を頼むぞ。さあ、たっぷりやりたまえ」

　子爵の取り巻きは、血がなみなみとつがれた黄金製のカップをさしだしてきた。

　……困った。

　人間にとっては、かぐわしいとは言いがたい匂においが、あたりにたちこめている。

「いやあ、残念。とてもありがたいんですが、ぼく、ムルナウ＝ヘルツォーク症候群で、美女の血は医者から止められてまして。彼が、代わりにいただきますね」

　フィンが口先のデタラメでごまかして、杯をクレイに押しつけてきた。

「……なに、飲んだって死んだりはしないって」

　耳もとでささやいてきたフィンを、クレイはすごい目つきでにらんだ。

「どうしたのだ？　まさか子爵からのふるまいものが口に合わんとは言うまいな？」

　取り巻きは、クレイよりけわしい目つきになってきた。体育会系の吸血鬼らしい。

「そうとも！　大公様の生死もわからんのに人気取りするような、気取った若わか僧ぞうのくれる血なんぞ、飲めんわ！　……と言いたいのだ、その若者は！」

　酒場のどこかから、声が飛んできた。さっきまで隣にいた男が姿を消している。

「なんだと！　だれだ、いま言ったのは！」

　取り巻き吸血鬼は、牙きばと爪つめを倍の長さに伸ばして、店内を見回した。

　客たちが、いっせいにその視線から身をかわす。

　ぐるっと店内をめぐった視線が戻ってくる前に、クレイは、さしだされたままの位置にあった黄金製のカップをにぎりしめ、奪い取った。

「メッキじゃねえか」

　クレイはつぶやいた。感触でわかるのだ。

「なんだと！　きさま……ふぁっ!?」

　奪い取ったカップから、相手の顔に血をぶっかけ、そのままジャブからストレートの、教則本通りのワンツーを決めた。顎あごにくらって、あえなく筋肉吸血鬼がノックアウトされる。

　どうせこのままだと、喧けん嘩かをふっかけられるのがオチだ。そう踏んだクレイは、先手必勝の戦術に出たのだ。

「なんだ！　そこ！　何をしているっ！」

「よくもキーファーを！」

　騒ぎを見つけて、ダンドリッジ子爵とほかの取り巻きも駆けつけてきた。

「からまれたんで正当防衛だって……言うんですよ、この人が」

　にこにこ笑いつつ、フィンが、椅い子すごとすうっとさがって、クレイを指さした。

　ただし、指の先にもうクレイはいない。地を這はうような姿勢でダッシュして、とっくに子爵と距離をつめている。相手が集団なら、まずは親玉を押さえること。喧嘩の鉄則だ。

「なんともまた、これは何ごとかな。おのぉれ！　不敬であるぞよ！」

　自分の足もとに突然あらわれた黒髪の青年に対して、優男のダンドリッジ子爵は、腰にさげたサーベルを抜きはらった。

「ワタクシを美しい外見であなどったな！　我らが戦場の栄誉を説くのは伊達ではな……ったびゅーん」

　地面すれすれから、天へつきあげるアッパーカット。

「後輩くん、吸血鬼相手なんだから手かげんはっ。あ……しといて、よかったみたいね」

　フィンが、あきれた顔つきになった。

　ダンドリッジ子爵は、パンチ一発で、気を失っている。

「吸血鬼は、人間よりタフだと聞いてたけどな……。これ、ただの生身の拳こぶしだぜ？」

　と言いつつ、クレイは、ダンドリッジ子爵が落としたサーベルを拾いあげた。銀の腕を使って、ぼきりとへし折る。子爵の取り巻きたちが、ぎょっとして足を止めた。

「こいつの首を、同じようにへし折られたくなきゃ、オレたちに手出しはするな」

「たちって言わなくていいよう。ぼくはそもそも関係ないですからね、みなさん」

　フィンが、にこやかに仲間関係を否定する。

「おまえなあ……」

　クレイがさすがにイヤな顔をした。そのクレイの足もとで、ダンドリッジ子爵が目覚める。

「お、復活早いな。さすが腐っても吸血鬼だね」

　フィンがぱちぱちと拍手する。

　ダンドリッジ子爵は、真下からクレイの顔を見つめた。反撃してくるかと、クレイはもう一度みがまえた、その時、子爵はがばっと身を跳ね起こし、クレイの腕に抱きついた。

「……まったくもって、いまのはじぃつにすばらしい一撃でした、お兄さま」

　頬ほおを赤らめた子爵は、マニキュアをほどこした爪つめで、つうっとクレイの手の甲をなでた。

　完全に予想外。

「ひいいいっ」

　クレイが逃げる。けれど子爵は逃がさない。ぐいぐいと、クレイにすりよってくる。

「この私を一撃で殴り倒すパンチの冴さえ！　戦場のほまれを、我ら吸血鬼一族にもたらすには、そのような技が必要です。ぜひ、ワタクシたちに伝授してくださいませんか、お兄さま！」

　まつ毛の長い瞳ひとみをきらきらさせて、ダンドリッジが、クレイの手を握り締めようとする。そんな二人を、黒い嫉しつ妬との炎をめらめらと燃やして眺める取り巻き。あきれる酒場の客たち。一部の女性客は、じつに楽しそうだ。腐っているのは子爵だけではなかったらしい。

　まさに混こん沌とん。

「はい、すいませーん。彼の教えを受けたいなら、マネージャーのぼくを通してくださいねー」

　傍観者のふりをしていたフィンが、いきなり割ってはいってきた。

「そそそそ、そうだ。こいつを通せ」

　クレイが、これまで見せたことのない狼ろう狽ばいをあらわにして、フィンの後ろに隠れた。まったく免疫のない事態なのだ。フィンは、小さく肩をすくめて、営業スマイルを浮かべた。

「戦場の栄誉とおっしゃいましたけれども、たしか、先代の大公閣下は、この戦争に参加できる吸血鬼は、三百歳以上の志願者のみとさだめられたはずです。失礼ながら、みなさまはまだ三百歳に満たない、ですよね？」

　フィンの言葉に、子爵は少し、おちつきを取り戻したようだ。

　クレイは、フィンの耳もとにささやいた。

「いつのまにそんなこと調べてた？」

「常識だよ、後輩くん」

　そう答えられたあと、クレイは、ツッコミもせずにフィンから離れた。背筋に冷たいものを感じたからだ、ふたりのささやきあいに、子爵がジェラシーの目を向けている。

「……ええとだな、その、戦場にあこがれるだけの子どもに、オレの武術をさずけるわけにはいかんのだ。あきらめろ」

　クレイは、舌をもつれさせながら、どうにかその場逃れの言い訳をでっちあげた。

　しかし、ダンドリッジ子爵は、まったくあきらめない。

「いいえ、いえいえ。そのさだめは、変更されることになりまするゆえに。正式発表はまだですが、祖父が亡くなったのは間違いなく、そして後継者はワタクシになるのですよ。ワタクシには切り札があるのですからして」

　クレイに迫った。逃げ切れず、クレイは、手を握られてしまう。硬直した。

「ワタクシが新たな大公となれば、我が領は、より帝国に近しくなり、吸血鬼は帝国最上級貴族と肩を並べます。吸血鬼領の最上級武術師範であるあなたは、いわば帝国最高の……」

「わかりました。では、さっそく契約書を作成いたしますので、しばらくお時間を」

　硬直しきったクレイと子爵の間に、もう一度フィンが割りこむ。

「そのような……」

「やはり、みなさまにもご相談いただきませんと！　違いますか？」

　フィンが、取り巻きたちに声をかける。

「そうです！　新参者を軽率に近づけられるなど！」

「そんなやつ、たいしたことは……あ、いえ、我ら随一の達人である子爵さまを倒した以上は、達人でないとつじつまがあわんのですが、しかし、こんなやつ程度。あ、いえその」

　あなたが最強です、と日ごろからおだてていたのだろう。取り巻きたちは、その子爵を倒したクレイが自分より弱いと言うわけにはいかない。でも、強いと認めるのもいやだ。彼らは、混乱しつつも、ダンドリッジ子爵を説得しようとした。

「さ、いまのうちにね」

「お、おう」

　こうして、なんとかクレイとフィンは、窮地を脱した。……とりあえずその場は。
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　その、翌日のこと。城の最上階層の一角に、ふたりはいた。

「次の方、どうぞ」

　秘書が、クレイとフィンを見て言った。

　ひっつめ髪に地味な衣装の、華やかさのかけらもない女性だ。だけれど、吸血鬼である。

「……女吸血鬼って、もっと色っぽいもんだろう。こういう……事務員みたいのじゃなくて」

「ふふふ、地味さに隠された女性の色香がわからないとは。クレイくんも、まだまだ若いねえ」

「若くていいよ。そういうとこは、後輩でいいわ、オレ」

　くだらないことを言いながら、分厚い扉をくぐる。

「きみたちに与えられた面会時間は五分だ」

　室内に入ったとたんに宣告された。ご丁寧に、砂時計までひっくりかえされる。

　帳簿や書類がぎっしり詰まった棚が、広い部屋の四方の壁を、天井近くまで占めている。

　ばかでかい執務机も、ありとあらゆる書類におおわれて天板が見えない。

　そんな机の向こう側に座って、いまも何か書き物を続けているのは、室内だというのに山高帽をかぶり、長い襟の立ったコートを着た、中年男の吸血鬼だった。

　しゃくれた顎あごにとんがったわし鼻、長い口ひげにコテコテになるまでポマードを塗って、ピンと立たせている。

　大公の義弟、クロロック侯爵である。この吸血鬼領の財政を一手に握っている人物だ。

「気後れしておるのかね。だが、時間は延長せんぞ」

　視線を手元に落としたまま、やや高いしゃがれ声で、クロロック侯爵が言った。

　そうは言われても、とりあえず顔を見てみようと面会の申しこみをしただけなのだ。

　財政のほか、訴訟ごと一切を取り仕切っているクロロック侯爵は、予約さえすれば、だれにでも会ってくれるという。本当にそうだった。

　だからって、五分間、顔を見て座っているだけではいられない。正直、三十秒で飽きる、ふつうの顔だった。

　一瞬だけ、侯爵がフィンとクレイを見た。眼光は鋭いが、大きな都会の警察署長とか、数百人規模の犯罪組織のボスにもいる程度だ。畏い怖ふを感じるレベルじゃない。

　クレイは、フィンの脇腹をつついた。

「口先でごまかすのは、おまえの仕事だろうが。自称頭脳労働」

「わかってるよ。……ええと、本日はこの城の新たな収入源についてのご提案が」

「吸血鬼は決して新しい税を受け入れん。商業行為を下げ賎せんだとさげすむ。そんな中で、私がどのくらい苦労して、この城の財政を維持しておるのか。きみたちに、理解できるかね」

　手もとを見ていた目をあげて、クロロック侯爵が、ぎろりとフィンとクレイを見た。

　さすがダンドリッジ子爵とは、吸血鬼としてのキャリアが段違いだ。帳簿をつけ、出納を司つかさどるのもまた、ひとつの大いなる戦いなのだと理解できる、気迫のこもった視線だった。

「であるから、傾けるべき言葉には耳を傾けるとも。たとえそれが、昨日今日、吸血鬼になりたてのエセ純血種の言葉であってもね」

　二人の顔色が変わらなかったのは、最大限の努力の成果である。

（……こっちが偽者だってバレてるぞ、たぶん。おい、なんでだ？）

（このくらい長く生きてる人だと、いろんなとこでわかるんでしょ）

　アイコンタクトで語り合って、フィンは笑顔、クレイは仏頂面を維持する。

（この城にいる吸血鬼は、生まれながらに吸血鬼って純血種だからね。変な力とかあるかもしれない）

　アイコンタクトでは無理なので、フィンは、ささやいた。

（変異種吸血鬼は、死んでからなる化け物だけど、純血種吸血鬼は、人間とは別の生き物なんだ。人間より寿命も長いし、個体差は大きいけど、外見の老化を止めたりできちゃう）

（うちの地球の伝説もいろいろあった。人間より強いけど、昼間は動けないんだろ？）

（そして、生き物の血でしか栄養が補給できないし、子どもができにくい体質だ。でなきゃあ、吸血鬼が、この地球の王者だったかもね。でも、結局は、人間に追いたてられ、この城で身を寄せ合ってる。しょせん、少数派だってわかってるから、優れていると思いこみたい。だから、無駄にプライドだけは高いのさ）

（……にこにこしながら、シニカルなことを言うな、おまえ）

（そうかい？　まあこのクロロック侯爵は、かなりの合理主義者で、プライドより実利を重んじるみたいだけど、心の底では、やはり吸血鬼を至上の存在だと思いたいんだろうね）

　こそこそ話している間、侯爵は、経理の仕事に没頭している。

　フィンは、こほんと咳せき払ばらいをした。ちょっとジュヌビエーヴを思い出す。

「さて、ぼくがご提案しようと思っておりますのは……戦争について、でして」

「戦争がもうかるわけなかろう」

　クロロック侯爵は、目をあげない。露骨に興味がない態度をしめしている。

「はあ、しかし、大公の後継者を自称されているダンドリッジ子爵は……」

　だだん、と激しい音を立てて、クロロック侯爵は、執務机を殴りつけた。

「あの若わか僧ぞうに、義あ兄に上うえの後継者などつとまるものか！　あんなやつにこの城を任せて、ジュヌビエーヴ嬢に何かあったらどうするのだっ！」

　突然、クロロック侯爵が、冷静さをすべてほうりだして、本音を吠ほえた。

　きょとん、という言葉を絵に描いたような顔つきになっているフィンとクレイ。

「あ、いや、そうではない。ジュヌビエーヴ嬢や、彼女のようなめりはりのない美しい体型のお嬢さんたちを、あの男が敵視しているのはさておいてだ」

　さておかせないほうがいいと、とっさにフィンは判断した。

「敵視してるんですか？　ええと、ぼんきゅぼんの色っぽい女性とかではなく」

「そちらは、やつの考える麗しい吸血鬼像に適合しとるそうだからな。だが、そんなものはどうせ建前にすぎん。ふん、おおかた、あやつがまだ小僧だったころに、初恋相手の男がつるぺったんの美を理解する紳士としての素養に目覚めて、やつめを捨てた、というあたりじゃないのか。ただの想像だが」

「その方、侯爵さまの紳士仲間でいらっしゃる？」

「うむ、なかなかの趣味人でな……ではなく、ただの想像だ。きさま、儲もうけ話を持ってきたのではなかったのか？　あと一分と三十秒だぞ。戦争がどうだというのだ」

　フィンは、そこでとっさに侯爵の趣味にあいそうな話をでっちあげた。

「ポイントは戦争ではないのです。戦時ゆえに、子どもの玩具おもちやとして、おもちゃの兵隊がもてはやされております。この生産ラインを少し改修するだけで、少女の彫像を大量生産できるわけでして。たとえば、てのひらサイズのジュヌビエーヴさまに、いつでもそばにいてもらって、癒いやしの効果を得られるわけです。そうなれば、吸血鬼領全体の生産性も上昇するでしょう」

　フィンの言葉の途中から、クロロック侯爵の手が止まっていた。

「くわしく……話を聞こうか。言っておくが、劣情を催すようなものではいかんぞ。ジュヌビエーヴさまには……あの方の面影がある。この吸血鬼領の中興の祖であるあの方の。それがゆえに、我らを見守っていただくという発想を評価したのだ。わかるな。よこしまな考えなどいっさいないのだ。そもそも……」

　しゃべりながら、クロロック侯爵は、砂時計をひっくりかえした。



　それから十回、侯爵は砂時計をひっくりかえした。それだけの時間をかけて、くわしい事業計画を検討した後、クレイとフィンは解放された。

「……あれは……ダメだね」

「……あれは……ダメだな」

　二人は、ぐったりとして、昨日とは別の、さらにかなり下層にある酒場で、テーブルにつっぷしている。一気に空にしたジョッキが、それぞれの前にころがっている。

　このあたりの下層に住むのは、吸血鬼といっても貧しい者たちや、借金などをたてに血を搾取される人間たちだ。だが、そんな前提知識から、二人が想像していたのとは大きく違い、そこに住む者たちは生き生きとしていた。

　吸血鬼と人間が血をやりとりするのも、淫いん靡びな雰囲気はない。そりゃあ素肌に口をつけるのだから、どこか少しいやらしくはなるが、少し飲んだ後で『ぷはあ、この一杯のために生きてるねえ』なぞと気勢をあげられると、なにかが違うという気になってくる。

「生きてるんだねえ、吸血鬼も」

　つっぷしていたフィンがもぞもぞと顔をあげた。クレイがうなずく。

「変異種は死んでからなるから、ああ元気にはいかんのだろうけどな。純血種は、生きてるんだよなあ。……おねーさん、おかわり」

　身を起こしたクレイが、手をあげて、酒のおかわりを頼む。フィンも背をのばした。

「この城に来て、たった二日で、吸血鬼のイメージ、ずいぶん変わったよね」

「ダメなほうにな」

　酒はすぐにやってきた。クレイは、ぐいっと半分を空けた。少し目つきが怪しい。

「ダンドリッジ子爵にもクロロック侯爵にも、大公の跡継ぎをやらせちゃまずいだろう。他人の性的嗜し好こうに口をはさもうとは思わんが、それ以外のところで、あれはいろいろとダメだ」

　クレイが顔をしかめると、フィンも、真剣な顔でうなずいた。

「侯爵のほうは、いまの経理仕事が大好きそうだったから、本気で後を継ごうと思ってるわけじゃないんだろうね。子爵がダメだから、邪魔しなきゃ、って程度でしょう」

「子爵を候補から外して、もっとまともなのを立てるか？　けど、ほかにいるのかよ」

　クレイは、ぐーっとジョッキを干した。

「それにしても、おまえ、よくもあんなデタラメ、ぺらぺらと出てきたな。もしかして、日ごろからああいうことを考えてるのか？」

　鉛の兵隊人形を応用した美少女フィギュア大量生産の話である。

　フィンは、小さく肩をすくめた。

「ぼくが、もといた地球では一般的だったんだよ。きみが暮らしてたもとの地球も、滅びずにあと五十年か百年くらいで、ふつうのことになってたかもしれないよ」

「そうなる前に、こうして世界がつぎはぎにされてよかったのかもしれんな」

　クレイがぽつりと言うと、フィンが目を丸くした。

「きみが、世界のこの状況を冗談にするとはね。少しはこの仕事にも、気持ちの余裕が出てきたのかい？　まあ、辛つらい思い出を茶ちや化かせるようになったのは、悪いことじゃないよ」

　言われて、クレイが少し驚いた顔になった。自覚していなかったらしい。答えに詰まって、さらに酒のお代わりを頼もうとしたら、声をかけてきた男がいる。

「よう、兄ちゃんたち、昨日はすまんかったな。ここで再会できるとは思ってなかったぜ」

「だれだ、あんた？」

　みすぼらしくもなく高級でもなく、平凡な男だ。クレイはまったく見覚えはなかった。

「まあまあ。迷惑をかけたおわびだ、次の一杯をおごらせてくれよ。おい、ねーちゃん」

　男が、ウェイトレスを手招きする。そこで、フィンが思い出した。

「おじさん、昨日、ぼくらとダンドリッジ子爵の取り巻きを殴りあいさせた人か」

「ぼくら、じゃねーだろう。オレだけだ。おまえも、このおっさんと同罪だぞ」

　クレイの抗議をフィンは無視した。

　男も無視した。きょろきょろっと左右に視線を走らせると、二人をかかえこむように話しだした。吸血鬼のくせに、口が臭い。生き血ばかり飲んでるから当然といえば当然だが。

「なあ、わかるだろ。貴族を自称してる連中に、城を任せてると、ろくなことにならねえ」

　牙きばを伸ばして、男がささやいてくる。

「あんたらも、この体制に不満があるんだろ？　どうだ、我々の同志になってくれんか？」

　フィンとクレイは、アイコンタクトをとった。あえて話にのってみるべきか？　目で押し合いへし合いして、会話を続ける役目は、やっぱり頭脳労働担当のフィンにまわってきた。

「仲間って……なんの？」

「吸血鬼領共和制度導入準備検討委員会だ」

「かっこいい略称とかないの、それ？」

「現在、分科会をもうけて、論議を重ねている。今月中には結論が出る予定だ」

「今月ってあと三週間残ってるよね？」

「我々は、現在、重大な計画を進めている」

「重大？」

　フィンは首をかしげた。クレイは酒が回って、あくびをかみころしている。

「大公は我々の敵だが、偉大な吸血鬼だった。だが、ダンドリッジは違う。やつだけは新たな大公の地位につけるわけにはいかん」

「それはそうだけど……」

「しかし、やつは吸血鬼総会で大公に指名される切り札があると公言している。となれば……」

　男は、そこで腕に力をこめ、フィンとクレイの頭をぐっとひきよせた。

「やめて、キスしちゃうから」

　男は、フィンの言葉にかまわず、さらに声をひそめた。口の臭においもなおひどくなる。

「……もはや暗殺しかない。あんたの腕前は見せてもらった。我々に力を貸してほしい」

　クレイは、うんざりした顔つきで、何も言わない。しょうがないので、フィンが言った。

「すごく定番、すごく陳腐なんで、彼も言いたくはないと思うんだ。代わりに言うけど、断ったらやっぱり口封じとかされる？」

「むろんだ。いまこの酒場にいる半分は、我らの同志。逃げられはしないぞ」

「偶然の再会じゃないよね。ぼくらを、どっかから尾行してたよね？」

「気にするな、同志よ。さあ、ダンドリッジ暗殺について、細かいうちあわせを」

　男のささやく声を、がちゃんとジョッキがぶつかる音が邪魔した。

「あのう……あのう……困るんですけど」

　ウェイトレスの女性が、情けなさそうに垂れ下がった大きな目で、こちらを見つめている。

　メガネに、まっすぐな黒髪。地味な見かけだが、胸だけはとびきり目立っている。ジョッキを三つかかえるにはずいぶんと邪魔になりそうだ。

「おお、すまんね、お嬢さん。テーブルの上に身をのりだしていては、置けないか」

「いいえ、そうじゃなくて。いくら無能で妄想持ちで、見た目以外に美点がないと言ってもですね、やっぱり暗殺されると寝覚めが悪いんですよう。従兄いとこですから」

　おどおどしつつ、ウェイトレスは、言いたいことを最後まで言った。いや、ウェイトレスに化けただれか、ということになるんだろうが。

















　吸血鬼領共和制度導入準備検討委員会の男は、しばらくポカンとしていたが、きっかり五秒後に、はっと気づいたようすで立ちあがった。ふところから武器を取り出そうとする。

「おまえ！　もしかして、秘密警察の！」

　ぱかんぱかんぱかん。目にも留とまらぬ三連発で、男の脳天にジョッキが叩たたきつけられた。

「自警委員会ですう。人聞きの悪い言い方しないでくださぁい」

　うっすら涙を浮かべて、ウェイトレスに化けていた自警委員会の地味っ娘が言った。

　もう、相手は気を失っていて、聞こえていなかったが。

「委員長！　全員、検挙しました！」

　はっとクレイとフィンが気がつくと、まわりでは数件の逮捕劇がくり広げられていた。

「半分がなんとか委員会で、残りが警察か。なんだこの酒場」

　フィンが言った時、暗殺計画側は、イケメン吸血鬼たちに取り押さえられていた。

「さすがですね、委員長！　このふたりを泳がせて、連中を一網打尽。完かん璧ぺきな作戦でした」

　身長百八十センチほどの超二枚目が、キラキラした目で、地味っ娘を見つめている。よく見ると、ほかの自警委員会メンバーも、みんな、同じような目つきだ。

「すみません、すみません。そういうわけで囮おとりにさせてもらいました。ええと、ジュヌビエーヴさんのエージェントさんですよね？　念のために、一緒に来てくださいますか。ご迷惑ですよね。でも、大公さまの留守は守らないとなので。ほんとうにすみません」

　地味っ娘は、腰も最大限に低く、ぺこぺこと頭をさげてくる。

　だが、彼女が優秀なのは間違いない。ジュヌビエーヴとのつながりを知られている。

「あのう、よければお名前を教えていただけます？　ぼくはフィン・クラウソラス。こっちはクレイヴ・ソリッシュ。〈郵便屋〉です」

「は、はいっ。自分は、あの、大公閣下の血族の末席の末席につらなっております」

「大公の孫って、ダンドリッジ子爵のほかにもいたんだ？」

「地味なので、忘れられがちです」

「ほかにもいるの、同じ世代の従兄弟いとこ姉し妹まい？」

「いいえ。やはり純血種吸血鬼ですから、子宝には恵まれず、ひとりっこずつの二人だけでして。母と伯父さまを作ったお祖じ父いさま夫妻は、吸血鬼としてすばらしい方でした」

「うーん。きれいな娘さんが、子作りとか口にすると、ドキドキしちゃうなあ」

「え？　は!?　あの、自分、そういうのではなくてですね！」

「おまえ、いちいち、口を挟むな、フィン。いつまでも名前が聞けない」

　クレイが銀の左手で、フィンの口をふさいだ。

「ええと、自分は、マリアーヌ・カルンシュタインと申します」

「マリアーヌさん……」

　クレイが、滅めつ多たに出さない、気取った声を出して、右手で彼女の手をとった。口をふさがれたフィンは、クレイが、完全に酔ってることにいま気がついた。

「お嬢さん……クーデターに興味はありませんか」

　クレイが言って、自警委員会の全員が、クレイに銃をつきつけた。
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「まったく、あの時はどうなるかと思ったよ」

　フィンがぼやく。マリアーヌたちと出会ってから五日後。

「……まったく覚えてない。本当にオレがそんなことを言ったのか？」

　大公の死は公式に認定され、城の吸血鬼たちによる総会が開かれてる、その日である。

「なんの話です？」

　車椅い子すを自分で動かして、ジュヌビエーヴが近づいてきた。

「いえ、なんでもありません。まいりましょうか」

　フィンが、完かん璧ぺきな礼儀作法で、優雅なお辞儀をすると、ジュヌビエーヴの後ろに回った。回って、そのまま立っている。

「オレかよ」

　あわててクレイも後ろに回って、車椅子を押しはじめた。

「やだなあ。ぼくは頭脳労働、きみは肉体労働。その原則を忘れてもらっちゃ困る。まして、この数日は、働きづめだったんだからね」

「だから、なんの話ですか？」

「調査ですよ、あなたに頼まれた。それより、ちゃんと手紙、読んでくださいね」

「はい、安心してください。今日で、あなたたちはちゃんと森に帰れます」

　ジュヌビエーヴの言葉に、クレイとフィンは、どこかバツの悪そうな顔になった。

「ええと、できればいまのうちに読んじゃうわけには……？」

「きちんと、衆人環視の状況でないとダメですと申し上げたはずですが」

　そう言いながら、ジュヌビエーヴとともに、クレイとフィンは、総会の会場へ入った。

　この城には、数百人を収容できる、大議事堂がしつらえられている。

　演台を中心に、半円形の議員席が、階段上に取り巻いていた。すでに、その八割が、この城に住む吸血鬼たちで埋まっている。その大半は、ぐうたらした雰囲気だ。だれが指導者であろうと、自分たちの安楽な生活だけは守れればいい──そういう態度だ。

　クレイは、ひとりで車椅子をかかえあげ、階段席の最上部まで運んでいった。

「いや、こういう時くらいは手伝うけど、ぼくも？」

「かえって面倒だ」

　ジュヌビエーヴのための席が、すべてを見下ろせる場所に用意されている。総会の議長をつとめるクロロック侯爵が、フィンとクレイを見て、小さく挨あい拶さつしてきた。そして、ジュヌビエーヴには、山高帽をとって深々とお辞儀を。頭のてっぺんが、やたらにとがった変な形だった。あれでは、帽子を手放せないのも無理はない。

　ジュヌビエーヴの車椅い子すが、定められた位置に固定され、フィンとクレイが左右に立ったところで、彼は大きな木き槌づちをふるって、開幕を告げた。

「はははった！　余計な議論の必要はないのですぞよ！」

　室内だというのにマントをまとったままだったダンドリッジ子爵が、自分に与えられた席で立ち上がった。ぶわさっと音を立て、マントをひるがえす。議席の一部から、熱狂的な拍手が起こった。だが、出席者の大半からは、不満のブーイングが出ている。

「ぼうや。議事の進行については、わしに従って……こら！　やめんか！」

　止めようとするクロロック侯爵を、ダンドリッジの取り巻きたちが押さえつけた。

「諸君、議論の必要はありませんぞ！　なんとなれば、祖父は、ワタクシを後継者として指名しておーるのです。ではまた、さっそくに、これを聞いていただこうではありませんか。知っておられちゃいますか？　先ごろ発明された蝋ろう管かん式しき蓄ちく音おん機きの最新型でありますぞ！」

　ダンドリッジ子爵が合図をすると、配下がふたりがかりで大型の機械を運んできて、どんと演台の上に置いた。音声の保存と再生ができる機械だ。

「最新ねえ。たしかに見たことない型だけどさ。というか、手作りに見えるんだけど」

「こんな遠くから見て、よくわかるな、フィン。そういえば、好きだったな、ああいうの」

　フィンとクレイが言葉をかわしている間に、蓄音機をいじくっていたダンドリッジの配下が、歓声をあげた。ようやく動かし方がわかったらしい。

　ぶおんと唸うなって真っ黒な蒸気を噴き出し、とんでもない大音響で、声が響き渡った。

「我は！！！！！！！！　……大公なり！！！！！！！！！！」

　吸血鬼全員が、耳を押さえた。じつはそれと同時に閉め切ったはずの議事堂の扉がもう一度こっそり開いて、忍びこんできた者たちがいるのだが、大音響のおかげで、だれも気がつかない。配下が、なんとか音量を調整する。

「……である。……ダン……ど……リージ……が……受け継ぐ……我の……の地位」

　無理やりつながれたその言葉が蓄音機から響くと、吸血鬼たちがどよめいた。

「あれは……間違いなく大公閣下のお声」

「では、後継者指名というのは本当のことだったのか」

「待て待て待て待て！　露骨に編集されてっぞ、おい！　おまえらだれも……っ」

「録音を切り張りするって概念がないんだろうね、あれ、ぼくらの『敵』が作ったもんだよ。子爵の切り札があれだとすると、こっちも切り札を使わなくちゃいけないかも」

　フィンの言葉に、クレイの表情が緊張した。

　つぎはぎになった世界。それを維持するために二人は働いている。世界の外にある永遠の昼下がりの森から、そのためにやってくる。

　だが、世界の外側には、蒸し暑い真夜中の谷、という場所もある。そこからは、闇やみ色いろの蒸気を身にたくわえた連中が、世界を引き裂くためにやってくる。それが『敵』だ。

　やつらは、めったにその姿を見せることはない、世界の内側の住人を手先にする。クレイとフィンもそうだが、外の住人が、世界の内側に入るには、いろいろと制限があるのだ。

「録音……はわかります。ああやって大公の声を記録すること。しかし、編集……とは？」

　ジュヌビエーヴが首をかしげた。ほとんどの吸血鬼は、作られた音声を信じている。クロロック侯爵ですら、ダンドリッジの取り巻きに捕まえられたまま、膝ひざをついている。

　ダンドリッジは既に勝利を確信していた。クレイを見つけて、ウィンクを送ってきた。

　クレイがふるえあがった。

　その間も、吸血鬼たちの間には、大公の遺言ならしかたないか、というささやきが広がってゆく。それに気がついて、ジュヌビエーヴは長いため息をついた。

「あらまあ……どうしたものかしら。だれもが自分で考えず、頼りきっていた権威に屈するのなら……。この吸血鬼の城も、そろそろ解体したほうがいいのかもしれませんわね」

「ちょっと待ってください、ジュヌビエーヴさん」

　にこやかにフィンが言った。それを合図に、議席のあちこちで立ちあがった人影がある。

「お、お、お、お従に兄いさま……あの！　あの！」

「私を、おにいさまと呼ぶきみは、いったいだれだったりするのかね？」

　ダンドリッジ子爵が、不思議そうに首をかしげる。

「従妹いとこのマリアーヌでございます！　すみません、お忙しいところを邪魔してすみません！」

　ぺこぺこと頭をさげる地味な容姿の娘を、ダンドリッジはしばらくポカンと見つめていた。

　それからしばらくして、ポンと手を叩たたいた。

「おお、そなたはマリアーヌちゃん。我が従妹じゃないかね！　いやあ、実際、久しぶりだあね。生まれた時以来だから、五十年ぶりくらいになったりするかしら」

「先週の運営会議でお会いしました！　自分、自警委員長ですから」

「マリアーヌ自警委員長……」

　ジュヌビエーヴまで、眉まゆを寄せている。

「彼女が、ぼくらの答えですよ、ジュヌビエーヴさん」

　フィンが、ちょっと自信なげに言った。

「すみませんが、お従兄さまが待機させていた方々は、押さえさせていただきました。ほんとうにすみません。ここの方々も拘束させていただきます。重ね重ねもうしわけございません」

「……ええと、どういうことなの、かな？」

　ダンドリッジ子爵は、まったく状況が把握できていない。

「さっきの声は作り物だって、いまから証明されるってことだ！」

　クレイが、あらためて大声で叫んだ。それをさえぎろうとしたダンドリッジの取り巻きたちは、次々に取り押さえられていった。彼らも、戦いの腕には自信があったようだが、自警委員会のプロたちのほうが、一枚上手だ。必ず多人数対一の組を作っている。

　そのようすを見て、ジュヌビエーヴが微笑ほほえんだ。

「なるほど、そうでしたか。……もうひとり候補がいたのですか」

「そういうことだ。さあ、これで手紙を読めるだろ？」

　クレイが、彼女をうながした。だが、ダンドリッジ子爵は、まだまだねばっている。

「ワタクシを裏切っちゃってくれちゃったのですね、お兄さま！」

　滂ぼう沱だと涙を流して、ダンドリッジ子爵が、恨めしげにクレイを見上げている。

「いやいやいや！　裏切るとか表返るとか、そんな関係になったことがそもそもないぞ!?」

「ひどい。ワタクシをかき抱いて、一生をともにしてくれるとおっしゃったのに！」

「言ってない!!　絶対に言ってない！　おまえに触れたことは……殴ったことしかねえ！」

　クレイがどう叫ぼうと、吸血鬼の半数ほどから向けられる疑惑の目は晴れない。

「よろしいのです。本当の切り札は、あなたでも、この録音でもないのだから。最後までちゃんととっておいたものーっ！」

　何かのスイッチを取り出して、ダンドリッジ子爵がそれを押しこんだ。

　しばらくは何も起こらなかった。だが、やがて遠くから、何かが壊れる音が近づいてきた。壁が砕かれ、天井が削られ、床に穴が開いて、そして扉が吹き飛ばされる音だ。

　この部屋の扉が吹き飛んだ。続いて、周辺の壁もふっとんだ。そこを突き抜けて、蒸気仕掛けの象が飛びこんでくる。クロロック侯爵の、驚きの声が響く。

「これは!?　昨日、わしが持ちこみを検品した彫像！　大玄関の飾りと聞いたのに！」

「気がつけよ！　関節とか歯車見えてるだろ！　鼻がハンマーになってるし！　牙きばだって雷撃砲だ！」

　身を乗り出してどなりつけ、そして、クレイは気がついた。

「……お？」

　その雷撃砲が、クレイとフィンを狙ねらっている。このままでは、ジュヌビエーヴや周囲にいる吸血鬼たちも巻きこまれる。だが、クレイの駿しゆん足そくも、この距離を一気に詰めるのは無理だ。

「くそ、こんなでかいものを持ちこんでたとはな。フィン、こっちもとっておきだ！」

　クレイが左手をさしだした。彼らにも必殺の武器があるのだ。クレイの銀の右腕である。だが、その起動の鍵かぎは、フィンが管理していた。

「ちょっと待って！　着替えた時に、どこにしまったか……」

　フィンがあたふたしている。今日は総会に出席するため、ジュヌビエーヴから供与された真っ黒な夜会服姿なのだ。これが吸血鬼の正装とやらで。

「おまえっ！　さっきカッコつけて、切り札とか言ってたのは──っ！」

　クレイが絶叫した。間に合わない。既に雷撃砲は、こちらに狙ねらいを定めている。

　その時、クレイの右手に、ジュヌビエーヴが噛かみついた。

「おい、最後の晩ばん餐さんにはまだ……え？　え？　えええええええ？」

　こくん、こくん、こくん。喉のどが動くたび、つまりクレイの血を飲むたびに、ジュヌビエーヴの肉体が成長している。手が伸び、足が伸びる。髪も豊かになった。立ち上がった。

　あっというまに肉体的に成人してしまう。白いネグリジェのようなドレスを内側から引き破り、発達した肢体の、真っ白な女神とでもいうべき姿があらわれた。巨大なバストサイズは、マリアーヌにそっくりだ。

「おまえの血、たいへん美味であったぞ」

　優雅に微笑ほほえみ、全裸の女神は優雅に飛んだ。その背にあらわれた、真っ白な翼は、天使のような輝きで、悪魔のような形をしている。

















「余は、吸血鬼領が開祖ブラド・ドラクルの妻にして、第二代大公ジュヌビエーヴ・ドラクルである！」

　議事堂を白い稲妻のごとく飛ひ翔しようして、彼女はそう宣言した。

　宣言した時には、もう、機械の象は、完全に破壊されていた。ジュヌビエーヴが、ほんのわずかに触れただけで、粉々に砕けたのだ。まさに魔法のようだった。

　ダンドリッジ子爵も、飛んできた破片の直撃を受けて、完全に気絶している。顔に大きな鉄片が刺さっているので、吸血鬼でなければ、たぶん死んでいるところだ。自慢の顔に傷が残るだろうから、目覚めてもしばらくはおとなしいのではなかろうか。

　ジュヌビエーヴは、空中で悠然とポーズを決めて、それから戻ってきた。

「わかったぞ！　だから、咳せきがおばあちゃんっぽかったんだ！」

　目を丸くしていたフィンが、ジュヌビエーヴが戻ってきた瞬間に叫び、翼の一撃を腹にくらってうずくまるはめになった。

　その直後、しゅるしゅると彼女の身体が縮んだ。

「やれやれ、この年になりますと、あれだけ呑のんでも三十秒が限界ですわねえ」

　よっこらしょと車椅い子すにすわりこむ。我に返ったクレイが、急いでその裸身に自分の上着をかぶせた。

「あとで、たっぷり血のもとになるものを食べてくださいね」

「帰ったらな。とっとと読んじまってくれ」

　むすっとしたまま、大公の手紙をさしだした。

「なんのために、こんな茶番をやらせたんだ？」

「わたくしから自立していただくためです。やり方は変えますが、あきらめてませんわよ」

　そう言って、ジュヌビエーヴは、無造作に封筒を引き破った。

　破れた口から、白い靄もやのようなものがたちのぼった。靄が議事堂の天井いっぱいに広がり、そこに、口ひげをたくわえた渋い二枚目があらわれた。大公である。

「吸血鬼の長からの手紙ですから、これくらいはしてもらいませんと」

　もっと早く出してくれよ、というボヤキをクレイはぐっと呑みこんだ。どうせ年寄りの理屈をこねられるだけだ。

　大公の幻影は、自分が死ぬかもしれないこと、そして次の世代が育つまで、隠いん棲せいしていたかつての指導者、ジュヌビエーヴに従うようにと告げて、消え去った。

「ということですが、大公も私も、成長を見逃していた者がいるようです。私は、後見ということでよいでしょう。ですね、クロロック？」

　いつの間にか、車椅子のすぐそばまで侯爵がのぼってきていた。

「おおせのままに！　たとえ真の姿がぶよぶよのでか胸であろうと、太祖ジュヌビエーヴさまご本人であらせられた上は、いかようにもおおせのままに！」

　ジュヌビエーヴは、一瞬、複雑な顔をしていたが、すぐに真面目まじめな表情に戻った。

「では、マリアーヌ。あなたが今日から大公です」

「はっ？　はい！　そのつもりでいました。すみません。自分なんかですみません。でも、みなさんもジュヌビエーヴさまの言葉に従ってくださいますよね」

　自警委員たちが、じゃきんと音を立てて、銃をかまえた。

「吸血鬼の幸福のために、がんばります！」

　猛然と拍手が巻き起こる。動かないと、銃口でつつかれるからだ。

「ううむ、わたくしの若いころによく似ていますね」

　ジュヌビエーヴは、目を細めて見守っていた。

「……うん、やっぱりこの子も間違ってたかもしれん」

　クレイは、口の中でつぶやいた。手紙は読ませた。とにかく早く逃げ出そう。

　輝く霧が、一刻も早く迎えに来てくれるようにと、鳴なり止やまない拍手の中で、彼は祈り続けた。



第二話　吸血鬼の城　おわり








　第三話　貴族のつとめ








　　世界の外にある永遠の昼下がりの森と、

　　世界の内にある霧の都を、

　　白い霧がつなげる──。
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　白い霧が、青ざめた夜の街を満たしている。

　王国の首都、ロンデニア。別の地球ならロンドンと呼ばれる街。

　その、やや古めの屋敷が並ぶ一角である。

　この街は、煤煙と霧の都という異名で呼ばれる。

　霧が多く、機械化が進んでいることで知られているのだ。

　けれど、今夜、この街区に満ちているのは、ふつうの霧と蒸気ではなかった。

　白く光る霧の間に、闇やみの色をしたすじが、ところどころまじっている。

　その霧に、迷いこんでしまった少女がいた。

　整った、美しい顔だちだ。すらりと高い鼻が特徴的で、年のころは十代後半。仕立てのいい絹のブラウスと、アンバランスな軍事教練用のカーキ色のスラックスだ。大きな旅行用トランクをひきずって、何か考えこみながら、まわりに目もくれずに歩いている。

「あっ」

　トランクの車輪が、めくれた石畳にひっかかって、少女はバランスを崩した。

　白に近いほど薄い金髪が、大きく広がって、一瞬、霧にとけこんだ。

　派手にころんだ。

「うう……失敗しましたわ」

　鼻をなでながら、彼女はしばらく、ころんだ姿勢のままでいた。何かを待っていたのだ。

　けれど、しばらくして何かに気がついたように、もぞもぞと起きあがった。

「そうでしたね。いまは、もうおつきのみんなはいてくれません」

　膝ひざがずきんと痛んだ。すりむいたようだ。

（……一般市民の方たちの場合、痛みを大げさに表現したり、憎まれ口をたたいたりされるのかしら？）

　そう思いながら、彼女は、近くにころがっていたトランクを拾いあげた。片隅に、ヴィクトリアという、少女の名が刻まれている。いま、この国で、いちばんポピュラーな名だ。

　ヴィクトリアは、背をまっすぐにのばした。

「しっかりしなくては。悩むのは、今夜の宿を見つけて、おちついてからでしょう？　じっとしていても、まわりが面倒をみてくれた、これまでとは違うのです」

　立ち上がったヴィクトリアは、きょろきょろと左右を見回しながら歩き出した。

「おかしいですわね。思っていた場所と違いますわ」

　あたりは霧に覆われていて、家並みのぼんやりとした影しか見えない。

　でも、よく考えるとそれでさえおかしい。

　街灯の、ガスの炎も光っていないのだ。ほんとうならもっと真っ暗なはず。

　ヴィクトリアは、常夜灯をそなえつけたお屋敷で暮らしていたお嬢さまなので、そのことに気がつかない。軍事教練に参加した時も、野営時は明かりがいっぱいだった。

　あたりが見えるのは、霧そのものがほのかな光をはなっているからだけれど、ヴィクトリアは、そこまで考えている余裕がなかった。

「ホテルなど、見つかればよいのですけれど……」

　あてもないまま、ヴィクトリアは、霧の中をがむしゃらに進み続けた。

　けれど、霧の中でひとりきりだと、だんだんと心細くなってくる。

　屋敷を逃げ出してきたのは間違いだったろうか。

　でも、逃げなかったら、自分には荷の重すぎる役目を引き受けなくちゃいけなかった。あんな役目、とても自分には無理だ。自分が消えれば、ふさわしい人が引き受けてくれるだろう。

　だれかを責めたいけど、責任をかぶせていいのはだれだろう。

　一族の義務を果たすために最前線へと出て、戦死した、勇敢すぎた父か。

　父の死後、孫が成人するまではとがんばっていたのに、十日前に、ぽっくりと逝いってしまった、みなに偉大と讃たたえられる祖母か。

　平凡な育ちの自分ではどうにもならないと泣きついてくる、気の弱い優しい母か。

　いいや、やはり自分しか……。

「ああ、そうだ！　悪いのは先走ったオレだよ！　オレの判断が甘かったんだよ！　この仕事を八ヶ月やってて、ちょっと油断してた。認めるよ」

　突然の声に、ヴィクトリアは、驚いて飛び上がった。若い男の声だ。

「先輩でも師匠でもさまづけでも呼んでやる。なんとかして追加の予算をひねりだせ！」

　低めの渋い声だが、口調はトゲトゲしい。

　だが、相手の声が聞こえないのはどういうことだろう。霧の向こうだから、ようすは見えない。声は好みで、ちょっと気になったが、やっぱり関かかわるまい。ヴィクトリアは、トランクをそっとかかえあげ、歩き出そうとした。

「おい、そこの娘！　危ないから、このへんをへたにうろうろすんな！」

「私が見えるのですか？」

　思わず返答してから、ヴィクトリアは、しまった、とくちびるを噛かんだ。これだけ濃い霧の中だ、向こうだって、はったりかもしれなかったのに。

「さっき、派手にころんだ音がしたぞ。霧からの出口はそっちじゃない」

　霧からの出口？　おかしなことを言う。近づくと危ない相手っぽい。

　けれど、相手が追う気になったら、この荷物をかかえて逃げきれない。

「足もとに気をつけろよ。ころんで動けなくなっても、こっちも助けられん」

　男の声は、そっけないが、本気でこちらを案じている響きがあった。人柄を見抜く目は、きたえられてきたつもりだ。少し安心して、ヴィクトリアは声が聞こえるほうに近づいた。

　霧の向こうに、いきなり壁があらわれた。

「あら？　あのう……どちらですか？」

「こっちだよ。まわりこめ。右でも左でも……あ、いや右だ」

　男の声が指示する前に、ヴィクトリアはもう左に進んでいた。

　どっちでもいいと言われた理由はすぐにわかった。これは壁じゃない。ひっくりかえった馬車だ。すぐに途切れた。

　そして、右がいいと言われたわけもわかった。馬が倒れている。死んでいるのだ。恐る恐る、さらに大きくまわりこむ。

　一匹の巨大な猫が、そこにうずくまっている。

　そう思って、ヴィクトリアは身をすくませた。

　よく見ると、大きな耳のようなシルエットのフードをかぶった青年ではないか。馬車を背もたれにして、地面に座りこんでいる。

　けれど、ただの若者ではない。

　彼が投げ出した足の上に、大きな犬──いや、狼おおかみが倒れている。死んでいるのか？

「……壊れているんだわ」

　ヴィクトリアは、かすれた声でつぶやいた。

　狼の腹部から、歯車やネジがはみ出ている。機械仕掛けだ。

　青年がヴィクトリアを見た。黒い髪に、鋭い目つき。犯罪者風だ、とヴィクトリアは思った。背を向けようとした瞬間、彼が言った。

「道の半分を渡ってくるのに、どれだけかかってるんだ。めんどうなお嬢ちゃんだな。びくびくすんな。勝手に逃げんなよ」

　自分の事情を知ってるみたいに、ずばりと言われて、ヴィクトリアは、かっとなった。

「あなた、いきなりそんな……失礼でしょう！　逃げるべき時に逃げないのは愚か者だと、賢王ジョージ八世陛下もおっしゃっておりますわ！」

　青年はむすっとした顔で、狼をどけながら、こう返した。

「逃げるのはいいが、むやみに逃げるな。追いつめられるだけだ。反撃するにしても逃げ切るにしても、向きを見極めろ。いまは、どっちがいいか、オレが教えてやる」

「あなた……！　……その傷ではやむをえません。たわごととして見逃してさしあげます」

　途中で、血だまりに気づいて、ヴィクトリアは怒りをおさめた。看護兵として訓練されてきた条件反射だ。足が、自然と前に出ていた。

　青年は、右足にかなりの怪け我がをしている。機械の狼に噛かまれたのだろうか？　見世物用のからくり動物の話は聞いたことがある。けど、なんで襲われたりするんだろう。

　わきあがったいくつもの疑問を、ヴィクトリアは、ひとまず脇へ押しやった。

「血がなくなったくらいで、妄言を吐くようになったりしない。吸血鬼の女王に血を吸われても、平然としてたんだ、オレは」

　それこそ妄言としか思えない。

「これだけの血を流しておいて、憎まれ口をたたく元気があるのは、たいしたものです」

　ヴィクトリアは、一定の手順を踏んで、トランクを開いて、医療用品を取り出した。

「……いい手際だな。本職か？」

「看護兵の訓練を受けましたわ。促成ですけれど」

　一ヶ月の教練だったが、教官役の医師から、何度かほめられた。

「当座の血止めはしました。でも、はやくきちんとしたお医者さまに診ていただかないと」

　ヴィクトリアが言った時だ。

　あたりを圧する咆ほう哮こうが聞こえた。背筋を凍りつかせる、不気味な響きだ。

　そう近くではない。街区ひとつくらいは向こうだろうに、耳を押さえたくなるほどの音量だった。ビリビリと、石畳の道が揺れたような気がする。以前にサーカスの虎とらが咆哮するのを聞いたこともあるが、比べ物にならない。

「おい、嬢ちゃん。すぐに逃げろ」

　青年の声から、苦痛の響きが消えていた。彼は立ち上がろうとしている。

「いけません！　悪化しますよ！」

　ヴィクトリアはとっさに手をのばし、青年の足を掴つかんでしまった。怪け我がしているほうを。

「すみません……っ！」

　苦痛でしゃがみこんだ青年に、ヴィクトリアは、おろおろと謝罪した。

　黒髪の青年は、顔をあげて、三白眼をヴィクトリアに向けた。

「心配いらん。オレは、なみよりかなり頑丈にできてる」

　目つきは悪いし言葉はぶっきらぼうだが、悪意は感じられなかった。ヴィクトリアは、育ちのせいで、隠された悪意には敏感だ。青年からは、怒りではなく哀かなしみと優しさを感じた。

「とにかく、まずはあんたを隠そう。あそこだな」

　青年は、霧の向こうにある屋敷を見つめている。

「わたくしは走れます。助けなら呼んできます」

　青年は、すぐそばに置いてあったカバンを手にとった。郵便カバンだ。

「助けは呼んだ。フィンって、いいかげんなやつだが、こういう時には裏切らない。オレはクレイ。名を出せば助けてくれる。めんどうくさがりやがったら、殴れ」

　クレイと名乗った黒髪の青年は、郵便カバンの中から、てのひらにおさまるほどの機械を取り出した。ヴィクトリアは、その機械の正体を悟って、ぎょっとした。

「助けを呼んだ。相手の声が聞こえない会話……。もしや、無線通信機なのですか？　けれど、そんなに小さな無線通信機があるなんて、聞いたことありませんわ」

「最新式だ。気にするな」

　クレイはさらりと言ったが、ならばなおさら、民間人が持てるものではない。

　音声が送れる無線通信機が発明されたのは、戦争の直前だから、三年半ほど前になる。王国連合も帝国連盟も、必死で研究してきた。これほど小さな物を開発できたら軍事機密にされるだろう。とはいえ、ヴィクトリアの立場であれば、発明されれば耳にするはずだ。

　ヴィクトリアは、青年を見つめた。獣耳風シルエットのフードがついた黒い上着の下に、何か制服っぽい衣装が……、でも軍服ではないし、警察や消防士、医療関係でもない。

　クレイの見た目に、これといっておかしいところはないのだが、どこか『世界に馴な染じまない』印象を受ける。ヴィクトリアは、これまで『特殊な仕事』につく人物には数多く出会った経験がある。

　王国の発明でない最新技術の装備を持ち、奇妙な雰囲気の青年。ヴィクトリアに考えつけた彼の正体は、ひとつだけだった。そうと閃いたら、唐突にでも、追究せずにいられなかった。

「あなたが帝国側のスパイであるなら、ただちに降伏するべきです。わたくしから口ぞえします。すぐに処刑されることはないと保証しましょう」

「なんの権限があるんだ、あんたに」

　クレイの、ただでさえけわしい印象の目がさらに細められ、眉み間けんにしわが刻まれた。

　口をすべらせてしまったのは、こちらだったかもしれないと、ヴィクトリアが、内心に激しいあせりを覚えたときだ。

　大地がずしんと大きく揺れた。

　ふたたび咆ほう哮こう。ずっと近くだ。そう、馬車の向こう側。

　霧をついて、馬車ごしにぬうっと突き出されてきたのは、トカゲに似た、巨大な頭部だった。ヴィクトリアを一呑のみにもできそうな、ばかでかい顎あご。ナイフより大きな牙きばが並んでいる。

　その口が、馬をくわえこんでいた。

「え……ダイノソア!?　ドラゴン!?　でも、どちらにしても……！」

　ありえない。いまの世に生きている動物ではない。ヴィクトリアは我が目を疑った。そもそも、こんな巨体が接近してきて、今のいままで気づかないということがあるだろうか。

　だが、これは悪夢ではない。現実だ。

　進化論の教科書で見た、暴君竜と呼ばれる最強の肉食恐竜にそっくりな怪物が、馬車にのしかかるようにして、ヴィクトリアたちを見下ろしている。

　ぐいっと首がのびてきた。巨大な顎が馬をくわえ、ばきりと音を立てて噛かみ砕いた。残骸が地面に落ちる。飛び散る歯車、したたる黒い油。馬も機械仕掛けだったのだ。

　馬の破片をふりとばして、二足歩行の肉食恐竜が、ふたたび馬車にのしかかった。ばきばきと音を立てて、馬車が壊れてゆく。

　再度、吠ほえ声が響き、ヴィクトリアの全身をビリビリとふるわせた。巨大な口の奥から吹きつけてきたのは、獣の悪臭ではなく、熱い蒸気だ。闇やみの色をした奇怪な蒸気だった。

「あっ……っ！」

　ヴィクトリアは、とっさに両腕で顔をかばった。恐怖に目を閉じてしまう。

　だが、思っていたほど熱くはない。目を開けると、黒髪の青年の背中が目の前にあった。

「くそっ、いきなり切り札を使わされるのかよ。ありえんぜっ。……目を閉じてろっ」

　クレイは、ぶっきらぼうに言うと、右みぎ拳こぶしを、恐竜の大おお顎あごめがけて突き出した。

　左手で、右みぎ肘ひじのあたりを掴つかんで、何か複雑な操作を行う。

　クレイの右腕のあちこちから、輝く蒸気が噴出した。それが、闇の蒸気を押し戻してゆく。

　彼の右腕は、生身ではないようだ。何が起きているのか、ヴィクトリアが理解できないうちに、右拳が、強烈な銀色の光を放った。ヴィクトリアの視界が、光に塗りつぶされる。

　直後に、轟ごう音おんが鳴り響いたが、それが何によるものか確かめることはできなかった。

　何度かまばたきをして、ヴィクトリアの目はもう一度見えるようになった。

















「……なんですか、これ」

　恐竜の頭が、そっくり吹き飛んでいた。首から、内部の機械仕掛けが見えている。

　蒸気機関で動いていた怪物は、そのまま馬車の上に崩れ落ち、押しつぶしてしまった。



　　　　　２．



　怪物が崩れ落ちて、地面が大きく揺れた。その揺れにほうりだされたヴィクトリアは、すとんと尻しり餅もちをついてしまった。

「ころぶなと言っただろう」

　クレイが、手をさしのべてきて、ヴィクトリアは、反射的に身をかわしてしまった。

　さしだされたのは左手。ヴィクトリアは彼の右手を見た。銀色だ。作り物だと思った。戦場帰りの人によくある、とまで考えて、恥ずかしくなった。

　彼女の態度に、クレイが傷ついたようすはない。目つきも口調もはじめからキツい。

「ぐずぐずするな。逃げるぞ。手伝わんからな。自分の足でしっかり走れ」

「え……でも？」

　ヴィクトリアが、倒れた怪物の胴体を指さすと、青年はじろりと彼女をにらみつけた。

「蒸気竜スチームダイノソアはこいつで打ち止めじゃない。あと一、二匹は出る。切り札は尽きた。場所を変える」

　彼は歩き出した。わずかに足をひきずっているが、たいして不自由ではなさそうだ。

　さっき手当てした時は、歩けるような怪け我がではなかった。まさか、この青年も機械仕掛け？

　ヴィクトリアは、足もとにこぼれているゼンマイやネジを見下ろした。

「光の霧に闇やみの蒸気がまじった。で、あんたは世界のひび割れに迷いこんだんだ」

　クレイが、ふりかえりもせずに言った。

「悪い夢みたいなもんさ。霧から出ればすぐに忘れられる」

「くわしい説明を求めます。できない場合、あなたを憲兵に引き渡さねばなりません」

　他者を従わせるために訓練された声で、ヴィクトリアは告げた。

「好きにしろ。この霧から出てからな。いまは、足の震えを抑えて、ついてこい」

　黒髪の青年は、一ミリたりと頭をさげない。無理に従わせようとは思わないが、間違った認識だけは正さねば、とヴィクトリアは思った。さらにいっそう、頭を高くあげた。

「言っておきます。導きと守ってくださったことには感謝をしますが、侮辱は見逃せません。わたくしの足は、ふるえてなどおりません」

　クレイが、ふりかえった。足をしっかりと踏ん張って立ち上がったヴィクトリアの視線を、まっすぐに受け止めた。

　その口もとが歪ゆがんだ。

「悪いな、お嬢さん。育ちが悪いもんで、緊張するといらんことを言うんだ」

　ほんの少し間があって、ヴィクトリアは、クレイが苦笑いしたのだ、と気づいた。

「目つきも悪いらしいな。よく言われる」

　自分ではそうは思わない、という口調だった。

「鏡を見れば、ご自分の目つきが悪いことくらい、すぐにわかりそうなものですが」

　あ、けど、まつ毛は意外と長いわね、とヴィクトリアは思った。あらためて青年を見つめる。

　髪は黒。肌はやや浅黒い。この国の生まれでも、大陸のどの国生まれでも通じそうな、無国籍な顔だちではあるが、野性的で、かなり整っているのはたしかだ。

「廃はい墟きよのどこかに鏡が残ってたら、見てみることにするさ」

　ひょいと肩をすくめて、クレイはすぐ近くの建物に、無造作に歩み入った。

「あなた、無断で……！　まさか、あなたの家なのですか？」

「オレに家はないよ。この世界のどこにも。……あんたも気にせず入れ、廃墟だ」

　ヴィクトリアは、トランクを持ち上げ、青年の背を追って、建物の中へ足を踏み入れた。

　たしかに廃墟だ。残っているのは外壁だけ。中身は、燃え落ちている。

「……爆撃跡、なのですね」

　彼女の国、アングリア王国をはじめとして旧大陸のすべての国を巻きこんだ戦争は、もう三年と五ヶ月、続いている。敵である帝国連盟は、技術にすぐれており、この街を直接、爆撃できる兵器を持っていた。この街区も、その攻撃で倒壊したのだ。

「地名に覚えがあります……」

　首都の大きな被害について、報告を聞いたヴィクトリアは、心を痛め、焼け出された人々のために、私費で避難所を建ててもらった。

「ここは……残った建造物に倒壊の危険があるとして、退避を命じられたはずです。あなたは、ここで何をしていたのですか!?」

「知らなかったんだよ。配達先が焼け落ちてた、なんてな」

　クレイが、肩にかけたカバンを、ぽんとたたいた。

「オレは〈郵便屋〉でね。私的配達人ってやつ。引っ越してても、どこまでも追いかける」

「戦争前にはそういうお仕事があったと、聞いたことはありますが……」

　信じられない。あの銀色の腕といい、正体不明だ。

　帝国のスパイなら放置できない。自分のことより、国のことと民のことをまず思う。そんな思考法は、ヴィクトリアの魂にしみついている。

　その時、周囲で一斉に、がさがさと何かがうごめく音が聞こえた。

「なんでしょう、いまの音……。ひぇうぁう!!」

　ヴィクトリアは、悲鳴をあげて、クレイに飛びついた。

　瓦が礫れきの間から、黒光りする甲虫かぶとむしが姿をあらわしたのだ。大きい。ヴィクトリアのトランクと、ほとんど同じくらいありそうだ。

「なんだよ。血や動物の死体は平気だったくせに」

「平気だったわけではありません！　がまんしていたのです！　でも、あれは無理です！」

「虫は、いろいろ役に立つんだぞ」

　そっけなく言いながら、黒髪の青年は、ヴィクトリアを背後にかばった。

「後ろにもおるのだがね？」

　おちついた声がヴィクトリアの死角側から聞こえた。紳士階級のアクセントだ。

　黒髪の青年が、くるりと身をひるがえす。一瞬のうちに、ヴィクトリアを左腕でかかえこんでいた。ヴィクトリアは、一瞬、嫌悪感を覚えたが、それどころではないと呑のみこんだ。胸の前へ、盾のようにトランクをかかげる。

　クレイは、やや腰をおとして、みがまえている。戦うつもりだ。

「よう、〈人形操りパペツトメイカー〉。吸血鬼城は象で海は鯨だったな。今回は蒸気竜スチームダイノソアって、でかさで力押しばっかじゃねえか。芸人なら、もうちょい工夫しろよ」

　そう言った黒髪の青年に対して、甲虫から話し声が響いた。先ほどの、紳士風の声だ。

「工夫してるだろう。だからこその新作、機械甲虫ギアビートルだ。〈郵便屋〉ごときに、芸のことがわかってたまるかね」

　不機嫌そうな声が響くとともに、体長が数十センチはある甲虫が、さらに数匹、瓦礫のあいまから出現した。この虫も、さっきの恐竜などと同じく、作り物らしい。

「既に包囲したぞ〈郵便屋〉くん。逃げ場はない。無駄なことはやめて、今回の手紙を渡したまえ。自慢の銀の腕だって、すでに動力が尽きているのだろう？」

「すばらしいですわ！」

　ヴィクトリアが、いきなり声をあげた。黒髪の青年だけでなく、虫たちもたじろぐ。

「こんなものを通じて会話できるなんて……。この技術、欲しいです、我が国に！」

「感動するのかよ！」

「女ごときが技術を評価するなど生意気な」

　クレイと機械甲虫経由の声が、それぞれ反応した。虫からの言葉を聞いて、ヴィクトリアは金色の眉まゆをきりきりとつりあげた。

「虫、およびそれを操る方、性別と人格能力を混同するなど、そのような偏見は許しません。正々堂々、かかっていらっしゃいな」

　腰をかかえていた青年の腕をふりほどき、トランクを盾ではなく武器としてふりあげた。

「勇敢なのは評価するがな、新人〈郵便屋〉の小娘くん。あがいても無駄なことだ。手紙を届けることは、もはや不可能だよ」

　まわりを囲んだ機械甲虫ギアビートルは、六本の脚それぞれから、鋭い爪つめを突き出させた。

　ヴィクトリアは、震え出しそうな膝ひざにぐっと力をこめた。家を抜け出した時に置いてきたはずのプライドを拾いあげ、怯おびえをその下へ押し隠す。

「愚かしい。暴力は短期目標の達成に有効でも、長期目標の達成においてはほとんどの場合、障害となります。その程度も理解できていないのですか。ああ、性差を蔑べつ視し対象にする程度の方でしたわね。哀れんでさしあげます！」

　クレイが、小さくため息をついた。

「言っておくけどな〈人形操りパペツトメイカー〉。この娘は、霧に惑わされてまぎれこんだだけだ。お嬢ちゃんも、無関係のくせに無駄な挑発をするもんじゃない」

「それはどうかな？　この霧は〈世界のひび割れ〉だ。無関係なものがまぎれこみはせん」

「例外はいつだってあるだろう。教えてやるが、今回の届け先は、ただの男の子だ。中身もたわいないもんさ。世界を壊したいなら、オレたちなんかより〈騎士〉や〈医師〉を狙ねらえよ」

「自己評価が低すぎるな、きみは。言葉こそが、世界をつなげる絆きずなだよ」

　機械甲虫が、じりじりと包囲の輪を狭めてくる。クレイは、トランクをふりあげたまま固まっていたヴィクトリアの腕をそっと押さえて、おろさせた。

「オレは二日に一度は近所で強盗が起こる街で育った。力ずくで何かをいただこうって相手には、素直に相手がほしがってるものを渡して、もっと大事な命とかを拾うほうが賢いぞ」

「渡して素直に帰るやからであれば、恵んであげてもよろしいです。けれど、いまはそうは思えません。まして、わたくしのものではない、あなたのお手紙を勝手にはできません」

「……まったく正論だな、すまん」

　クレイは、小さく肩をすくめた。

「オレがなんとかするか。フィンが予算をぶんどってくれることを祈ろう。自腹は勘弁だ」

　クレイは、カバンから小さなボールを取り出した。スイッチがついている。

「今月、水とパンだけですごすはめになったら、一生恨むぞ、てめえ。わかってんだろうな、オレたちの一生は、かなり長い……ぞッ」

　黒髪の青年は、ボールを壁へ向かって投げつけた。根もとで小さな爆発が起こる。

「きさま！　捨て身かっ!?」

　小さいといっても、爆撃で痛めつけられた廃はい墟きよの壁を崩すには、充分なものだ。

　壁は、ゆっくりそのままの形で倒れてきて、その途中でバラバラに崩れた。機械甲虫たちに、破片が雨のようにふりそそぎ、押しつぶす。破壊の音がヴィクトリアの耳を騒がせた。

　もちろん、ヴィクトリアの頭上にも、レンガが崩れ落ちてきた。

　ヴィクトリアは、トランクを頭上にかざして、悲鳴をあげた。

　彼女は、恐怖に目を閉じ、ぐいっと引きずられる感覚で、ふたたび目を開いた。

　同時に、血が、ヴィクトリアの顔を汚した。

　彼女自身の血ではない。黒髪の青年の血だ。飛んできた瓦が礫れきが、彼の額を割った。青年の血はあたたかく、銀色の腕もあたたかい。ヴィクトリアは、抱きしめられている。

「悪いな。怒るなよ」

　自身が傷つきながらヴィクトリアを守ってくれた相手だ。抱きしめられたくらいで怒りはしない。ただ、はじめてのことだったので、心臓の鼓動を相手に聞かれないよう、頬ほおの赤みが気づかれないよう、そう祈るのが、ヴィクトリアにとってせいいっぱいだった。

　瓦礫が落ちる音が途絶えた。だが、白い霧に、粉ふん塵じんと煙がまじって、周囲のようすはろくにわからない。機械甲虫ギアビートルは倒しきれたのだろうか。

「これを持って、ここから逃げてくれ」

　青年が、ヴィクトリアのスラックスのポケットに、何かを押しこんできた。

　見たり尋ねたりするまでもなく、何を託されたのかはわかった。手紙だ。

「どうして？　これはあなたの……」

「あんたは信用できる。バカ相棒が来るまでだ。あいつらはオレが引き受ける」

　クレイの瞳ひとみが、まっすぐにヴィクトリアを映していた。

　ヴィクトリアは、自分の仕事を、出会ったばかりの他人に委ねて不安にならないでいられるか、が尋ねたかった。相手が失敗した時には自分が責められるのに怖くないのか、それを聞いてみたかった。口に出す前に、クレイは答えた。

「自分の仕事だから、使えるものはなんでも使うのさ。選び間違えたなら、オレの責任だ。オレが責任を持って……」

　言葉の途中で、クレイは身をひるがえした。ふりまわされた銀の腕が、機械甲虫とぶつかって、鋭い金属音を響かせた。壊れた機械甲虫が、積み重なった瓦礫の合間に落ちる。

「逃げろ！　あんたは無関係なんだからな！」

　さっきまでとうって変わった大声だ。叫びながらクレイは、瓦礫をひとつ、ハンマー代わりに持ち上げた。細身に見えるが、たいした怪力だ。

「逃げろよ！　逃げる時は向きを見失うな！　なんのために逃げるか、生き延びるためか反撃のためか、そいつを考えろ！　もしそこを間違って、逃げ切れなかったら、オレが責任を持って、あんたにお仕置きする！」

「どうしてお仕置きされなきゃいけませんの！」

　責任をとる、と続けてくれるものだろうと思っていた、ヴィクトリアは、怒りの声をあげた。すると、さっきまでこわばっていた足が動くようになった。

　怒りで、怯おびえが押し流されるタイプだと見透かされたのかもしれない。たまたまという可能性が大きいとは思うが。

「……逃げますわよ、もちろん！　あなたに巻きこまれる筋合いはないんですもの！」

　ことさらに声をはりあげて、ヴィクトリアは言った。

　走り出そうとしたヴィクトリアの足もとへ、機械甲虫ギアビートルが一匹、迫ってきている。

「ひぁ……！」

　ヴィクトリアは悲鳴をのみこんだ。

　黒髪の青年は、彼女のほうを見て危機に気づいたが、駆けつけようにも、八匹もの機械甲虫どもが邪魔している。ヴィクトリアは、がっくりと肩をおとした。

「……着替えは、あきらめましょう」

「おい!?」

　彼女のつぶやきが半分しか聞こえなかったクレイは、ヴィクトリアが逃亡をあきらめたのかと勘違いし、あせって声をかけてくる。

「お気に入りばっかりなんですからね！」

　ヴィクトリアは、決まった手順を踏まずに、旅行トランクを開けた。もちろん機械甲虫に向けてだ。仕掛けられた罠わなが作動する。

　トランクから炎が噴き出し、あたりに白煙が満ちた。外交上の秘密書類などが入っていた場合に、一瞬で焼却するための仕掛けだ。着替えが犠牲になった。白煙で、機械甲虫の目をくらませるのは無理だったが、炎は時間を稼いでくれた。

　走るヴィクトリアの背後でまた爆発音が響いた。クレイが何かしたのか、それとも……。

　彼が無事でいてくれることを願いつつ、ヴィクトリアは走った。

　全力で走るなど、はしたないことだと、普段は禁じられている。だから、こんな状況だというのに、自由に好きな方向へ走れることが、ヴィクトリアは心地よかった。
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　霧の中をどれほど走っただろう。

　ヴィクトリアは、自分が完全に迷っていることを悟った。どこまで行っても、廃はい墟きよから出られないのだ。

　爆撃で廃墟になったのは、街区ひとつ。せいぜい百メートル四方のはずだ。

　なのに、いつまで歩いても左右は廃墟。どうやら、同じところを堂々巡りしているらしい。

「わたくしが入ってきた以上、出口がないわけはありません。ありませんが……」

　自分をはげますための独り言も、最後は細くなってしまう。

　青白く輝く霧は人を呑のみこみ帰さない──。

　霧の夜に出会った相手を信じるな──。

「そんな根拠のない俗信で怯おびえる子どもではありませんが、わたくしは。しかし……」

　さすがに疲れきった。どこかの屋敷の前庭に、椅い子すが出たままだったのを見つけた。

　もう無理だ。座りこんだ。どうせ霧の中だ、こそこそ隠れる意味もない。座って、深呼吸をした。おなかがぺこぺこ、喉のどもからからだ。

「そうそう。あれがありますわ」

　家出にそなえて、夕食のパンを、こっそりポケットに入れておいたのだ。取り出してみると、つぶれていた。もそもそして食べにくいが、がまんして口を動かす。

　そして、ヴィクトリアは、パンと一緒に、ポケットから出したものを、しげしげと見つめた。

　手紙である。黒髪の青年から、預けられたものだ。

　飾り気のない封筒は、役所や軍隊で支給されるのと同種だった。

「あて先はマーガレット・スマイスとトーマス・スマイス……夫婦？　母子かしら？」

　つぶやきながら封筒を裏返すと、差出人も同じ苗みよう字じだった。アラン・スマイスと書かれている。釘くぎで板をひっかいたような、ぎこちない筆跡だった。

　誘惑的なことに、口が開いている。中身は、やはり支給品の便びん箋せんが四、五枚だ。封がされていないから、その気になれば簡単に読める。

　中身が、気になった。

　機械仕掛けの怪物たちが追っているのが手紙だ。クレイだって、単なる郵便配達人のはずはない。感情は信じていいとささやくが、理性は、国の安全のため疑えと告げているのだ。この国は戦争中だ。この手紙が、戦いに大きな影響をもたらす情報を隠していない、とは言いきれない。

「……確かめなければ、いけませんよね」

　ヴィクトリアは、罪悪感を押しころして、手をかすかに震わせつつ、そっと便箋を取り出した。口の中には、まだパンの塊が残っていて、少しむせた。

　封筒に飛び散ったパンくずを、急いで払い落とす。

　便箋を広げた。

『愛するメグ、愛するトミーへ』

　しばらく読み進めるうちに、ヴィクトリアの表情にふたたび罪悪感が浮かびあがった。けれど同時に、微笑ほほえまずにいられない。

　それは、平凡なひとりの兵士が、妻と子どもへ送った手紙だった。

『トミーのせいせきがあがったと聞いてとてもうれしい。おれとちがって、トミーは頭がいいからな。いつも、隊のなかまにもじまんしているんだ』

　決して上手な字ではない。つづりの間違いも多かった。たぶん、学校にもろくに通わせてもらえず、工場か何かで働いてきたのだろう。けれど、一文字一文字に愛情がこもっていた。

　子どもをほめてやってから、今度はこまごまとした注意。ママのいうことを聞け、何かあったらおまえがたよりなんだぞと、男の子のプライドを育てている。

『きんじょがなにを言ってもきにするな。トミーがべんきょうしたいなら、ていこくごでも、とうようごでも、ならわせてやれ。うちの隊長が言っていた。敵だからこそ、あいてのことをキチンとしらなくてはいけない。しってしまって、うつあいてが人間だとおもうと、ひきがねをひけなくなる。でも、いいんだ。トミーがおとなになる時は戦争はおわっている。おれたちは、帝国をみなごろしにしたいわけじゃない。ころしあいじゃないきょうそうなら、相手の言葉くらいはわからなくちゃ、かてやしない』

　ヴィクトリアは、深くうなずいた。彼女も、帝国連盟最強国であるプロイセンの言葉は、幼いころから学ばされた。語学の才能はあったらしく、大陸諸国の言葉はカタコトまで含めれば七つはいける。言葉は文化の基礎で、文化を理解することは交渉に必ひつ須す。優れた交渉こそが戦争に勝利をもたらすのだと、ヴィクトリアの家庭教師は教えた。

「この手紙を書いた方は、知識や教養はともかく、見識では先生に匹敵してますわ……」

　後は、たわいのない思い出話や、隊の仲間の噂うわさが続いた。それから、最後にこれからの戦いについて、だ。本当なら、作戦についてや、いまいる場所については、検閲される。どこから、敵に情報が伝わるかわからないからだ。

　ところが、この手紙は、その削られるべきところが、そっくり残されていた。所属している部隊の名、これまでに移動してきた経路、そしてこれから向かう先。

　漏らしてはいけない情報が詰まった手紙だ。

「やはり……クレイさんはスパイ？　でも……」

　信じたくなくて、先を読む。

「なんですか、これは……」

　スパイなどという単純な話ではないと、ヴィクトリアは気づいた。

『こんどのたたかいでかてば、ていこくのやつらも、ひきあげるだろう。明日、おれたちは、シュラスバルクというみなとをせめる。ここをせんりょうしたら、てきは、うちの国をせめるのが、とてもむずかしくなるそうだ。そろそろしょうとうじかんだ。あいしていると、百回くりかえす時間はないから、そうだと思っていてくれ』

「あの……シュラスバルクの惨劇。そこから手紙を持ち出すなんて無理ですわ」

「苦労したんだよ。戦場を駆け抜けて、亡くなった兵隊さんの背嚢バツクパツクから回収してきたの」

　やわらかな澄んだ声が、ヴィクトリアの耳をくすぐった。

「ひゃ……！」

　ヴィクトリアは飛びあがるほど驚いた。実際に立ちあがって、何歩か逃げた。ブラウスのボタンが、はじけとんだ。胸の谷間に忍ばせた超小型拳けん銃じゆうをひっぱりだす。

　ヴィクトリアが銃口をつきつけたのは、にこにこ笑う淡い金髪の少年だった。

「まあまあ。手紙の盗み読みを見られて動揺する気持ちはわかるけど、それは物騒だなー」

　北の海のような、少し暗めの青に染まった瞳ひとみが、こちらをにこやかに見つめている。

　銃口をつきつけられて、こんな顔でいられる以上、見た目のままに無邪気な少年であるわけもない。……はずだと、思う。

「いつのまに、わたくしの背後に!?」

「手紙に夢中になってたから声をかけなかっただけなんだけどね。ホントだよ？」

　嘘うそだ、とヴィクトリアは思った。手紙に気をとられてはいたが、ちゃんと気をつけていたのだ。なのに、忍びよられてしまった。

　ヴィクトリアは、左手にスマイス家の手紙を握り、右手で少年に拳銃をつきつけたまま、厳しい声で言った。

「あなたは誰です。帝国のスパイであるなら、ただちに降伏しなさい」

　ヴィクトリアの言葉に、少年は、白い歯を見せて笑った。つきつけられた銃口なんて、蚊がとまっているほどにも気にしていない。

「ぼくはフィン。フィン・クラウソラス。後輩くんは名乗った？」

　黒髪の青年から、聞いていた名前だ。

「あなたが……いいかげんでめんどうくさがりやの？」

　フィンと名乗った淡い金髪の少年は、小さく肩をすくめた。

「ひどい紹介してるなあ、クレイは。あ、目つきの悪い男だけど、あいつは名乗った？　クレイヴ・ソリッシュ。ぼくはクレイって呼んでるから、きみもそれでね。きみは……？」

「……ヴィクトリア、です」

　一瞬躊ちゆう躇ちよしてから、ヴィクトリアは、正直に名乗った。名だけで、そうそう素性がばれることもないだろう。そして、銃口をつきつけたまま言った。

「クレイは、フィンが、わたくしを助けるといいました。けれど、あなたがそのフィンである証拠はありますか？　人の形をしたからくり仕掛けという可能性もありますよね？」

　フィンが、また小さく肩をすくめた。

「きみみたいな女の子が、そこまで疑り深いってのは、いろいろ複雑な環境で育ったからだろうね。証拠は、こいつでどう？　きみを追いかけてたから、退治しといたんだけど。この残骸は、少なくともぼくが〈人形操りパペツトメイカー〉の手先じゃない証拠にはなると思うんだ」

　そう言って、フィンは、ひょいとかがんだ。あまりに自然な動きだったので、ヴィクトリアは射うち気を外されて、引き金を引くどころか、動くなと警告するのさえ間に合わなかった。

　しゃがみこんだフィンは、近くの茂みに手をのばして、そこにころがっていたものを、ヴィクトリアの足もとにほうりだした。犬ほどのサイズの、トカゲだ。

「……ッ!?」

　声にならない悲鳴をあげて、ヴィクトリアは飛びのいた。

　トカゲの口からこぼれ落ちた歯車を見て、作り物だとわかった。

「いきなり、脅かすのはやめてください！　あなたを射うつところだったじゃありませんか！」

「つまり、射ちたいとは思ってないわけだね。内心では、ぼくを信じてるんじゃないの？」

「見透かしたようなようなことを言わないでください……っ！」

　憤然としつつも、それを認めて、ヴィクトリアは銃口を空へ向けた。

　おそらく、この少年は嘘うそをついていない。だが、なぜだろう、どこか信用しきれないものを感じる。ヴィクトリアには『何かを隠すための笑み』が見分けられてしまうのだ。

「彼の仲間だとしても、いいえ、ならばなおさら、スパイの……」

「失敗した作戦の情報とか、いまさら帝国のスパイがほしがるわけないでしょ」

　フィンが、また笑う。ずっとしかめ面だった黒髪の青年、クレイとは正反対だ。

「失敗……ええ、そうです。そうでした……」

　攻撃にそなえて集められた軍は、燃料弾薬倉庫の爆発事故と、それに続く奇襲攻撃で全滅した。

　惨劇が起こったのは三日前だ。軍は動揺し、責任のなすりあいが続いている。祖母が生きていれば、怒鳴りつけて、善後策を立てさせていただろう。

　将軍たちの罵ののしりあいを思い出すと、胸が痛んだ。あの会議で、だれも自分の言葉に耳を貸してくれなかったのが、家を出た直接の原因だった。

「たくさんの人が死んだというのに、この手紙を読むまで、わたくしは、ただの数字だとしか思っていませんでした……」

　この平凡な兵士、アラン・スマイスは、あの惨劇の三千二百十五人の死者のひとりだ。

　妻と息子を愛した、ごくふつうの男が犠牲になった事件を、将軍たちは権力闘争の道具に使っていた。それに気づいた時、ヴィクトリアは『人々のために何かをなしとげたい』という想おもいが、ふたたび目覚めるのを感じていた。

「……あなたたちは、本当は何者なのです？」

　手紙に記された日付は、惨劇の当日だ。手紙を書くことはできたかもしれない。

　だが、郵便業者に託すことなど不可能だ。

「クレイが言ったとおり〈郵便屋〉。もちろん、ただの郵便業者じゃない。ぼくらの本来の仕事は、つぎはぎされた世界のつながりを強くすることなんだよ」

　困った顔のヴィクトリアを、にこにこ見つめながら、フィンは近くの椅い子すをひきよせた。

「きみも座りなよ。説明してあげる。クレイは、どうせ何も言ってないでしょ？　彼って、おしゃべりに苦手意識があるみたいでね。あ、どう、これ？」

　今度はどこからともなく、水筒を取り出した。カップまである。まるで手品師だ。

　フィンは、いい香りのするお茶を、水筒からカップにそそいだ。

　ヴィクトリアは、自分が喉のどを渇かせていたことを思い出した。さっき食べたパンのおかげで、口の中に水分がなくなっている。

　銃を胸の谷間にしまって、ヴィクトリアは、腰をおろした。油断はしないつもりだが、香りがあまりにも誘惑的だった。

「嗅かいだことのない香りですが、良い茶葉を使っておられるようですね。それにしても、水筒に入っているお茶がこんなに温かいとは……？」

「この水筒の保温性能が特別なの。毒は入ってないから安心して」

「そんなことは疑っていませんが」

　ヴィクトリアは、手をのばして、茶を口に含んだ。旨うまい茶は飲みなれているヴィクトリアだが、これはとびきりに美味だ。だが、茶葉を特定する前に、カップの手触りが気になった。

「不思議な素材ですわね。金属でも木でもない。もちろん陶器でもありませんわ」

「プラスチックっていうの。この世界では、まだ発明されていないかもね」

「……この世界というのは、どういう意味ですか」

　フィンは、にこにこと微笑ほほえんでいる。

「そのままの意味だよ」

　フィンは、大きく手を広げ、ぐるりとまわした。世界というのは、何もかもすべてって意味だと、身振りで表現したのだ。何もなかった手の中に、小さなボールが出現している。やはり、この少年は、手品師のようだ。

　青と白に塗り分けられた小さなボールには、網の目のようなひびが、縦横に走っていた。

「この世界には、ひび割れが生じることがあってね。ほうっておくと、世界は、剥はがれていくつもに分かれて、そして消えちゃうんだ。そうならないように、ひびを埋める仕事をしているのがぼくたち。ひびを大きくしようとしているのが、そいつら」

　足もとのトカゲを指さした。さっきはいきなりで驚いたが、虫に比べれば、トカゲはいくらかましだ。

　ヴィクトリアは、まじまじとそれを見つめた。口からはみだしたゼンマイや板バネ、こぼれた歯車以外は、生き物にしか……いや本当の死骸にしか見えない。

「あなたの言っていることは、意味がまったく理解できません」

「わかんないだろうね。多元世界とか時間線とか、概念が発明されてないもん。だから理解はしなくていい。単に信じて。現実っていうのはね、ヴィクトリア。きみが思っているより、ずっともろいものなのさ。今日は昨日と同じじゃないし、明日は今日と同じじゃない。霧でさえぎられた向こうに突き抜けてみたら、信じていたのと違う風景に変わっていたりするかもしれない」

「……そうですね。まったくその通り」

　ここ数日の、自分の身のまわりの激変を、ヴィクトリアはふりかえり、自然とうなずいた。

　けれど、フィンは、微笑ほほえみながら首を左右にふった。

「ヴィクトリアが思い浮かべたのは、愛する人が事故で死んで人生が大きく変わったとか、そういう話でしょ？　それも確かに重大だけどさ。ぼくが言っているのとは違う。輝く不思議な霧や、闇やみのように暗い蒸気と一緒に、化け物が入りこんできて、文字通りに世界が引き裂かれる、変わってゆく、そういうことなんだ」

　なんだか、バカにされているような気がして、ヴィクトリアは眉まゆをひそめた。

「蒸気機関で動く巨大な恐竜が人間を狩る日常がおとずれる、とでもおっしゃる？」

「ありえるね。明日のロンデニアは、機械仕掛けの中生代かもしれない」

　ヴィクトリアが冗談で言ったつもりの言葉に対して、笑みを消したフィンがうなずく。

「引き裂こうとする連中がいて、それを邪魔するぼくらがいる。もちろん、相手がまっとうじゃないからね。ぼくらだって、どこかの世界からこぼれたとこを拾われた、はみ出し者だよ。ちょっと変わった特技を持ってるけどね。ちょっとどころじゃない同業もいるよ。悪から人々を守る〈騎士〉ちゃんや、たいていの病気を治す〈医師〉さんたちなんか、派手だよね。ぼくらは、出されなかったはず、書けなかったはずの手紙を届けるだけの地味なお仕事さ」

「……だから、あなたたちは〈郵便屋〉と呼ばれる？」

「イエス。はい。その通り」

「ふざけないでください！」

　ヴィクトリアは、目の前のテーブルをばんとたたいた。

「ならば、どうして父や祖母から、わたくしあての手紙を届けてくださらないの！」

「なくてもだいじょうぶだと思われてるからじゃない？　ヴィクトリアちゃんてば、しっかりものだから」

　けろっとフィンに言われて、ヴィクトリアは絶句し、赤面した。

「……すみません。すこし、とりみだしましたわ。……でも、それが真実だとして。いったい誰が世界を引き裂こうとして、誰がつなぎあわせようとしていますの？　悪魔ですか？　神でらっしゃいますか？　だとしたら、あなたたちは天使か何か？」

　フィンが、すっと目を細めた。冷たい。暗い。クレイのような目つきの悪さとは違う。

「少なくとも、きみたちの教会がいう『神』じゃないね。それとね、世界を引き裂こうとしてるあいつらが悪で、つなぎとめようとしてるぼくらが善って、決まってもいないし」

　微笑ほほえみつつ、フィンが静かな声で言う。ヴィクトリアは言葉を失った。

「でも、クレイの善意は信じていいんだよ」

　ふたたび、フィンが笑う。

「彼の動機は、贖しよく罪ざいだからね。ぼくとは違う」

　何かを償おうとしている？　世界を守ることで？　黒髪の青年が、みずからの罪ゆえに、この世にありえない手紙を届けようとしているのなら、では、フィン、あなたの動機は？　そんな疑問が、ヴィクトリアの脳裏に浮かんだ。だが、それ以前に、もうひとつ気がついたことが、その疑問を押し流した。

「……そう！　彼だわ！　助けにいかないと！　こんなところで、お茶なんて飲んでいる場合ではありません！」

　ヴィクトリアは、あわてて立ち上がった。手にしたカップの中身を一気に飲み干し、叩たたきつけるように、テーブルに置いた。

「あわてなくてもいいよ。ぼくは、無駄な労力をついやすのは嫌いだけど、後輩を見捨てるほど薄情でもないんだ。ちゃんと、手は打ってある」

　フィンは、庭の片隅、霧の一角を見て、にんまりと笑った。

「……誘導しておいたからね」

　そして霧が、ひび割れた。

　彼女たちがいる位置から少し離れた、広い道路のほぼ中央。そこに異変が生じた。

　ヴィクトリアは何かの錯覚だと思った。分厚いガラスにハンマーを叩きつけたような細かいひびが、突然、虚空にあらわれたのだ。

　次の瞬間、ひびが広がり粉々に砕けて、黒髪の青年が飛び出してきた。地面に肩からつっこんだが、なんとか受身をとって、石畳の上をころがった。

「クレイ!?」

　ヴィクトリアは、名を呼んだ。青年がはじけるように身を起こして、ふりかえった。

「なんで、あんたがここにいる！」

　叱しかりつけるような怒鳴り声。先ほど別れる前とは少し違った、あせりのにじむ声。

「ぼくが引き止めてたからだよ。自分が囮おとりになって、この人の安全を確保しようとしてたでしょ。ダメだよう。いつも言いきかせてるじゃない。過度の自己犠牲は意味ないよ」

　フィンが、くすくすと笑った。クレイの顔が、怒りに赤く染まった。

　クレイに、反論するひまはなかった。

　さきほど、まるでガラスが割れるように砕けた輝く霧が、さらに大きく破壊されたのだ。

　白い霧の向こうに、黒煙のような渦巻きに満たされた、異常な空間が垣かい間ま見みえた。

　異様な熱気が、ヴィクトリアの全身に吹きつけてきた。あれは黒煙ではなく、蒸気だ。通常の蒸気よりも、はるかに高いエネルギーを秘めた、闇やみの蒸気。

　そこから、巨大な顎あごが突き出てきた。

　からくりの恐竜が、クレイを追って出現する。さっき、首を吹き飛ばされたのよりは、ひとまわりだけ小さい。それでも、顎はクレイの腰をさっくりと噛かみちぎれるだろう。

　自分は逃げるべきだろうとヴィクトリアも思うのだが、うかつに走りだせば、あの牙きばがこちらを狙ねらうのではないかと思えて、椅い子すから立ちあがれない。

　なのにフィンは、無造作に、恐竜へと近づいた。

「ちょっと！　フィンさん！」

　さすがにヴィクトリアも声をあげたが、フィンは、にやりと笑って彼女に手をふってみせた。その手の中に、いつのまにか長さ十センチ、直径二センチほどの、金属の円筒が姿をあらわしていた。どこに隠し持っていたのか。やはり手品師だ。

「クレイ、持ってきてあげたよ、輝蒸気筒シヤイニング。わかってる？　これで、うちの支局の来月再来月の予算は使い果たしちゃうんだからね」

　金属筒を、人差し指と中指でつまんで、ぶらぶらとゆらす。

「こっちによこして、その娘を連れて逃げろ！　一匹じゃないんだ……！」

「あらま。それを早く言ってよね」

　少しよろつきながら、蒸気竜スチームダイノソアが、ずしりと前に出た。どうやら、膝ひざが壊されているらしい。

　その巨体が前進したことで隙すき間まができて、さらにもう一体の恐竜が姿をあらわす。三本の角をそなえた、四本の脚でのしのし歩く恐竜だ。生物の教科書には草食と書いてあったが。

「……そもそも作りものですわね。……お二人とも逃げて！」

　ようやく、ヴィクトリアも、恐怖心という呪じゆ縛ばくをはねのけた。だが、その声に、三本の角をそなえた蒸気竜が反応する。

「あ、こっちこっち。角竜くん」

　フィンが、かろやかなステップを踏んだ。矛先を変えて、角竜が突撃のかまえをとる。

　肉食竜に追われたクレイが、そこへ飛びこんできた。

「一発じゃ、どっちか片方しか始末できないんだ。二本寄よ越こせ」

　背中合わせになって、恐竜をにらんだまま、フィンを見ずに、クレイが手をさしだす。

「そんな予算、あるわけないでしょーが。一発で二体、片付けてよね」

「はあ!?　ムチャ言うな！　どうやれっつーんだよ！」

　そんな二人のやりとりに、もうひとつの声が割って入った。

「てこずらせてくれたな！　貴重な人形を無駄遣いさせおって！　今度こそ、圧倒的な戦力で、貴様らをすりつぶしてくれる！」

　紳士風のもの言いはすっかり忘れているが〈人形操りパペツトメイカー〉と呼ばれていた男の声だ。角竜の額あたりから、声が響いている。

　虚空に開いた闇やみ蒸気の穴から、さらにもう一匹、肉食恐竜があらわれる。

　それを見て、フィンが、あきれたような声で言った。おびえた、ではない。あきれた、だ。

「……ねえ、〈人形操りパペツトメイカー〉。戦力っていうのはね、ちゃんと使えてこそ戦う力を発揮できるの。わかる？　数をそろえても、遊ばせているようじゃ、戦力とはいわないの」

「この私に、この程度の数が操りきれないと……！」

　最後まで言い終えさせず、フィンが、はじめて真剣な表情を見せた。華麗といっていいポーズで身構えた時、彼の両手に数え切れないほどの、薄い布のハンカチがあふれていた。

　風が吹いて、その布を撒まき散ちらす。極彩色の竜巻が生じたようだ。空を舞う布が、蒸気竜スチームダイノソアたちの目を覆い隠した。

「カメラアイをふさいだ程度で、逃げられるものか！」

　蒸気竜から〈人形操り〉の声が響いた。のしのしと角竜が動く。同時に最初の肉食竜が別の位置に回りこもうとして、バランスを崩した。

「はいはーい、こっちですよ」

　離れた位置にいたヴィクトリアも、フィンがいつの間に動いたのか、見てとれなかった。フィンが、最後にあらわれた蒸気竜の、足の間で、優雅にお辞儀をしている。

















　そこへ、声だけを頼りに、残る二頭がつっこんだ。逆上している。

　三頭の蒸気竜スチームダイノソアが、フィンの姿を覆い隠した。巨体がもつれあって、互いを押し倒す。

「ほらね？　あとは射うってくれれば、後輩くん」

「うるせえ。オレの視界までふさいでんじゃねえか！」

「わたくしが!!」

　ヴィクトリアはクレイの右みぎ拳こぶしをもつれあう三体に向けさせた。

　次の瞬間、銀色の光があたりを満たして、怪物たちは急所を消し飛ばされていた。

　この戦いに加わって、ヴィクトリアは『勝利の味』を知った。



　　　　　４．



（別れる前と、なんだか印象が違うな、この娘）

　と、クレイは思った。

「……おまえ、何か言ったのか？　まさか、また薬でも盛ったんじゃあるまいな？」

　フィンに、ささやきかける。

「言ったし、盛ったけどさ。むしろ言いたいこと言って、いろいろふっきれたからじゃない？」

　フィンはしたり顔で言う。周囲では、輝く霧が薄れはじめていた。

　クレイとフィンの〈郵便屋〉ふたりが存在するには充分だが、蒸気竜のように、この世界の法則を揺るがす怪物が出てくるには、もう世界のひび割れは小さすぎるようだ。

　あたりが夜よ闇やみに満たされつつあるというのに、少女のまわりだけは、なぜか明るい印象があった。月光に照らされているというよりも、彼女自身が太陽を感じさせる明るさだ。

　ヴィクトリアという名の少女は、堂々とした態度で、ふたりを見つめている。

「この手紙の受け取り主が、この街区に住んでいたのなら、レガレンス街に建てられた一時住居にいるはずです。わたくしが案内しましょう」

　少女は、手紙を、拳けん銃じゆうと同じ場所にしまった。クレイには、手が出しにくい場所だ。

「自分たちでたどりつける。そいつを返せ」

　ぶっきらぼうに言って、クレイは、脅すように右手をつきだした。

　けれど、それに対してヴィクトリアが返したのは、圧倒的な威厳をただよわせる微笑だった。

「あなたたちには、この戦争を終わらせるために、協力していただきます」

「はあ？」

　何を言ってる、と、クレイはにらみつけた。だが、少女は、いっこうにひるまない。

「あなたたちには、ほんの短い時間にいろいろなことを学ばせていただきました。三体の怪物を、一度に始末する方法ですとか。あなたに言われたように、逃げる向きを間違えていたことに気がつきました。ですから、責任を持ってお仕置きをお願いします。頼れる方には頼るべきですもの、違いますか？」

　あいにく、何をどう言われても、受けるわけにはいかない事情がある。事情というか、受けることはできない存在なのだ、自分たちふたりは。

　だから、クレイは、そっぽを向いて肩をすくめた。

「おまえが何を言っているのか、さっぱりわからん」

　目をあわせていると、そのまま彼女に吸いこまれて、うなずいてしまいそうに感じた。

　少女は、おちついた声で言葉を続けた。

「言葉は流りゆう暢ちようですが、あなた方は、我が国の臣民ではないようです。だから、おわかりにならないのも無理はありませんが、わたくしは……」

　がくがくっと、少女の体がくずれおちた。

「お、おいっ……!?」

　クレイは、あわてて彼女を抱きとめた。

「ようやく効いてくれたねえ」

　フィンは、先ほどの水筒とカップを回収した。どこへともなく、あざやかに消してしまう。

「薬を盛ったってのは、これかよ」

　クレイの問いに、フィンは軽くうなずいた。

「目が醒さめたら、この一時間ほどのことは、忘れているはずだよ。でも、さっきの決意や教訓は残ってるんじゃないかな」

　そう言いながら、フィンが、彼女の胸の谷間に手をつっこむ。

「おおおお、おいいいッ？　おまえッ」

　クレイの声がうわずるのにもかまわず、あちこちまさぐったフィンは、ヴィクトリアの胸の谷間から手紙を取り出した。

「回収は、ぼくがメインでやることになってるでしょ。きみは情に流されやすいから、そのへん、向いてないよねえ」

　フィンは、けろりとした顔で言った。

　彼の愛用するコートと同じくらい、真っ白な顔だ。

「うるせえ。いま、不必要に長く、手をつっこんでただろうが！」

　クレイが怒鳴ると、フードの、耳状の突起まで逆立つようだった。

「役得役得。さすが国母さま。豊かでいらっしゃるねえ。まあ、このまま彼女に届けても、よかったのかもしれないけど」

　そう言いながら、フィンは、手紙を、配達担当のクレイへさしだしてきた。ひったくるようにして奪い、クレイはそれを郵便カバンにしまった。しまいこみながら、眉まゆをひそめる。

「おい、この娘が配達先って、どういう意味だ。あて名にあったのは嫁と息子だけだぞ。……そういや〈人形操りパペツトメイカー〉も妙なことを言ってやがったが……」

「輝く霧は、世界のひび割れ。関係ない人が迷いこむわけもない。それに、きみの〈権能〉は、ここが届け先だって指定してたんでしょ？」

　フィンが口にした〈権能〉とは、永遠の昼下がりの森に住む者たちに与えられる、特別な力のことだ。

　たいていは、クレイとフィンのようにささやかなものでしかない。

「いまは、もうその感覚はないがな。別のところに、届け先がいる感じがしてる」

　クレイの、頭の芯しんに鈍い痛みがある。軽く押されるような感覚。別のほうへ、クレイを押しやろうとしている。

「つまり、彼女が読み終わった、つまり配達し終わったから〈権能〉の感覚が消えたってことでしょ。別の配達先が出現したってこと。急ごうよ、読んでもらわないと帰れない」

「そうだな、今日は疲れた。とっととすませよう。……予算の穴埋めにバイトすることも考えないといかんし」

　眠りこんだ少女をかたわらの椅い子すに座らせて、ふたりの〈郵便屋〉が、霧に消えてゆく。



　その数時間後、パトロール警官が、眠りについている姫君を発見して、びっくり仰天することになる。

　ヴィクトリアは、おのれが生まれ育った宮殿に戻った。家出の事実はなかったことにされた。

　その後、彼女に仕える人々は、少女がわずか一晩で、見違えるような成長を遂げたことに驚喜することになった。

　偉大な祖母の名を受け継ぎ、その祖母を越えたとされ、アングリア史上最大の名君とまで賞賛された、ヴィクトリア三世は、この日から十日の後に即位し、長く続いた戦争を、それから半年で終わらせることになるのであるが……。

　それはまた、別の手紙に書かれることになる物語だ。



第三話　貴族のつとめ　おわり








　第四話　ゴキブリたちのカジノ








　　世界の外にある永遠の昼下がりの森と、

　　世界の内にある地下迷路を、

　　白い霧がつなげる──。
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　ここは古い街だが、地下にはさらに古い街が埋もれている。

　古代の共和国から帝国、そして教国から王国という歴史が、ずっと積み重なっているのだ。

　別の地球でなら、ローマという名で呼ばれるだろう街である。

　地下に埋もれた遺跡の一角で、十人ほどの男たちが、土くれを掘ったり、石畳の跡をひっくりかえしたりしている。

　そのひとりの若い男が、端の欠けた、陶器の皿を、地面から掘り出した。

「親方ぁ、これどうかな、売れるか？　ひびが入ってるから、だめかなあ」

「いやあ、このくらいのほうが、遺物っぽくて観光客にゃあ喜ばれんだよ」

「そっか、そういうもんか」

　男たちの商売は、遺物拾いだ。地下道にころがっている、学術的な価値もなく美術品としてもガラクタな、大昔の食器や装身具を観光客に売りつける。帝国連盟と王国連合の戦争がはじまって、三年と九ヶ月になり、観光客の数は減っているけれど、まだこの仕事で食える。

「おい、もうこんな時間だぜ。地面の上じゃ、もうすっかり日も暮れてやがる」

　男たちのひとりが、おんぼろの懐中時計を見て言った。

「そろそろひきあげるか。上で買い取ってもらうか？　それとも……？」

　男たちは顔を見合わせた。

「いいんじゃねえか、あそこで」

　いちばん年をくった男がそう言うと、男たちはうなずきあい、ゾロゾロと歩きはじめた。

「なんだこれ、珍しいな」

　行く手に、霧がただよっている。地上から流れこんできたのだろうか。

　だが、特に問題はない。歩きなれた地下道だ。カンテラもある。

　霧の中を進むうちに、お互いの姿が見えなくなることもあるが、一本道だから迷いはしない。

　なのに、霧の中を行く人数が、いつのまにか二人、増えていた。

　最後尾にいた男は、もちろんだれにも追い抜かれたりしていない。

「ねえねえ、ゴキブリのカジノってこっちでいいの？」

　増えた一人めが言った。

　明るくて気楽な口調だ。底に流れるシニカルさに気づける人間はどれほどいるだろう。

　だから、話しかけられた男も気楽に答えた。

「ああ。……なんだ、おまえ？　新入りか？」

　たずねてきたシルエットは、華きや奢しやな体格で、どうやら少年らしい。淡い金髪だ。

　金髪の少年の隣を、黒髪の青年が歩いていて、答えを返したのは彼のほうだった。

「いや、ちょっと遠くから来た。噂うわさに聞く、地下の秘密カジノを試してみたくてな」

　黒髪のほうが、少し体格がよくて、声が低かった。

「秘密カジノなんてたいしたものじゃねえさ。地下に住んでる身寄りのねえガキどもが、食べてくためにやってるんだ。あんまり無む茶ちやなことしてやるなよ」

「ガキっつっても、なめちゃいけねえ。リーダーの、指落としのアリスは、俺たちが束になっても……おっと、ついたぜ」

　くねくね曲がる地下道をたどり、行く手が大きな扉でさえぎられていた。

「ああ、ちょうど霧も晴れたな。……おまえら、警察の手先じゃねえよな？」

　遺物拾いの男は、少しこわばった声で言った。はっきり見えるようになった金髪の少年と黒髪の青年が、制服っぽい衣装をまとっていたからだ。

「そうだとしたって、素直にうなずくと思う？　……あいたっ」

　金髪の少年が、からかうような返事をして、低い声の黒髪に殴られた。

「もちろん、違う。……オレたちは〈郵便屋〉だ」

　黒髪の青年が言った、そのときだった。

「いらっしゃいませー！」

　若い娘たちが飛び出してきて、男は、見慣れない二人組のことなんてどうでもよくなった。

「今日はこいつで遊ばせてもらうぜえ」

　このカジノでは拾ってきた遺物を、ギャンブル用のチップに交換してくれるのだ。

　みな、どやどやと中に入る。

　金髪の少年と黒髪の青年も、遺物拾いの男たちにまぎれて、通称『ゴキブリのカジノ』にするりと入りこんだ。

「へえ、思ってたより立派だねえ」

　金髪の少年のほうが、好奇心で目をきらきらさせつつ、古代の遺跡を利用した即席カジノをきょろきょろと見回している。

「気楽に見物してる場合か、フィン」

　黒髪のほうは、その隣で、苦虫をかみつぶしたような顔になっていた。

「ここのボスが、届け先の『アリス』なのか？　指落としとは、物騒な異名だな」

　品定めするように、黒髪の青年は、ゆっくりとカジノを見回した。

　地下で、非合法に、身寄りのない子どもたちが勝手に開いている賭と博ばく場だ。

　使っているテーブルも椅い子すもどこかで拾ってきたものだし、明かりはランタンにロウソク。あまり品質のいいものではなく、あたりには煙と悪臭がたちこめている。

　大家庭の食卓くらいのテーブルが五つほどあって、それぞれサイコロやカードを使ったギャンブルが行われている。

　客も、決して金を持っているとは見えない。ホームレスっぽいのや、遺物拾いのようなその日暮らしで、うだつのあがらない男たちだ。ほんの少額のやりとりに、一喜一憂している。

「本物のカジノなら、プロフェッショナルなディーラーがカードやダイスを操り、肌もあらわな美女がお酒を持ってきてくれるけど」

「カードを配るのはガキ、酒をくばるのもガキンチョか」

　黒髪の青年は、言葉ほどには不機嫌そうではない。

「こら、おじいちゃんはお酒ダメよ。こっちにしなさい。健康にいいから」

　そんなことを言っているエプロン姿の女の子もいる。

　金髪の少年──フィンは、テーブルのひとつで、二度ほど勝負して、すぐに戻ってきた。

「カジノのわりには健全すぎるよね。ディーラーが丸っきりアマチュアだし。単純なイカサマも見抜けない。客も甘いよ。負けっぱなしなのに、孫に小遣いあげてる祖じ父いちゃんみたい。きみでも勝てるんじゃない、クレイ」

　フィンの手が衿えり元もとでひらひらすると、手品のようにゲームに使われるカードが現れた。

「おいっ。イカサマしたんじゃあるまいな。相手は子どもだぞ」

　黒髪の青年──クレイが押し殺した声で、フィンの胸倉をつかむ。

「心配したもうな、後輩くん。一銭たりとも、儲もうけてないから。寄付してきたよ。それにしても、ククにヤッツイーにスカル・アンド・ローズにバイバイと、そろってるけど……。ゴキブリレースが見あたらないんだけど。なんで通称がゴキブリのカジノなのかな？」

　フィンが尋ねると、クレイは、ますます渋い顔つきになった。

「……この子どもたちのことを、ゴキブリと呼んでるろくでもないやつらがいるからだ」

　三年九ヶ月続いている、大陸を二つに割った大戦争に、この古い街を首都とする国も参戦している。おかげで、父や母を失った子どもたちが増えた。家もなく、他人の食料をかすめとって暮らしてゆくしかない子どもたちを、ゴキブリなどと名づけた連中がいるのだ。

　フィンは、にこにこと笑いながら、世間話の口調で言った。

「たまたま運が良かっただけで、自分に家と職があるからって、他人を見下していいと思う人がいるんだねえ。自分がエライと思いこめる理由ってなんだと思う、後輩くん？」

「オレが知るか。あと、そろそろ後輩っていうな、もうすぐ一年だぞ、オレのキャリア」

　唾つばが飛び散る勢いで、クレイが言った時だ。

　カジノの扉が、吹き飛んだ。

「ガキども！　今日こそはケジメをつけてもらうぞ！」

　汚れた労働着をまとった、屈強そうな男どもが、十人ばかりなだれこんできた。どいつも人相が悪い。ナイフをぎらつかせているのもいる。ギャングの一味だ。

　女の子たちが悲鳴をあげ、手近のだれかにしがみついた。

　金髪のフィンにも、お酒運びの女の子がすがりついてきたけれど、彼はするっと身をかわして、黒髪のクレイに押しつけてしまった。女の子は、手品でだまされたような顔つきだったが、まあ相手はこっちでもいいかと、そのまま抱きついてくる。

　押しつけられると、エプロンの下のふくらみは意外に大きかった。だが、クレイは、その柔らかさを二の腕に感じても、赤くもならない。憮ぶ然ぜんとしている。

　悲鳴をあげる女の子たちにひきずられ、年寄りの客たちが壁ぎわに連れてゆかれる。

　代わって、サイコロふりやカード配りを担当していた、ディーラーの男の子たちが、罵ば声せいをあげて、部屋の中央に飛び出した。棍こん棒ぼうや金かな槌づちを武器として手にしている子もいる。

「へえ、これはなかなか」

　フィンは、面白そうにつぶやいた。クレイは、ますます仏頂面だ。

　カジノ側の悲鳴に罵声、乗りこんできたギャング側の怒号に威嚇。騒がしくてたまらない。

「うるせえ、静かにしろ！」

　ギャングの先頭に立っていたひげもじゃの大男が、天井に向かってピストルをぶっぱなした。弾がめりこんで、ぱらぱらと破片が落ちてくる。

「いいか！　ここはカダモン一家の縄張りだ」

「地面の上の決まりなんぞ、知ったこっちゃねえよ！」

　ディーラーをつとめていた男の子たちのひとりが、怒鳴り返す。

「うるっせえ！　地上も地下も、天の上までうちの縄張りなんだ！　出すもん出しやがれ！」

「せやったら、空の上に取り立てに行かせたろか！　神様のとこまで行ってこいや！」

　南方大陸のなまりだが、涼やかで凛りんとした声。言い終わらないうちに、銀光が飛んだ。

　ピストルを握った手に届く。

「ぶぎゃあああ」

　ガマガエルがひきつぶされたような悲鳴をあげて、ひげもじゃの男が、銃を落とした。

「アリスねえちゃん！」

「さすがはアリスちゃん」

「出やがった、指落としだ！」

　カジノ側の子どもたちと客が歓声をあげ、ギャングたちが憎しみの目を向ける。

　その視線の先に立っているのは『指落とし』などという物騒な異名が似あわない、美しい少女だ。まだ十六か十七といったところか。男物の服を着ているが、発達したボディラインは目立つ。袖そでも裾すそも短く、浅黒い肌のすらりとのびた手足はむきだしだ。ゆるやかに波打った黒い髪を、後頭部できゅっとまとめている。

　女の子としては大きめの手に握られているのは、奇妙な武器だった。

　大おお雑ざつ把ぱに言えば、直径三十センチほどの金属の環に、数メートル以上もある細いチェーンが結びつけられているものだ。もちろん、環の縁は、鋭く磨きあげられた刃になっている。

「なるほど。人差し指を落とされたら引き金は引けない。親指を落とされればナイフは持てない。……殺さずに相手に勝つ工夫か。たいした娘だ。腕もかなりなものだな」

　つぶやくクレイの顔を、彼にしがみついていた、お運びの女の子が見上げた。

「おにいさん、よくわかってるじゃない。えっへへ。アリスは、本当はいいとこのお嬢さんらしいんだ。でも、あたしたちのために……」

　お運びの女の子が、うれしそうに言いかけた時だ。

　右手を押さえたまま、かがんでいたひげもじゃの男が、銃を拾って立ち上がった。

「危ねえ危ねえ。けどよ、どうくるかわかってれば、防ぎようもあるぜ」

　ひげもじゃの男は、右手をかかげてみせた。指が、鉄の防具で覆われている。

　指落としのアリスと異名になるほどだから、そりゃあ、先読みもされるだろう。

　アリスは大きな舌打ちをして、あらためてひげもじゃをにらみつけた。

















「ジョバンニ！　カダモン一家の縄張りとは、よう言うてくれたな。ここは、カダモンでもアレスタでも、どっちの縄張りでもないで！」

「ははあっ、そりゃあ昨日までの話だ。てめえが頼りにしてるアレスタのばあさんは、金でころんだぜ。境界線を、凱がい旋せん通りまでひきさげるってよ」

「……くそっ。うっかりおとなの言うことを信じた、うちがアホやったわ！」

　ここは、二組のギャングの境界線上にあったから、やってこれた。

　だが、何かの不都合が生じたか買収されて、あっさりてのひらを返されたわけだ。

「やっぱりや。みんな、おとなはウソつきや。自分の都合しか考えへん。信用すんな」

　アリスが、仲間たちに呼びかける。子どもたちはうなずき、こっそり逃げようとしていた客たちが、バツの悪そうな顔になる。

「……あんなこと言ってるけど、自分だってそろそろおとなじゃない？」

　フィンの視線は、アリスの、かなり豊かな胸元から顔立ちへ流れた。

　彼女の、太い眉まゆにきりっとした目つきは男っぽく凛り々りしいが、濡ぬれたように光る厚めのくちびるは、大輪の花を咲かせようとしている。

「見てるとこが、おっさんの目だな。さすが先輩」

「客観的な観察だよ、これは」

　クレイとフィンがささやきをかわす。お運びの少女は、頭上でかわされる言葉も耳に入っていなかった。ギャングどもをにらみつけていたからだ。

「今日は、軍の払い下げでこういうもんを用意してんだぜえ、アリスちゃんよう！」

　ジョバンニと呼ばれた男が合図をすると、カダモン一家のギャングたちが左右に分かれた。

　奥から、束になった黒い銃身が突き出される。戦場で使われる新兵器。十数本の小銃を束ねて連発可能にした、ガトリング銃だ。

「死にたくなきゃ、俺さまに股を開くんだな、アリス！」

　勝ち誇ったジョバンニが、下品な要求をつきつける。

「冗談でも許さへん……ッ！」

　顔を真っ赤にしたアリスが、それでも正確に、指落としの刃を投げた。けれど、刃は音を立てて跳ね返された。射手の手もとを守る装甲版が用意してあったのだ。

「死ねやああああ！」

　怯おびえたような悲鳴をあげて、射手がガトリング銃の引き金に指をかける。

「女は殺すなよう、ガキと爺じじいだけでいい！」

　ジョバンニが、指示を出した。だが、回転連発式銃は反動もすさまじい。なれないと、コントロールは難しい。あちこちに狙ねらいのさだまらない弾が飛び、パニックに駆られて、みんなが我勝ちに逃げようとした。アリスでさえ、踏みとどまるのが精一杯だ。

　そのさなか、たったひとり飛び出した人影がある。

「バカっやろう！　させるか！」

　獣耳シルエットのフードをなびかせ、クレイが疾はしる。目にもとまらない速さで、床を這はうような姿勢で駆け抜け、ガトリング銃の真下に達したところで伸び上がる。クレイは、右腕の手首を押しあてて、銃身をかちあげた。彼の右腕は、銀色ににぶく光っている。

　銃身が押し上げられて、銃弾が、天井を立て続けに砕く。

「てめえっ！」

　ギャングたちが、次々に刃の切っ先を、あるいは銃口を、クレイにつきつける。

　けれど、黒髪の青年が傷つく前に、アリスの指落としが飛んできていた。ギャングたちのうち、三人ほどから悲鳴があがる。

　クレイは、その隙すきに、後方へとびすさっていた。

「ありがとう、お客さん。おかげで、みんな助かったわ！」

　アリスが、クレイに声をかける。

「気にするな。オレはあんたに手紙を……」

　ふりかえったクレイは、アリスに声をかけた。だが、彼の言葉は、またさえぎられた。

「やべえ、天井が！」

　さっき、銃弾を撃ちこまれたせいで、脆もろくなっていた岩の天井が、崩れ落ちてきた。

　ロウソクが倒れ、ランタンが砕ける。火が広がり、塵ちりの靄もやと煙が視界を覆い隠した。

「みんな、いまのうちに逃げろ！　奥の迷路に！」

　アリスが叫んだ。

「逃がすな！　逃がすくらいなら撃ち殺せ！」

　ジョバンニが叫ぶ。

　だれもかれもが、好き放題に走り回って、収拾がつかなくなった。

「行こうか、クレイ。ここじゃ無理だよ」

「けど、手紙を読ませないとオレたちは帰れないんだぞ！　……どこ行った、アリス!?」

　もめながら、金髪の少年と黒髪の青年も、いくつかある奥の扉のひとつを、根拠なく選び、走りこんでいった。
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　扉をくぐったその瞬間に、フィンもクレイも、ふわりと宙に浮いた。

「えーっ？　店のすぐ裏に落とし穴を仕掛けるとかありえないでしょううううう」

　まっさかさまに転落して墜落死、なんてほどには、アリスたちもタチは悪くなかった。

　すべり台状になっていて、かなりの急角度だ。薄く油でもひいてあるのか、よくすべる。

「無理にでも止まったほうがいいかなあ、どう思うぅぅぅ」

　先をすべり落ちているフィンは、ブーツ越しにクレイの足首をつかんでいる。

　クレイの銀の腕なら、左右の石壁に食いこませることも可能なのだ。

「止まって、後からくるヤツにぶつかられたくないな」

　クレイは、むすっとした調子で答えた。

　なるほど、よく聞くと、頭上からかすかに野太い悲鳴が聞こえてくる。クレイとフィンを追いかけて飛びこんできたギャングが、同じ罠わなにひっかかったのだろう。

「やれやれ、困ったもんだねえ」

　たいして困ってなさそうな声で言って、フィンは、クレイをつかんでいた手を放した。その手で壁をぐいっと押して、さらに加速する。ぐんぐんくだって、出口から一気に飛び出した。空中で華麗に身をひねって、優雅に着地する。

　着地の衝撃が、ひきがねになったのだろうか、壁のあちこちで火がともった。行動に不自由のない程度の明るさになる。

　フィンは、あたりを見回した。石畳みに石を積み上げた壁。古風な地下道だ。

「どけよ」

　続いて飛び出してきたクレイは、最小限の受身だけとって、すかさず戦いのかまえになった。

　二人の後に、もうひとりぶんの叫び声が長く尾を引きながら近づいてきた。

「うおおおおおおおおおおお！　おおっ!!」

　飛び出してきたのは案の定、拳けん銃じゆうを手にしたむさくるしい男だった。ほうりだされた勢いのまま、石畳の床をころがった。すかさずクレイが一発入れて、はい気絶。

「さすがは肉体労働担当。すばらしいね」

　フィンが近づいて、男の手から落ちた拳銃を拾いあげる。

「おい、そんなもの……」

「どこにしまったでしょう？」

　フィンが、ばあと手を広げてみせる。本当に、どこに隠したのか、クレイにもわからない。無骨なでかい拳銃だったが、フィンの服のどこにも不自然なふくらみはなかった。

「使いやしないよ。持たせたままじゃ、危ないでしょ」

「それはそうだがな……」

　二人の会話は、そこでとぎれた。悲鳴だ。ただし、今度は少女のものだ。

「彼女かな？」

　フィンが訊たずねる。アリスだろうか、と言っているのだ。

「わからん」

　もうクレイは走りだしている。

「届け先の居場所がわかるのが、きみの〈権能〉でしょうが」

「大おお雑ざつ把ぱすぎて、ここまで近づくと、近くにいることしかわからん」

　疑問の答えはすぐに出た。悲鳴を頼りに角を曲がると、六歳くらいの女の子が、体ごと飛びこんできた。クレイに抱きとめられ、女の子は、悲鳴をあげかけたが、鼻先にチョコレートをつきつけられて、途中で止まった。

「頭脳労働担当だって、この子くらいはかかえられるよな！」

　女の子をフィンに渡して、クレイは、曲がり角から飛び出した。

　走ってきたギャングが、ぎょっとしてナイフを抜いた。

　クレイは、そのナイフに、いきなり銀の右腕を叩たたきつけた。武器をはじきとばして、単純な前まえ蹴げりを股間に。前かがみになったところで、後頭部に肘ひじを落とす。

「うわー、容赦ないなあ。だいじょうぶかい、そのおじさん」

「死なない程度にはしといた」

　そう答えてから、ふりかえったクレイは、バツの悪そうな顔つきになった。女の子が、自分を見て、少しおびえた顔つきになっていることに気づいたからだ。

「心配しなくていいよ。彼は、クレイヴ・ソリッシュ。クレイと呼んでね。言葉と態度が乱暴で、深く考えなくて、すぐに怒るし、先輩への敬意ってものに欠けているし、偉そうなヤツと悪党とバカっていう自分の同類には容赦ないけど、根は悪いやつじゃないから。ぼくはフィン・クラウソラス。フィンでいいよ。きみの名前と、追いかけてきたおじさんの名前を教えてもらえるかな？　ぼくら、あの人とは初対面なんでね」

「わたしはジーナ！　おっさんはしらない！　わるいやつよ！」

　フィンは小さく肩をすくめ、クレイは眉み間けんにしわをよせ、ジーナという女の子に言った。

「安全なところはあるのか。送ってやる」

　クレイが言うと、フィンにかかえられたまま、女の子は手足をじたばたさせた。

「あんぜんなのはアリスのとこ！」

「だったら、アリスの居場所は、わかるかな？」

　地面におろしてやって、フィンが尋ねると、ジーナは、かくかくとうなずいた。

「わかるよ！　でも、けいさつとあくとうは、アリスのとこにはつれていかないよ！　どっちもとびきりのウソつきだからね！　アリスがそういってた！」

　そう言って、大きな瞳ひとみでじいっとフィンを見上げた。

「だいじょうぶ。ぼくたちは悪党じゃないし警察でもない。ちょうどアリスに用もあるんだ」

「けいさつとちがう？」

　ジーナは、フィンとクレイの服をじろじろと見た。

「これは〈郵便屋〉の服。〈郵便屋〉って、わかるかい？」

「わかる。おてがみのひとだ！」

　にっこり笑ってから、一転して、女の子は赤いほっぺを丸々とふくらませた。

「おてがみのひとのふくとちがう！」

「そりゃあ、ぼくらが特別な〈郵便屋〉だからさ。届かないはずの手紙、出せなかった葉書、夢に見た言葉を手元に届けるのが、ぼくらのお仕事。それを知ることで、人が変わってゆくような、そんな想おもいを届けるように、霧に導かれているのがぼくたちさ。わかったかい？」

「わかんなーい！」

　ジーナは、元気よくそう答えた。

　クレイが、ずっこけそうになる。フィンのほうは、にこにこ笑っていた。

「だと思ったから教えたんだけどね。わかんなくてもいいから、信じてよ。ぼくらは、アリスちゃんにお手紙を届けに来たんだ。遠い不思議な森からね。ほら、クレイ、証拠を見せてあげて」

「証拠ってなんだよ？」

「手紙」

「……証拠になってんのか、それ」

　文句をつけつつ、クレイはいつもの郵便カバンから手紙を取り出して、ジーナに渡した。くるくる回して見ているジーナに、フィンが尋ねた。

「字は読める？」

「よめる！　アリス！　……あとはしらなーい」

　ジーナが、手紙をクレイに向かって突きだした。

「こいつを、アリスって子が読んでくれないと、オレたちは帰れないんだよ」

　クレイが手紙をしまいこみながら言う。

「とどけるのが、おしごとなの？」

「うん。ということで、信じてくれたら、アリスの居場所へ、きみを送っていかせて」

　ジーナは、にこにこしているフィンと、恐こわい顔でだまっているクレイを交互に見て、クレイに視線を戻したところで、うん、とうなずいた。それから、フィンをもう一度見る。

「あのねえ、さっきのちょこれーとを、もういっかいくれたら信じてあげる」

「はーい、いいですよ。一緒に、お茶はいかがですか？」

　水筒が、どこからともなくフィンの手の中にあらわれた。ジーナが、目を丸くした。

「いただきます、いただきます。おちゃはあまいの、あまぁくしてね」

　そこでジーナが動きを止めた。髪をかきあげ、大きな耳を出す。耳たぶが小さく動いた。

　クレイは、ちょっと驚いて尋ねた。

「動かせるのか、おまえ？」

「うん。ジーナしかできないよ。こうすると、かねのおとがよくきこえるの」

「……鐘の音？」

　おうむ返しに言って、クレイとフィンも聴覚に神経を集中させた。ジーナが言った、鐘の音は聞こえない。その代わり、大量の水が流れこむ音が聞こえた。

「にげみちをおしえてあげるっ！　おかしはにげたあとで！」

　ジーナが、たたっと走りだした。そのまま、近くの壁にぴょんと飛びつく。巧妙に、取っ手が隠されていた。小さなジーナが、全体重をかけてそれをひきおろすと、天井の石がずれて、開いた穴からハシゴがおりてきた。ジーナが、ひょいひょいと身軽に登ってゆく。

「ふるいから、おじちゃんたちだと、こわれるかもだよ。きをつけてね」

「……おじちゃん……」

　ジーナが登り終えるのを待って、憮ぶ然ぜんとした顔で、フィンが後に続いた。

　石天井の上に、小さな部屋がしつらえてあった。最後にクレイがそこにもぐりこんでくる。彼は、まだ気を失ったままのギャングをかかえていた。

「ぼくらの体重だけでも、壊れるかもって言われたのに」

　フィンが、呆あきれ顔がおで、クレイを見つめた。

「だからって、ほうりだしておくわけにはいかないだろうが」

　クレイが口をへの字に歪ゆがめた時には、眼下をどうどうと水流が通りすぎていた。流れていたのは、三十秒ほどだ。おりるのにはハシゴは使わなかった。ギャングは天井裏に残し、クレイがジーナをかかえて飛び降りた。フィンがそれに続く。

「おじちゃんたち、いいひとだね。アリスにあわせてあげる。でも、かねがなったら、すぐににげないとダメだよ」

　ジーナが言ったとたん、遠くから鐘の音が聞こえた。

「ああ、あれはだいじょうぶ。こっちまでこないから」

　直後に、軽く地下道全体が揺れた。何が起こったのかはわからないが、考えないことにする。

「すごい罠わながたくさんあるみたいだね。ジーナたちが作ったのかい？」

「ちーがうよー」

　フィンが尋ねると、ジーナは、上半身全部を左右にふった。

「むかしのがのこってたんだって。イアンにいたちがっ、しらべてっ、しかけをっ、なおしたのっ」

　ジーナが、言葉にあわせてぴょんぴょんとはねながら進んでゆく。それをほほえましく見つめつつ、フィンとクレイは、歩いて後を追いかけた。すると、足もとの石が、カチリと音を立ててへこんだ。

「あ、おじちゃん、あのね、ちゃいろのいしはふんじゃダメだよ」

「うーん、そういう大事なことは、もう少し早く言ってほしかったな、ジーナ」

　上から降ってきた網に捕まってしまったフィンが、苦笑いしている。網にはびっしりと細かなとげがついていて、絡まるだけでなく、衣服にひっかかるようになっていた。

「ごめんね。わざとじゃないんだよ」

　しゅんとしたジーナが、上目づかいに見たのは、フィンがかかった罠わなに巻きこまれて、もろとも網に包まれたクレイだった。クレイは、長々とため息をついて、言った。

「気にするな、と言ってやりたいところだが……そうもいかんようだな」

　五人ほどのギャングどもが、角を曲がって姿をあらわしたのだ。

　ジーナが身をすくませる。

　先頭に立っているのは、ジョバンニと呼ばれていた、ひげもじゃの男だ。やつは、ジーナと、網に包まれたフィンとクレイを見つけて、にたりと笑った。
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　クレイとフィンが罠にかかった場所から数十メートルほど行ったところに、広間のような空間があった。

　天井も高く、まわりの壁にそって古代の飾り円柱が並んでいる。円柱にランタンの明かりがともって、かなり明るい。丸い部屋の、ちょうど半分は、ゆるやかにへこんで、そこに水が溜たまり、澄んだ泉になっていた。澄んでいるといっても泉のほうには明かりがなく、水は真っ黒に見えて、ちゃぷちゃぷと波の音だけ聞こえてくる。

　ギャングたちは、岸辺に集まっている。クレイとフィンは、網に包まれたまま、彼らの足もとにころがされていた。フィンは面白がっているようすで、クレイはうんざりした顔つきだ。

「アァリススウウウウウ！　どこにいるんだあああああ？　アリスゥゥゥウ！」

　大声をはりあげているジョバンニは、ジーナを自分のすぐ前に立たせ、幼い少女の両肩を、ごつい手で押さえこんでいる。ジーナは、声も出せず、おびえて泣いている。

「ぼくらのことは気にしなくていいんだけど、アリスさぁん。ジーナちゃんが大変だから、ちょっと顔を見せてあげてくれないかなあ」

　自由の身だった時とまったく変わりのない口調で、フィンが呼びかけた。

「ジョバンニぃぃ。あんた、ろくな死に方せんでえええええ！」

　円柱の陰にある通路のひとつから、アリスが姿をあらわした。たった一人だ。

　鎖つき刃の〈指落とし〉は健在だ。

　かつかつと足音高く近づいてくる。背をぴんとのばし、たばねた髪が背後にたなびく。大きな瞳ひとみにこめられた決意は、暴力と威嚇で生きてきたギャングどもさえ気後れするほどだ。

「お、おい、そこで止まりな！」

　はっと気がついて、ジョバンニが声をかけた。同時に、背後の泉の岸ぎりぎりまで後退する。

　すでに〈指落とし〉が届く距離まで近づかれたことに気づいたのだ。ギャングたちも、あわてて少し離れた。銃もみんな、アリスを狙ねらっている。

「とっととジーナを返し。そうしたら、うちらは出ていったる。どうせ、うちらはゴキブリや。どこに行っても食べていけるわ。ドブネズミの食べ残しなんかあさらんでもええ」

　屈強な五人の男たち、しかも銃を持っている相手だというのに、アリスは、一歩たりとひかない。わずか十六そこらの娘とは思えない、堂々とした態度だ。

　──と、そう見えていただろう、ギャングたちには。

「ちょっとだけ、膝ひざがふるえてるね」

　フィンが、クレイの耳にささやいた。

「指摘してやるな。無理してがんばってるんだ」

　二人の〈郵便屋〉だけには、アリスが、年相応の女の子に見えていた。

「さあ、ジーナを放し。いますぐや。さもないと血ぃ見るで。こいつは指しか落とせへんわけやない。薄汚いやつらのいちばん薄汚いとこ、落としてもええねんで」

　ジョバンニが、ぶるっと一瞬ふるえて、わずかに内股になった。

「もめる前なら、そうやって素直に出れば逃がしてやったかもしれねえがなあ」

「ウソつくんやない。あんたらが、メンツをつぶされて、だまってるわけない」

　アリスが、ぴしゃりと言った。

　まとめた髪をぶるんとふり、あらためて〈指落とし〉をかまえた。

「三つ数えたる。そのあいだにジーナを放さんかったら、どうなるか、わかっとんな」

「おまえこそわかってんのか！　人質をとってるのは、こっちなんだぞ！」

「ひとぉつ」

　きりきりきりと音を立てて、アリスが、右手と左手の合間を広げた。細いチェーンが、明かりを反射して光った。

「ふたぁつ！」

　ひゅんひゅんと風を切って、アリスが〈指落とし〉を回転させはじめる。

「待て！　待てって！　そこの若わか僧ぞうどもだがよ。おまえ、こいつらの素性を知ってるか？」

　ジョバンニに言われて、アリスは、ようやくフィンとクレイを見た。クレイが、さっき助けてくれた客だというのは認識したのか、わずかに表情は動いた。

「気にしなくていいって。こういう連中相手の交渉は強気が肝心だからね。こいつらだって命は惜しいんだ。確実になくすようなことはしないよ」

　フィンが言った。これはつまり、ジーナに危害をくわえたら、おまえら皆殺しにされるぞ、という意味だ。アリスが〈指落とし〉を回しているから説得力がある。ギャングたちが顔を青くしていた。これまで、よほどの目にあわされてきたんだろう。

「みぃぃ……」

「手紙だ！　この手紙がほしくないか！」

　ジョバンニが、あせって言った。ポケットに手をつっこんで、封筒を取り出す。

　数え終わる前に〈指落とし〉の回転がゆるやかになった。アリスが、いぶかしそうな表情を浮かべた。そのアリスを見て、おびえて口もきけないでいたジーナが、勇気をふりしぼった。

「ひげもじゃが、おてがみやさんから、ぬすんだの。おてがみやさん、おいしいおやつをくれた、いいひとよ」

「夕ご飯の前に、お菓子を食べちゃいけないって言っただろ！　……えっと、手紙屋？」

「ぼくら〈郵便屋〉でぇす。お祖じ父いさまの、サカムビット卿きようからお預かりしてきました」

「だれや！　ウソで儲もうけた金で貴族の位を買うた爺じじいのことなんか、うちは知らん！」

「知ってるじゃねえか！」

　つけいる隙すきだと思ったか、ジョバンニが張り切って声をはりあげた。

「俺だって知ってるぜ、サカムビット卿っていやあ、アングリア王国でも一、二を争う軍需商人じゃねえか。先だって死んじまって、跡目争いが面倒なことになってるってな。まさかおまえが、そんな金持ちの孫だとは思わなかったけどよ、げへへ、サカムビット商会の入り婿とは、俺にも運が向いてきたってもんだ」

「はあ？　おまえ、頭のネジが外れたんか。いや、もともとなかったとこへ、余計なもんでもつきささったちゃうか？」

　アリスのととのった顔が、笑っていいのか怒っていいのか、困惑に歪ゆがむ。

「この手紙、察するところ、おめえにも財産を分けてやるって話だろ。妾めかけの子だか孫だかしらねえが、ちゃんと血をひいてるって証拠があるなら、俺にまかしとけ。嫁のとりぶんはきっちり実家からとってやる、頼りになる旦だん那なさまだぜえ、俺は」

「アホか。うちは知らんって言うたやろ。そんな手紙、燃やしてしまえ」

　はったりではない。アリスは本気だ。だが、ジョバンニのほうも、本気だ。

「おめえがいらなくっても、俺は欲しいんだよ、金が！　サカムビットの遺産となりゃあ、おまえらゴキブリ全員が、一生食ってける額だ。俺は大物だからな、全員に一年ぶんの食費くらいは分けてやる。だから、俺の嫁になれよ。まずは既成事実を作れば、おめえも覚悟が据わるだろう。なあに、恐こわがるこたあねえ。たっぷり気持ちよく……」

「子どもの前で、下品なこと言うなあああああ！」

　かっとしたようすで、真っ赤な顔のアリスが〈指落とし〉を投げつけた。大きく弧を描いてジーナを迂う回かいして、ジョバンニの股間へ。

「へっ、いくらなんでも当たるか」

　ジーナをかかえあげ、ジョバンニが後ろに逃げる。前を見たまま、ざばざばと泉に踏みこんだ。膝ひざまでの深さに進んだ。

「よっしゃあっ！」

　アリスが声をかけると同時に、水中から三人の人影がおどりあがった。

「イアンにい！　ロッコにい！　ベルデにい！」

　アリスの仲間のゴキブリたちだ。水の中から、ひそかに近づいていたのである。両足にしがみついた二人が、ジョバンニを転倒させ、もうひとりがジーナを奪い返した。

「やろう！　こんな仕掛けをっ！」

　岸に残っていたジョバンニの配下どもが、あわてて銃を泉に向ける。ジョバンニが邪魔で射うてない。そこで、アリスよりも早く、フィンとクレイが動いた。

　鋭い銃声が四連続で響く。フィンが、さっき拾っておいた拳けん銃じゆうを発砲して、配下どもの銃をはじきとばしたのだ。網に包まれて寝転がったまま。驚嘆すべき腕前だった。

「どっ、どこに、そんなもん！」

　ギャングのひとり、身体検査を担当した男が、驚きよう愕がくして叫ぶ。彼らだってプロだ。拳銃なんて大きなものを見逃すはずはない。

「手紙を隠そうとしたと思いこんだでしょ、きみら。ミスディレクションは手品の基本」

　フィンが、網の中で、舞台上にいるような笑みを浮かべる。

「本業の手紙を囮おとりにするやつがあるか」

　そう言いながら、クレイはするりと網を抜け出していた。彼の、銀の右手が触れると、溶けるように網がちぎれてゆくのだ。

　武器を失ったギャングを、一人につき一撃で昏こん倒とうさせてゆく。そのころには、泉のほうのジョバンニも、三人がかりで沈められ、意識を失っていた。

　仕事を終えたクレイは、フィンをふりかえり、彼は噛かみつくような口調で言った。

「手紙がなくなったら、俺たちは戻れなくなるんだぞ」

「しょうがないじゃない。ジーナちゃんを無事に助けるチャンスを作るためにはね」

「はい、おじちゃん」

　ちょうどその時、ジョバンニの手を逃れたジーナが泉からあがってきて、クレイに向かって、ずぶ濡ぬれになった封筒をさしだした。拾ってきてくれたのだ。

「捨ててしまい、そんなもん！」

　アリスが、鋭く声をかける。

「ふえ……」

　ジーナが泣き出しそうになった。

「あ、いや、ちゃうねん。ちゃうねんで。あのな……」



　　　　　４．



　……うちの肌の色、王国人っぽくないやろ？　言葉かて南方風や。

　うちのお母ちゃんは、南方大陸から来た。もちろん使用人や。料理人として、お屋敷に雇われてたらしい。お父ちゃんは、その料理に惚ほれたんやて。

　もちろん、大商人の御曹司と料理人、しかも人種違いなんて許されるわけがない。父ちゃんと母ちゃんは、家を飛び出した。ところが、丈夫なはずの母ちゃんが、病気でころっといってしもてなあ。でも、父ちゃんは、うちが肩身の狭い思いをせんようにて、屋敷には戻らんかった。この国の港町で、漁師になって、男手一つでうちを育ててくれたんや。

　けど、その父ちゃんも、嵐あらしの晩に、仲間を助けにいって、そのまま戻ってこんかった。

　絶対に帰って来る、そう言うから出ていくんを許したったのにな。そん時やな、おとなはウソつきやって、うちが最初に知ったんわ。

　お父ちゃんが消えてすぐ、祖父や、いう爺じじいから迎えが来よった。どうも前から見つかってたみたいや。さすがにうちも、まだ十かそこらやったからな。養うたるから来い、て言われたらいくやん。爺じいさん、うちを見て『おまえは可愛かわいい孫や』てなこと言いよったけど、目ぇ見たら、本気やないってわかるわ。遠い親しん戚せきやいう連中も、爺さんの前でだけちやほやするけど、裏に回ったら、うちの悪口を言い放題や。

　おとなの汚い顔を見るのにあきて、三ヶ月でこっそり抜け出した。船をのりついで、港町に帰ったけど、うちらが暮らしてた家は人手に渡ってた。そこから、自分ひとりで生きてるうちに、うちと同じで『大人の世話になりたくない』いうのが集まって、こうなったわけや。



　と、そこまでを一気に語って、アリスは、フィンとクレイを見つめた。

　彼女のすぐ右隣にジーナ。左隣にジョバンニたちを沈めた三人組。そして、ほかの子どもたちも集まってきている。気絶したギャングたちは、縛って積みあげられていた。

「ていうわけやからな、いまさら手紙なんかもろうても仕方ない。遺産が欲しくないとは言わへん。みんなの役に立つやろ。せやけど、そのために、またもめごとに巻きこまれるのはいやや。このギャングより、もっとタチの悪いのが出てくる」

「事情はわかるよ。でもねえ、読んでもらわないと、こっちも困るんだ」

　説得しようとするフィンを、クレイが、押しのけた。

「じいさんが、あんたに送ろうとした手紙は、これまでずっと、親戚に買収された使用人の手でひそかに処分されてきた。この手紙も、暖炉にくべられたんだ」

「へえ、そうなんや」

　アリスは関心なさそうにそっぽを向いた。

「ほんで、火の中に手ぇつっこんで、とってきてくれたてか？」

「このてがみやさんはね、とどかないはずのてがみを、とどけるのがしごとなんだって。だから……もえちゃったてがみも、とどけてくれるんじゃないかな？」

　右隣のジーナが、アリスの袖そでを引いて言った。

「あんたら、子どもに変なおとぎ話を聞かせるのはやめて。うちら、現実を直視せんと、生きていかれへんねん」

「だからこそ、支える過去がないからこそ、未来の夢は必要じゃないのか」

　真剣な顔でまっこうからクレイに言われて、アリスは、息を詰まらせた。

　彼女が答えに戸惑っているうちに、クレイは、言葉を続けた。

「最期のこの手紙だけは、どうしてもあんたの手元に届けたかったんだろう。だから、オレたちに託された。……あんたの祖じ父いさんは、たしかにウソつきだった」

「そりゃあもう、王国の商業史上稀まれに見るというか記録に残るレベル。ちょっとしらべただけでも、詐欺すれすれの事例が出るわ出る……あいた」

　クレイが、裏うら拳けんでフィンの鼻を打って黙らせた。

「だが、この手紙にはウソはない」

「なんでわかる」

　ぎらっと目を光らせたアリスに、クレイは平然と返した。

「オレの勘だ」

　アリスは、また言葉をのみこんだ。

「つまり、あんたが祖父さんを信じるから、あんたを信じたら祖父さんも信じてええんか？」

「ややこしいが……そういうことだ」

　クレイの答えに、しぶい表情になったアリスに、左隣にいた少年たちが声をかけた。

「姉さん。だったら、いつものあれで決めれば？」

「ウソつきかどうかを見分ける目を養うために、ぼくら、あれをやってたんだから」

「お、つまり、ゲームをして勝ったほうが正しいとか、そういうやつかな？」

　フィンが嬉うれしそうな顔をする。クレイが、胡う散さん臭くさそうな顔で彼を見つめた。

「……おまえ、ただゲームを遊びたいだけじゃあるまいな」

「まさか。ははは。そんなまさか」

「あんたのウソはウソのレベルになってへんな」

　アリスがあきれた顔で言った。

「勝負しようにも、道具を持ってきてへん。だれか、カードはあるんか？」

「サイコロなら」

　少年たちのひとりが、ふところからサイコロを取り出した。

「ダイスカップなら代わりがあるよう」

　フィンが、またどこからかあざやかに、遺物の酒杯を取り出した。

「でも、サイコロ賭と博ばくでウソつきを見分けるのは、ちょっと難しいかなあ」

「いや……カップがあるなら……『バイバイ』をやろか。だれか、コマの代わりの石を拾うてこい。変則ルールで……ひとり、二つにしよう。うちと、この兄ちゃんと」

「ぼくもぼくも。遊ばせてよう」

「……三人ぶんや」

　前に進み出てきたフィンを、アリスが押しのける。クレイは、また渋い顔だ。

「……おい、オレはバクチなんかいっさい知らんぞ」

「ルールは単純や。ウソとハッタリのゲームでな」

　蝋ろう石せきを持っていた仲間がいたので、地面に、十マスのボードを描いた。

「言うたら、スゴロクや。このカップにサイコロを入れて、だれにも出目が見えへんようにふる。その後で、ふった本人だけは、こっそりと目を見てもええ。見た後で、一マスから四マスまで、自分のコマをいくつ進めるか、好きな数字を選んで決める」

　アリスの説明を、フィンは、うなずきながら聞いていたが、クレイは戸惑っている。

「……待てよ？　よくわからんぞ？　勝手な数を言っていいのか？　だったらいつだって四を言えばいいんじゃないのか？　スゴロクなら、はやくゴールしたほうの勝ちだろう。だったら、なんのためにサイコロをふる？」

「ええとこに気がついたな」

　アリスは、にやりと笑った。

「サイコロをふったやつが、何マス、コマを進めるか。それを決めた後で、ほかのプレイヤーは、順番に、挑戦するかどうかを決めていくんや」

　クレイは、まったくちんぷんかんぷん、という顔だ。フィンは、にやりと笑ってうなずいている。ゲームの仕掛けが、わかってきたようだ。

「だれかが、挑戦する、て言うたら、カップを開けてサイコロの目を見るんや。そして、出目が、ふったやつが進めるって言うた数と同じやったら、挑戦者の負け。いちばん前まで進んでるコマを、捨てる」

「でも、宣言した数と、サイコロの出目が違っていたら、挑戦したほうの勝ち。サイコロをふったほうのコマが捨てられる、そういうことでしょう？」

　楽しそうな顔でフィンが言った。クレイは、まだ理解していない顔つきだ。

「……だったら、いつも本当のことを言えばいいじゃないか」

「それはやな……」

「一から四までって、アリスちゃんが言っただろ？　でも、サイコロは五や六が出ることもある。出目が五なのに、言えるのは一から四までなら、どうしたってウソをつくしかない」

　フィンが、すらすらと説明した。クレイがうなずく。

「ああ、なるほど。やっとわかった。ウソを言った時に見破られたら、負けか」

「そういうこと。金髪のにいちゃん、ルール説明に、横から口を出すのはマナー違反やで」

　アリスも、実は根っからのゲーム好きのようだ。険悪さは消えて、生き生きしている。

「もちろん、挑戦はせんでもええ。ゴールしたらコマは、もう捨てられん。みんなのコマがゴールするか、捨てられたら終わりや。ゴールしてるコマの数で競う。同じやったら先にゴールしてるほうが勝つ。ええか？」

「なんとか理解した。……と思う」

　サイコロをふって、順序を決めた。フィン、アリス、クレイになった。

　フィンが、古代の酒杯にサイコロをほうりこみ、カラカラと回して、そのまま地面に伏せる。顔を地面に近づけ、酒杯の端を上げて、こっそりとのぞきこんだ。

「……残念ながら二マスしか進めないよ」

　フィンが、ちらっとアリスを見た。次にサイコロをふるのは彼女なので、フィンがウソをついていると思うなら、挑戦する権利はまず彼女にある。

「どうする？　……って言っても、だいたいわかるよね。こんな序盤から、しかも二歩進むくらいで、イチかバチか賭かけるやつはいない」

「おまえ、ウソついてるだろう」

　クレイが言って、いきなりカップを開けた。

「ほら、一だ。おまえのウソのつきかたはセコいから……あれ？　どうした？」

　アリスとフィンが、そろって自分を半目で見ているので、クレイは戸惑った。

「うちが言うのもなんやけど、あんたら同士でつぶしあってどないするねん」

「……あ」

　クレイは、いま気がついた、という顔になった。そして、頭をぼりぼりとかいた。

「けど、あんた、ウソが嫌いなんだろ？　じゃあ、ウソはやっぱりダメだと思っちまった」

「……頭悪いんちゃうか、あんた」

　あきれた声だったが、目の奥が少し笑っていた。

「なんにしても、ぼくが一個、捨てないといけないのは変わらないけどね」

　フィンが珍しく不機嫌そうに言う。続いてアリスがサイコロをふった。彼女は三歩進める、と宣言して、クレイもフィンも、それに対して、挑戦は宣言しなかった。

　次にクレイがサイコロをふった。伏せた拍子に、カップからはみだして、転がっていってしまう。あわててつかんで、もう一度ふった。

「ええと……ああっと……一？　……は遠慮しすぎだよな。三、くらい」

「パス」

「挑戦するわ」

　アリスは、にやりと笑った。クレイが、憮ぶ然ぜんとした態度で酒杯を開く。出ていたサイコロの目は五だった。フィンが、長々とため息をついた。

「ぼくなら、ひっかけるためにわざとやってんのかなと思うレベルだよ？」

「……そういう方法もあるのか」

　真面目まじめな顔で、クレイがうなずいた。

　次の一周は、フィンは三、アリスが二、クレイは四と言って、だれも挑戦はしなかった。

「ええと、今度は二」

　三周目で、フィンはそう宣言した。アリスが、クレイの顔色をうかがう。目をそらした。

「……挑戦するわ」

「なんでぇぇぇ!?」

　フィンは、あきらめて酒杯を開けた。出ているサイコロの目は一だった。

「ほんとに、ウソのつき方がセコいのね、お・じ・ちゃんっ」

「わかってんの、後輩くん？　この子に勝たないといけないんだよ？」

「え？　いまは、オレが悪いのか!?」

　一瞬、情けなさそうな表情になって、クレイは表情をひきしめた。

「……そうだな。こいつらに、もういっぺん、他人を信じる気持ちを取り戻してもらうために」

「そういう意味じゃないんだけど。……ま、いいか、それでも」

「うちの番やな」

　アリスが、サイコロを酒杯に投げこんだ。カラカラと回して、えいっと伏せる。上半身をかがめて、そっとのぞいた。

「胸もとから谷間が見えちゃいそうだ。後輩くんの集中を乱す作戦かなー？」

　アリスが、がばっと身を起こした。顔が真っ赤だ。胸もとを、ぎゅっと押さえている。

「乱れん！　そもそものぞかん！」

　クレイがこっちも顔を赤くして言った。ゴキブリの少年たちがささやきあう。

「……めずらしいな」

「……風呂の後、パンツいっちょで歩き回ってんのにな」

「あんたら、うるさい！」

　アリスが、酒杯を投げつける。出目が見えてしまった。

「おやおや」

　フィンがつぶやいた。出目が六だ。つまり、ウソをつかなくてはいけない目だった。

「うちは、ウソはつかへん。最初から、こうするつもりやったんや」

　ウソか本当か。いや、本当のはずだが、そう言いながらアリスは、自分のコマを落とした。彼女を見て、フィンが、どういうわけか不満そうに片方の眉まゆをつりあげた。

　次は、クレイの番だ。彼はサイコロをふってのぞき、出た目は三だと言った。これで六マス進むことになる。だから、次に四が出れば、クレイが勝つ。都合のいい目だ。

　アリスは、じいっとクレイの目を見つめて、三十秒ほど長考していた。

「……挑戦、しないでおくわ」

　フィンはすべてのコマを失って失格している。次にアリスがサイコロをふって、四歩進める、と宣言。これにも、クレイの挑戦はない。

「ウソをつくはずはないしな」

　そういうクレイを、フィンが残ったもう一方の眉をつりあげて見つめている。

「なんだ、おまえのそんな顔つき、はじめて見たぞ？　……ふうむ」

　クレイがサイコロをふった。酒杯を見つめて、しばらく考えこんでいる。

「これは、四だ」

　酒杯の中身を見ずに、クレイが宣言した。

「ちょっと!?」

　アリスが、戸惑った声をあげる。クレイは、アリスを真剣な表情で見つめた。

「オレは勝たなくちゃいけない。あんたと仲間たちのためにも。その念をこめて、サイコロをふった。これは四じゃなきゃ困る。でも、ウソもつきたくない。だから……」

　アリスが、意地になった表情を浮かべて、口をとがらせようとしたその時だ。

　ぱあん！　派手な音が響いた。フィンが、クレイの後頭部を平手ではたいたのだ。

「いい加減にしろよ、クレイ！　アリスもだ！」

「……え、なんだ？」

　クレイが、きょとんと戸惑っている。フィンが、柔らかい金の髪を逆立てる勢いで、怒っていた。フィンは、アリスもにらみつけた。アリスは、でばなをくじかれて、口をぱくぱくさせている。そこへ、フィンが猛然と吠ほえはじめた。

「いいかい！　これはゲームなんだよ！　ルールに従って、相手の気持ちを読んで、運を自分のもとに引き寄せる。単純だけど、素晴らしい駆け引きだ。ウソとか言うな！　それはテクニックだ。自分を磨き上げ、勝利を引き寄せる手立てだ。だれかをおとしめるためのものじゃない。いいか！　きみたちがやってることはゲームへの冒ぼう涜とくだ！」

「……おまえがそんな風に怒るの……はじめてだな」

　クレイが、呆ぼう然ぜんとしてつぶやく。

「ええと、あの。……なんかわかれへんけど……ごめん」

　アリスがあやまった。まわりの子どもたちも、よくわからないまま、うなずく。

　一気にまくしたてて、はあはあと肩で息をしていたフィンが、はっと我に返った。

「いやあ、その、なんだ。ぼ、ぼくとしたことが。ありえない。こんなのは……なんというか」

　みんなが、あたふたするフィンに気をとられ、空気がふっとゆるんだ。

「あぶないぃぃ!!」

　ジーナの叫びが、空気を引き締めた。彼女だけが、ギャングどもを気にしていたのだ。

「くそ、このメスガキ！」

　ジョバンニが、いつの間にか意識を取り戻して、いましめを解いていたのだ。

「しまった！　身体検査とか……っ」

　目に見えるように武器を持っていたから、それを取り上げて油断していた。パンツから、小型拳けん銃じゆうを取り出して、ジョバンニがそれでアリスを狙ねらう。

「俺のメンツを立てるにゃ、これしか……ああああっ」

　ジーナが、ジョバンニの手首に思いきり噛かみついた。はずみで引き金が引かれたが、弾丸はあらぬ方へ飛んで、だれにも命中しなかった。

「おんどれはぁ！」

「図に乗るな……ッ」

　アリスが〈指落とし〉を投げつけ、クレイが地を這はう姿勢で迫る。ジョバンニは、今度こそ銃の持てない手にされ、たっぷり一時間は目が醒さめないよう念入りに殴りつけられた。配下どももふくめて、二重三重に縛りなおされる。

「さて……これはどうしたものかな？　最初からやりなおすかい？」

　フィンは、それには手を出さず、ゲームに使われていた酒杯を見張っていた。見張る必要など、本当はなかったのだが。

　銃弾は酒杯に命中して、中のサイコロを砕いてしまっていた。なんの出目だったのか、もうわからない。

「いや、たしかめられへん以上、黒髪の兄ちゃんの宣言をそのまま通すしかないやろ。金髪の兄ちゃんには、怒られそうやけど」

　アリスは、妙にすっきりした表情だ。クレイのコマをつかんで、ゴールまで進める。子どもたちの何人かはざわついたが、袖そでを引かれたり口をふさがれて、黙った。

「サイコロがなくなったから、ゲームはここまで。というわけで、あんたの勝ちや」

　アリスは、クレイに手をさしだした。

「……そ、そうか。なんかスッキリせんが……」

　ぶつくさ言っているクレイの手から封筒を奪って、フィンが、アリスに手渡した。

　アリスは〈指落とし〉の刃を使って、丁寧に封筒を開けた。

　読み出して、しばらくすると、いきなり笑いだした。ひとりで笑って笑って、それから、にじみ出てきた涙をぬぐって、彼女は、ぐるりとみんなを見回した。

「みんなにも聞かせとかんとな。〈郵便屋〉さんも、聞いたって」



『──孫へ。

　最初に言っておく、アリス。おまえに受け継がせる財産など銅貨一枚もない』

　アリスが厳しい声で、そこまで読んだところで、みんながざわついた。

　そこで、アリスがけらけらと声をあげて笑った。怒って怒って怒り続けていた娘が、はじめて笑う。真っ赤なくちびるは、本当に大輪のバラのようだ。

『──すまんとは思うが、そもそも金を持ってるふりをしてただけだからなあ。戦争ってのは準備させてる間だけだぞ、儲もうかるのは。最後に従業員の今後の手配をしたら、すっからかんだ。親しん戚せきどもは、まだ、遺産があると信じてるだろうから、しばらくは大騒ぎするだろう。リチャードとエレンを呼び戻す邪魔なぞするからだ。わしの最後のイタズラでひどい目にあいやがれ。くれぐれも、おまえは巻きこまれるんじゃないぞ。いいか、金は本当にないんだ』

　ここで、アリスは顔を上げた。

「リチャードとエレン、っていうんは、うちのお父ちゃんとお母ちゃんのことや。あかん、さっき笑いすぎて、まだ涙が止まらんわ」

　アリスは、涙をぬぐった。続きを読みはじめる。

『わしは好き放題生きてきた。楽しかった。リチャードも、自分の好きなことをやったと信じておる。たったひとつ後悔しとるのは、おまえに初めて会った時に、笑おうとしてしまったことだ。死んだエレノアにもいつも言われてたのにな。あなたは、無理に笑おうとした時が、いちばん恐こわい顔になるんですから、ダメですよって。けどおまえ、無理にでも笑うほかに、はじめて孫に会った時に、どうしろってんだ？　泣くのか？　バカいうな、大の男が、女の子に泣き顔なんぞ見せられるか。あ、エレノアってのは、アリスや、おまえのお祖ば母あちゃんの名だ』

　アリスは、そこで読むのを止めた。何行か飛ばす。飛ばしたのはこんな文章だ。

『もう亡くなって二十年になるか。天国で待っててくれるかのう。ちょいとエレンに似とった。おまえも似ておる。女の子は、自分の父親似の男に惚ほれるというが、くれぐれもリチャードタイプはやめておけ。ありゃ、典型的なマザコンだ』

　アリスは、クレイを見て、小さな声で尋ねた。

「なあ、あんた。お母さんはどんな人？」

　クレイの表情がこわばった。その目から、あらゆる表情が失われる。

「……忘れた」

　自分が、尋ねてはいけないことを尋ねてしまったと悟って、アリスは、いまその質問をさせた気持ちを、そっと胸のいちばん奥底に沈めた。

　あらためて手紙を読みはじめる。

『というわけで、おまえに贈れるものは何もない。おお、そうだ、ひとつだけある。忠告だ。ほんの三月だが、おまえと一緒に暮らしていた時、おまえはウソが嫌いだと言っていたな。なあ、アリス、ひとつだけ、おまえに教えておきたいことがある。ふつうの人間はな、ウソなんてつけない。事実と別のことを口にすることはあるだろう。でもそれは、こうあってほしいとか、こうだったらいいのにって、本当の気持ちのあらわれだ。事実と違うことを口にしても、それもひっくるめて、人間だ。得がたい気持ちを軽蔑するな。そのことだけ覚えててくれ。そして、それを知った上で、だれかと肩を並べて歩め。わしにはエレノアがいた。本当の友だちも何人かいた。わしはもう、おまえと肩を並べることはできん。好きにやれ。それが、わしの祖じ父いさんから代々のやりかたさ』

　アリスは、手紙をたたんだ。そして、つかつかと円柱のランタンに近づいた。蓋ふたをあけて、手紙を中につっこむ。

　子どもたちのだれかが、小さく声をあげた。

　手紙は炎をあげて燃え尽きてゆく。その火を背後に、アリスがふりかえった。

　シルエットになって、表情は見えない。

「あたしが、もう魂の底で知ってたことしか、書いてなかった」

「そうだね。いつもおねーちゃんがいってることだね！」

　ジーナが全身を使ってうなずいて、子どもたちみんなが賛同する。

「さあて、うちは、好き勝手にやるからな。あんたらも、そうせんとあかんで！」

　アリスの言葉に、子どもたちが応！　と答えた。

「なんだろうね、今回は手紙を届けても、何も変わってない感じ？」

　唸うなるフィンの隣で、クレイが首を左右にふった。

「届いたのは、アリスにだけじゃないだろ」

　ゴキブリたちは、これからもたくましく生きてゆく。

　嫌われたってどうってことない。最後まで、おのれを貫いた男からの手紙を胸にして。

　それを確信して、ふたりの〈郵便屋〉は、霧の向こうに戻った。



第四話　ゴキブリたちのカジノ　おわり








　第五話　鳥の巫女








　　世界の外にある永遠の昼下がりの森と、

　　世界の内にある山並みを、

　　白い霧がつなげる──。










　　　　　１．



　何ひとつ文明の痕こん跡せきが見当たらない赤茶けた荒野のど真ん中。傾きかけた太陽が、空からぎらぎらとした光を送ってくる。

　赤土の地面から突き出た白い岩に腰かけた小さな女の子が、むっつりとした表情で、黒髪の青年──〈郵便屋〉のクレイを見上げていた。

　彼女の腕は、鷲わしのような翼になっている。肌は褐色で、額には刺青いれずみがあった。

　この山岳地帯に、無数の部族に分かれて生活している異貌種ワイルドレイスのひとつ、鳥人族フエザーフオルクの少女だ。

　種族の風習通り、腰と胸に最低限の衣服しかまとっていない。まだ、大人としての発育がはじまっていないことが、はっきりと見てとれる。

「チカチは、おなかが空いているのだに。翼も動かんし、食べさせるといいだに」

　そう言って、チカチと名乗った少女は、あーんと口を開いた。

　年齢は十歳だという話だったが、口調やしぐさは、もっと幼く感じられる。

「……そ、そうか。腹がへってるのか」

　困り果てたクレイが、ポケットの中を探っていると、すねを蹴けられた。

「おわつっ！」

　少女の脚は、鳥と同様の鉤かぎ爪づめになっており、かなり痛かった。

「こら、だめだろうっ！」

　クレイが叱しかると、少女は、ぽろりと涙をこぼした。

「チカチが、おなかが空いてるといったのだに」

　わあああんと声をあげて泣き出した。

「いやあ、気のきかないお兄ちゃんだね。こまったもんだねえ」

　ひょいと姿をあらわしたのは、淡い金色の髪を持つ少年、フィンだ。

「これをあげるから泣き止やんでよね」

　大きく開いたままだった少女の口に、渦巻き模様の棒つき飴あめを押しこんだ。おどろいた少女の涙が止まる。おそるおそる口をもごもごと動かして、すぐ夢中になってなめはじめた。

「もご！　もごごがんぼ？」

　目をきらきらさせて、翼の少女は、フィンを見つめた。涙はすっかり乾いている。

「これはねえ、ペロペロキャンディっていうんだよう？　おいしいでしょ。はじめて？」

　チカチは、こくこくとうなずいた。

「まだあるからねえ」

　頭をなでようとすると、少女は身をかわして、フィンのすねを爪で蹴った。

「あうっ」

　いい感じに決まってしまったらしい。フィンが悶もん絶ぜつしてしゃがみこむ。

「おまえ得意の餌えづけも、ローマみたいにはいかないみたいだな」

　ついいましがたまでとんとんと飛び跳ねていたクレイが、痛みも消えたようすで、くすくすと笑った。それから、あらためて真剣な表情で、チカチを叱しかりつける。

「こらっ！　こいつは確かにうさんくさいし、手つきがイヤらしかったけどだな……」

「おい、ちょっと？　クレイくん？」

「それでも、おまえにキャンディをくれた相手だぞ。いきなり蹴けるってのはないだろう」

　翼の少女は、むうっと下くちびるをつきだして、クレイを見上げた。

　腕──というか翼は怪け我がで動かないので、脚を上にのばしてペロペロキャンディをつかむ。腰に巻いた布が、大胆にめくれた。クレイが目をそらすと、ばたばたと翼でなぐられた。

「話をする時は、相手をちゃんと見るだに」

「お、おう」

　少女の瞳ひとみは、鷹たかそっくりだ。鋭い輝きを帯びて、そこだけは大人びている。

「チカチの髪は、女神に捧ささげられるものだに。男はさわってはいかぬのだに」

　薄茶色の髪は、複雑に編まれ、結い上げられている。いくつもの髪飾りが刺してあって、うかつに触れると、髪型が崩れてしまいそうだ。

















「……この子は……鳥人族フエザーフオルクの巫み女こさまだからね……いろんなしきたりが……あるんだよ」

　うずくまっていたフィンが、のろのろと顔をあげた。

「だったら口で言えばいい。言わなくちゃ伝わらない。いきなり蹴けりつけたら、わかってもらえるものも、わからないままになっちまうだろ……？」

　クレイの口調が、途中でさびしそうになった。どこか切実さがにじんでいる。けれど、チカチには、その感情を読み取れるほどの人生経験は、まだなかった。

「……めんどう。里のみんなは、何も言わなくても、チカチのこと、わかってくれただに」

「だが、あいにく、ここはおまえの故郷じゃないんだ。故郷はあそこ」

　クレイは、荒野の彼方かなたで孤高にそびえる、黒っぽい山肌の峰を指さした。

「そして、行くべきはあっちだ」

　そちらには、白い雪をいただく山脈がつらなっている。このエスパニア半島と、旧大陸本土をへだてる山脈だ。別の地球でならピレネーと呼ばれる山なみである。

「わかってるに。女神さまの里だに。あそこのみんなだって、チカチのことは、何も言わなくてもわかってくれるに決まってるに。いじわるな羽なしとは違うもんに」

「腹が空いた、眠い、水浴びしたい、それだけなら、顔を見るだけでわかるだろうよ」

「……喉のどが渇いた、もあるだに。渇いた渇いた。喉が渇いたんだにー」

　チカチが、ペロペロキャンディをつかんだ脚を、ぶんぶんとふりまわした。片方の脚だけで、揺らぎもせずに立っている。たいしたバランス感覚だが、スカートの奥が。

「はいはい、これをどうぞ」

　フィンが水筒をさしだした。そこに入っているのは、彼特製のお茶だ。口にあてがって、飲ませてやる。少しこぼれて、あごをぬらした。

「なにやってんだ、ほら」

　イラついた調子で言いながら、クレイは、チカチのあごと首を、よれよれのハンカチを取り出して、ふいてやった。

「へえ、きみがハンカチなんてものを、持ち歩いてるとは思わなかったね」

「うるせえよ」

　クレイが、フィンにしかめ面を向けたとき、こてんとチカチが頭を預けてきた。

　すやすやと寝息を立てている。さきほど、フィンが飲ませたお茶の効果が出てきたのだ。ペロペロキャンディは、しっかりつかんだままだが。

「おい、まさか。薬でも飲ませたのか？」

　クレイの声はしずかだが、少し怒気がまじっている。

「起きてるとうるさいじゃない、この子。うっかり悲鳴でもあげられたら大変だよ。この年頃の、鳥人の女の子は厄介なんだよね」

　フィンは、平然と答えた。

「子ども相手に、無む茶ちやするんじゃないぞ」

　クレイは、フィンをにらみつけた。同時に、キャンディを油紙に包んで、てきぱきとしまいこんでいる。そのようすを見て、フィンは、ひょいと肩をすくめた。

「きみは、お母かンか」

　聞こえないようにそっとつぶやいて、にっこり笑う。

「安心しなよ、ぼくのお茶は、むしろ健康にいいくらいだから。心の健康にもね。あのことの記憶を薄れさせてなきゃ、こんなふうに元気でいられなかったはずじゃない？」

「……忘れさせりゃいい、ってもんじゃないだろう」

　クレイは、チカチをかつぎあげた。髪に乱れがないように、そっと背負う。

　羽のように軽いという比喩が、いろいろな意味でふさわしかった。

「……本当に、届けるのはこの娘なのか。手紙じゃなく」

　クレイの問いに、フィンはひょいと肩をすくめた。

「ぼくら〈郵便屋〉が運ぶのは、本質的には『メッセージ』なんだよ。もちろん手紙って形がいちばん多いけど、それだけとは限らない。人間を配達することもある。メッセージを伝えるって意味では同じ。経験不足の後輩くんには、なかなかピンときませんかね」

「先輩たって、半年だけだろうが。オレもこの仕事について一年だ」

　憤然と言い捨てて、クレイが歩きはじめる。

「その半年の経験の差が、その子を助けたわけだよ」

　背中からフィンにそう言葉を投げかけられて、クレイが動きを一瞬止めた。

「……二度とあんなヘマはしない」

「そう願いたいね」

　フィンは、チカチに飲ませたのとは別の水筒を取り出して、ぐいっとあおった。

「あ、喉のどが渇いたら遠慮なく言ってよ？　いくらぼくたちが頑丈だからって、この日差しと熱気はキツイ。その子を背負うのが、きみの仕事って約束、ひるがえす気はないからね」

「念を押すな、念を」

　また歩き出しながら、クレイは、投げつけるように言った。

「不機嫌なのは、まだこう思ってるからかい、助けることができたんじゃないか、って」

　クレイは答えない。答えないことそのものが、肯定の意志表示だった。

　この娘は、ここから徒歩で六時間ほど離れた場所で、死にかけていた。

　クレイとフィンが、輝く霧の中から姿をあらわした時。

　そこでは、帝国連盟の軍用飛行船が燃えあがっていた。残骸周辺には、十人あまりの鳥人族フエザーフオルクたちが、無惨なようすで倒れていた。鳥人族は近代兵器を持たない。だが、種族特有の切り札能力を使って、相あい討うちにもちこんだのだろう。

　チカチは、翼がありえない方に曲がり、大人たちの血で赤く染まって、気絶していた。

　はじめ、クレイは、チカチも死んでいるのだと思って、そのまま見過ごしていた。

　フィンが気がついて、その場からひっぱりださなければ、飛行船に搭載されていた爆弾の誘爆に巻きこまれて、死んでいただろう。

　クレイが『ヘマはしない』と言ったのは、そのことだ。

「何もかも、飛行船に乗ってた爆弾で吹き飛んで、事情はさっぱりだ。きみに、届け先を知る〈権能〉があってよかったよ」

　フィンが言う〈権能〉は、永遠の昼下がりの森の住人たちが持つ、自分の仕事に役立つ、ちょっとした能力のことだ。クレイは、手紙の届け先を、直感的に知ることができる。フィンは、どれが届ける手紙で、どこにあるのかがわかる。

　今回、クレイとフィンが配達するべきは、この少女だった。

　鳥人族フエザーフオルクの少女は、クレイの腕の中で、ぐっすり眠っている。

「おとなたちは、なぜ死んでいたのかな……」

　チカチが眠ったのを確かめて、クレイは、フィンに話しかけた。鳥人族は勇猛果敢だが、意味のない戦いはしない。飛行船と戦ったことには、ちゃんと理由があるのだろう。

　フィンとクレイが、チカチを看病して、意識を取り戻させるのに、一日かかった。目覚めたチカチは、戦いの理由は知らなかった。旅の理由だけは、わかっている。

「この子は巫み女こだ。鳥人族が崇あがめる、紅あかい冠の女神の祭りを開くために、生まれ育った黒い孤高の峰から、万年雪を抱く山脈へ連れてゆかれる途中だった……」

　鳥人族は、幾多の部族に分かれているが、ひとたび女神のもとでのみ一致団結する。

「王国連合と帝国連盟の戦争も、もう四年だ。アングリアに新しい女王が即位して、吸血鬼が離反したから……」

　と、そこまで言って、クレイは吸血鬼の女リーダーたちを思い出して、身震いした。

「いまは王国連合側が有利だけどねえ。そのぶん、危ないと思いこんだ帝国連盟が何するかわかんないしね」

　フィンは、言葉の内容のわりに気楽そうだ。

「いくら鳥人族が、戦争しているどの国にも属していない独立種族だっても、まあ無関係じゃいられなくなってる。だから、あらためて女神さまの言葉を求めたんだろう」

「鳥人族にこの子を送り届けるのが、世界のひび割れを埋めることになるのはいいさ。世界を結ぶ絆きずなってのは、いい言葉だ。けどな、そもそも、ひび割れが生じないようにできないのか」

　散乱する鳥人族の死体を見て、吐いてしまってから、クレイはずっと不機嫌だった。

　自分たちは、いつもいつも後手に回る。それを、無惨な死者たちを見て、あらためて思い知らされてしまったのだ。

　フィンのほうは、やれやれと言いたげに、首を左右にふった。

「だから、きみには回収が任せられないんだよ。回収してから呼べばよかったなあ」

「……」

　クレイは答えなかった。チカチが目を覚ましかけたので、寝かしつけていたのだ。

　衰弱していたチカチをよみがえらせたのは、フィンの薬草茶だ。さらに、事件の記憶を薄れさせて、目の前で家族や友人であろう大人たちが死んだ衝撃から、彼女の心を守った。

　おかげで、助けてから丸二日めの今日、彼女は、おそらくは普段のままにふるまっている。

　それがまた、クレイには気にくわない。

「もっと早く来ていれば、この娘の心を操るようなことをしなくたって……」

「十人の鳥人族フエザーフオルク戦士と軍用飛行船のバトルに、空も飛べないぼくらが、どう介入するのさ。きみの銀の腕だって、届きゃしないよ」

　そうフィンに指摘されると、クレイは、唸うなることもできない。

「しかたないじゃない。ぼくらはそもそも、世界の外の住人だ。ひび割れができて、はじめて入ってこられるんだ」

　フィンの声が、あまりにも気楽そうに聞こえて、ついクレイは反論してしまった。

「そうやって、あきらめてるからできないんじゃないのか。もっと……」

「だれがあきらめてるんだって？」

　沸騰しかけたクレイの感情に、氷をぶちまけるようなフィンの声。

「それは侮辱なんじゃあないのかなあ。〈学者〉や〈研究者〉に対して」

　世界の仕組みを調べている、森に住む仲間のことだ。

　世界にひび割れが生じた時にそれをふさぐのではなく、先んじて駆けつけることはできないか。そんな試行錯誤はずっと行われているのだ。

「いっぺんも成功してないけど、あきらめちゃいないよ。無駄かもしれないけど、ねばって続けてるんだからさあ。無駄かもしれないけど。それに、一度開いたひび割れからずっとこっち側に残って、特別な力もなく、がんばってる仲間もいるんだよ。〈先生〉たちとか〈保母〉さんとかさ。……そういえば、きみには紹介したことなかったけど。そういう人もいるんだ。あきらめてなんか、いないんだってば」

　フィンの言葉には、自分に言い聞かせるような響きもまじっていた。

「……だけど、役には立ってないんだろう」

　クレイは、まだ納得していない顔つきだった。

　だが、それ以上、会話は続かなかった。いや、続けていられなくなった。

　地平線の向こうから、一台の蒸気自動車がやってきたのだ。

　隠れるものなど何もない、荒れ果てた平原だ。逃げきれるものではない。

　クレイとフィンは、蒸気自動車が近づいてくるのを待った。軍用の、屋根のないタイプだ。後部座席に大きな機関銃がすえつけてある。

　乗っているのは、帝国の軍服を着た、三人の男たちだ。このあたりは鳥人の独立自治区で中立だが、南にいけばすぐ、帝国連盟に参加しているカタロニア王国がある。

　蒸気車は、十メートルほどの距離をおいて停車した。ガトリング銃が、クレイたちを狙ねらう。

「チカチを、おろしておいたほうがいいんじゃないかな」

　そう言ったフィンを、クレイは軽くにらんだ。少し迷ってから、忠告に従うことにする。

　鳥人の少女は、半はん睡すい半はん醒せいの状態で、ふらふらしながら地面に立った。

　そのようすを、蒸気車の助手席に座っていた男が、冷たい目で見つめていた。

　男が立ち上がる。銃を操っているのと運転席にいるのは兵士の軍服を着ているが、こいつは将校の制服を着ていた。

　機関銃手が、ほがらかに笑った。まだ若い。

「少尉、やりましたね。燃料補給に帰る途中で、標的を見つけるなんて。少尉は、運がいい隊長って聞きましたけど、本当ですね！」

「うるせえぞ、ハンス」

　運転手が、機関銃手を黙らせる。兵士たちは、武器を手にして、圧倒的に優位な立場だと確信しているようだ。だが、さすがに指揮官である将校は、油断はしてない。拳けん銃じゆうを手に、隙すきのない目つきで、クレイとフィン、そしてチカチを見つめている。

　身体能力では抜群のクレイも、この状況ではうかつに動けない。自分たちはともかく、万が一にも、チカチに流れ弾など当たっては困る。相手はプロの軍人だ。不慣れなギャングとは、わけが違う。

「その鳥をこちらに渡せ」

「どの鳥？」

　わざとらしくフィンがきょろきょろしてみせると、ぱあんと足下の小石がはじけた。

　帝国の将校が、銃を射うったのだ。もちろん、わざと外したのだが。

　立ったまま寝ていたチカチが、びくっと目を開いた。

「ぼくら、中立国の民間人なんですけど。いくら目撃者がいないからって、撃ち殺すのはまずいんじゃありませんか。帝国軍人の誇りってものにかけて」

　けろりとした顔で、フィンが言った。のんきな響きに安心したのか、チカチがまた、よろめきはじめる。

「民間人と思えばこそ、まず警告してやっているのだ」

　将校の表情は、冷静なものだった。

「そこにいるひよこを哀れに思うなら、我々に保護させるべきだ。人語を解する鳥どもを、悪あく辣らつな王国連合どもが詐術にかけて、我々帝国に対する無謀な戦争に駆りたてようとしている。ひよこは、そのタネに使われようとしているのだ」

　帝国軍人の、自分たち視点の言葉を、公平な立場で語りなおすと、こうなる。

　中立だった鳥人族フエザーフオルクが、王国連合側につこうとしている。帝国はそれを阻止したい。ついてはその娘は同盟を結ぶのに重要な役割をする。だから引き渡せ。

　ということになる。帝国飛行船と鳥人たちの戦いも、それが原因で起きたわけだ。

「なるほど。おおよその事情は理解できたね」

「……そうだな」

　フィンの言葉にうなずきつつ、クレイは、右脚をすっと前に出した。チカチが、そこにしがみついて、すやすやと寝息をたてはじめる。

　また銃声が轟とどろいた。

「動くな」

　クレイは、右脚をひっこめた。チカチが支えを奪われて、ぐずりはじめる。見た目以上に中身は幼い。ふるまいは赤ん坊だ。

「……やはり異貌種ワイルドレイスなど、獣にすぎん。吸血鬼どもが造反してくれて、かえってよかったというものだ。家畜としてしつけねばならん」

　将校の言葉は、帝国連盟で一般的な考え方だ。

　一方、王国連合は、言葉を解するすべての生命を『人間』とみなす。

「しつけに逆らう獣は、生かしておけば人に害をなすことになる。……動くな、民間人！」

　将校の銃が、今度こそフィンを狙ねらう。

　彼は、わざとらしく耳の穴に指をつっこんで、掃除しているふりをしていた。

「すいませんね、拳けん銃じゆうの音で、よく聞こえなくなっちゃってたんで。でも、引き渡せもなにも、非武装の民間人が、逆らうとでも思ってます？」

　フィンは、耳から離した両手を、高々とあげて見せた。クレイもしぶしぶ手をあげる。

「きさま、その腕はなんだ？」

　クレイの銀の腕が、夕ゆう陽ひをぎらりと反射した。三人の帝国軍人が注意を集中させる。

　その一瞬の隙すきをついて、フィンがしゃがみこんだ。

「ごめんね、チカチちゃん。思いっきり泣いていいから」

　少女のおしりを、ぎゅっとつねった。

　ＢＩＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ！！！！！

　耳に直接手を突っこまれ、脳みそを揺さぶられるような音が響いた。

　運転手と機関銃手は、それぞれハンドルと引き金から手を離し、耳を押さえた。将校はびっくりするほどの根性を見せて、拳銃こそ前に向けたままだが、全身がぶるぶる震えている。

　フィンだけがすばやく動いた。

　耳を掃除するふりをして、耳栓をあらかじめ詰めておいたおかげだ。このたぐいの、手先の奇術トリックは、彼の得意技である。

　フィンは、すばやくクレイの耳にも栓をした。背中をとんとつっつく。

　その意味を理解するのに、言葉の補足は必要ない。一気に距離を詰めて、それぞれの首すじに、銀の腕を叩たたきつける。三人を気絶させるのに、合計で十秒かからなかった。

　その背後で、フィンが、新しいキャンディバーを取り出して、泣きわめくチカチの口につっこんでいた。ぴたりと泣き声が止まって、チカチが夢中で食べはじめる。

　超音響の絶叫が、鳥人たちの切り札だ。

　フィンは、気絶した軍人たちが、しばらくは目覚めないことを確かめてから、得意顔で解説をはじめた。

「もっと相手のことを勉強しとけばよかったねー、軍人さん。鳥人の絶叫は、十歳ごろにいちばん効果が高いんだよ」

「くわしいな……」

　耳栓を外したクレイが、よろよろと蒸気車に近づき、からだった助手席にへたりこんだ。

　顔色が真っ青だ。しばらく聞いていただけで、かなりこたえたらしい。音の大きさだけでなく、脳に与える刺激が、自律神経を混乱させ、鼓動や呼吸のペースを乱すのだ。

「鳥人は、ぼくと同じ地球の仲間だったからね。いろいろ知ってるんだよ」

「……あらかじめ、オレにも教えておけ……」

　クレイが、目と指先だけで、チカチを招いた。キャンディバーをくわえたままの娘は、素直に近づいて、ちょこんとクレイのひざに乗った。

「あ、ぼくが運転するの？」

「当然だろう。オレは、この子をだっこする仕事があるんだ」

　クレイは目を閉じた。フィンが隣の運転席に入ると、チカチはじろっとにらんだ。食べ物をくれたのはともかく、おしりをつねられたのは、忘れていないようだった。



　　　　　２．



　蒸気自動車で稼げたのは、徒歩で半日ぶんの距離だ。山の中腹までたどりついた。

　そこで燃料の石炭が切れた。機関銃と無線機を壊しておいて、谷へ捨ててしまう。武器としての機関銃に魅力はあったが、いかんせん、重すぎた。

　ここからは、ちょうど岩山の登りになる。どうせ、自動車は役に立たない。

　日はとうに暮れていたので、闇やみの中を登るよりはと、一夜の休息をとることにした。

　水と戦闘糧食が、自動車にそなえられていた。味よりも栄養重視だが、荒野でトカゲをつかまえたり、サボテンの果肉を吸うよりは、まだましだ。

「固いだに。かわりに噛かんでおくれだに」

　けれど、チカチのあごでは、帝国軍の『緊急時には金かな槌づちの代わりに使える』と言われたパンには、文字通り歯が立たないらしい。焚たき火びで軽く炙あぶったのだが、なお固い。

「かわりに噛めっておまえ……十にもなってだな……その」

　パンをさしだされて、クレイが当惑する。

　幼子の代わりに、親が、消化しづらい食べ物を噛み砕いてやるなんていうのは、野生動物ならよくある話だ。鳥人族フエザーフオルクではふつうのことなのかもしれない。しかし、クレイとしては困る。あーんと、口移しを求められて、さらに困り果てる。

「ああ、チカチはそんなの食べなくていいからね。はい、これ」

　どこに持っていたのか、フィンが新しいチーズケーキバーをさしだした。

「あんまり甘くないだに」

　一口かじって、チカチが首をかしげる。ちなみに、翼にも小さな鉤かぎ爪づめがついていて、軽いものなら持てる。傷めていた腱けんも良くなってきて、そのくらいはできるようになった。

「甘いほうがいいかい？」

「これはこれでおいしいだに」

「……お菓子ばっかり食べてるのは、どうかと思うぞ」

　クレイが、フィンをにらみつけてきた。

「やっぱりお母さん属性だよね、クレイって」

「はあん？」

　どういう意味だか理解しかねたようすで、クレイは眉み間けんにしわを寄せた。

「いいじゃない、今日明日だけだもん」

　フィンが、頭上をあおぎ見た。満天の星空に、けわしい山のシルエット。

　その山上に住むという、鳥人たちの集落にたどりつけば、確かにチカチは元の生活に戻れるんだろう……と、クレイが思ったその時。

　星々の照明を大きな影がよぎった。

「焚き火を消してっ」

　フィンが指示を出すよりも早く、クレイは炎に土をかぶせていたが、ほんの少し遅かったようだ。巨影が、クレイたちの前に舞い降りてきた。

　コンドルに似た翼は幅が十メートル、五メートルほどの長い首の先に、ワニと猛もう禽きん類るいをかけあわせたような頭部がついている。『羽毛ある竜』『空飛ぶ死』などとも呼ばれる、この地方にだけわずかに生き残っている、巨大な肉食生物だ。鳥と恐竜の中間にあたる生き物である。

　怪物は、ゆっくりと頭を動かし、クレイとフィンを見た。

　クレイが、フィンにささやいた。

「……今回は何発分、持ってきた？」

「二発だね」

　クレイの、銀の腕は、あらゆるものを破壊するエネルギーを放出できる。だが、それを使うには、高価なエネルギー弾を消耗しなければならない。弾丸は、フィンが管理している。

「いまは……使いどきじゃないか？」

「ううん……そうかも」

　フィンが、郵便カバンのいちばん底へ、手をのばしかけたその時だった。

　朝が来た。

　いや、朝が来たように錯覚した。小さなさえずりが聞こえてきたからだ。さえずりは、同時にいくつも聞こえてくるかのようだった。

　チカチの口から、小鳥たちの朝のコーラスが聞こえてくる。ひとつの喉のどから、同時に複数のさえずりが奏でられる。歌詞のない歌が、露のきらめきとさわやかな風を歌った。

　さえずりが、急速にテンポをあげ、ひゅいいりりりりりりと尾を引く鳴き声にとってかわられた。昼の狩りをする、トンビや鷲わしの声、翼が風を切る音。真夜中だというのに、まばゆい陽光が感じられるような曲だった。

　それがゆっくりと速度を落として、やがてカラスの子守歌になった。昼は夕暮れになって、さびしさをつのらせる鳥の声がいくつも交錯して。

　夜が戻ってきた時、羽毛に覆われた巨鳥は、熟じゆく睡すいしていた。

「道に迷って疲れてただにな。夜に狩りをするやつじゃあねえだに」

　チカチは、やさしげに口もとをほころばせた。

　クレイの目には、その時のチカチが、慈愛にあふれた母の表情に見えた。

　フィンとクレイが、自分を見ていることに気がついて、チカチはにかっと笑った。

「チカチは、女神の巫み女こだからだに。女神さんの歌を代わりに歌ってやれるだに」

　そう言って、大きなあくびをして、こてんと眠ってしまった。

　いくらなんでも、そのまま巨鳥のそばで眠れるほど、クレイもフィンも度胸はよくない。

　チカチをかかえあげて、少し離れた場所に移動した。

　もちろん、巨鳥がその気になれば、すぐに見つかってしまうだろう。気休めである。

　交互に仮眠をとって、夜が明けた。結局、鳥は来なかった。

　山登りをはじめる。本格的にキツいのはここからだ。

　本来なら、きちんと訓練を積んだ登山家が、装備を整えて挑むような山である。鳥人たちが住んでいられるのは、空が飛べるからだ。

　だが、クレイとフィンは、いつもの〈郵便屋〉の制服のままだった。

　背にチカチをくくりつけ、自分の手足だけをたよりに、岩山に挑んでゆく。

　砂利に覆われた坂を進み、指先の感覚だけをたよりに崖がけをのぼる。

　朝一番で登り始めたが、道は険しく、なかなかはかどらなかった。

　崖を登り終えて、いくらかはゆるやかな坂になった。もう、まわりに植物はほとんど見られない。ささやかな緑色が、岩にこびりついているくらいだ。

「この……調子だと……到着は……明日になる……かな」

　フィンは、完全に息を切らしていた。それでも休憩しようとは言わない。

「おまえは荷物が軽いのに、なんでそんなに疲れてるんだ」

　クレイも実際のところは、かなりキツく感じていたのだが、意地でも顔には出さない。

「……鳥人……なんだから……そんなに重くない……でしょ」

「うにゅう？」

　クレイの背で眠っていたチカチが、目を開ける。

「重いだに？　チカチ、重いって言われただに？」

「言ってない。空気みたいに軽い」

　クレイが、坂を駆けあがった。背中のチカチが、きゃっきゃと喜ぶ。

「チカチは軽い。軽いから大丈夫」

　鳥人の少女は、クレイの背中で、もぞもぞしはじめた。

「チカチ、そろそろ飛べる気がするだに」

「……ほんとかなあ……」

　よろよろと近づいてきたフィンが、翼のつけねを軽く握り締めた。

　チカチが、びくっと震えた。

「あうっ。フィンは嫌い。痛いことばっかりする」

　チカチが、涙目でフィンをにらんだ。傷めた翼は、まだ治っていないようだ。

　フィンは、にらむチカチに向かって、ちょっと口をつきだしてみせた。

「でも……美お味いしいものをあげてるのも……ぼくだよ？　クレイは叱しかるばっかりじゃない？」

「クレイは怖い。怖いけどしゅき」

　チカチが、クレイのうなじに頬ほおをすりよせた。彼女が翼でなく、腕を持っていたら、抱きついていただろう。

「ありゃ、これは困った。まだうちの後輩くんは、嫁をもらえる一人前じゃない」

「だれがだれを嫁にするんだっ！　おまえは人をからかう時だけ息切れが治るのかっ」

「あらしまった。休憩しようって言うつもりだったのに。まだ歩けるのがバレちゃったよ」

　フィンが笑いかけると、チカチも笑った。そして彼女は言った。

「チカチはだれのお嫁にもなれないよ。巫み女こだから」

　それは精一杯の誇りをこめた言葉だったけれど、同時に、奥に寂しさを押しこめてある。

「巫み女こは、神の妻になるから、人である夫は持てないとか、そういうやつか？　あれ、だけど、おまえたちの神様は女神だろう？」

　クレイが、珍しく、あまり考えずに言葉を口にした、その時だ。

「相変わらず無知だね。それでも銀の腕の持ち主かね」

　いささか人工的な声が、割って入った。

「紅あかい冠の女神に仕える巫女が、だれとも結婚できないのは、女神の託宣を伝える時に死んでしまうからではないかね。どうして教えてやらないのだね、薬茶使い」

「どこだ、〈人形操りパペツトメイカー〉！」

　クレイは、またもや珍しく、あわただしく左右に視線を走らせた。

　クレイとフィンの宿敵、世界をつなぎあわせる彼らに対して、融合しかけた世界をひきはがそうとして暗躍する〈引き裂く者リツパーズ〉のひとりだ。

「いまさら、あわてなくてもよかろう、銀の腕。それに、本人はだれよりもよくわかってる。その子に聞かせまいとしなくても、大丈夫だよ」

「自覚があることだって、他人から無神経につきつけられるのは、ヤなもんでしょ」

　フィンが飛び出して、近くにあった小さな草むらに足を踏み下ろした。頑丈な靴の下から、ぼんという音が聞こえて、ひとすじの煙がたちのぼった。

「その子がこの山を目指していた理由を教えてあげよう」

　近くの岩陰から、声が聞こえた。そこへ、フィンが駆けてゆく。岩陰から飛び出した小さな蜘く蛛もが、スピーカーから〈人形操り〉の声を流し続ける。

「女神の託宣をもらうためだよ。どういう託宣になるかは、決まってるんだがね。自分たちを鳥呼ばわりする帝国どもと戦えって告げるんだよ。託宣がなければ、鳥人たちは重要な決断ができないんだ。決めても、自信が持てなくて、実行できないのさ」

　そこでフィンが追いついて、蜘蛛を踏ふみ潰つぶした。

　クレイの背で、チカチはずっと震えている。声がまた別のところから響く。響く。響く。

「その子が行かなければ、鳥人たちが、王国連合につくことはない。そうなれば戦争は長引くかもしれないねえ。ついたからって、戦争が早く終わるとは限らないし、死ななくてもいい鳥人が死ぬだけだよ。違うかね？」

「いい加減にしろよ！」

　クレイが、銀の腕をかざした。万一にそなえて、エネルギーは装そう填てんしてある。

「うわ……っ。ちょっと」

　フィンが足もとに飛びこんでくるのを待って、クレイは全方位に破壊エネルギーを照射した。彼らを中心にした半径二十メートルが、平らな更地になる。

「おおっと、使ってしまったねえ、切り札を」

　嘲あざけりの声が、どががっという重い足音とともに近づいてきた。

　急な山肌を駆けあがってくるのは、ひときわ巨大な黒くろ山や羊ぎだ。その後ろに大勢の群れが従っている。この山岳地帯の王ともいうべき、セムレーシュ山羊。その蹄ひづめにかかったら、人間など、瞬時にぼろきれ同然だろう。岩雪崩がさかのぼってくるようなものだ。逃げようがない。

「きみたち、私の芸は見慣れているだろうから、新しい趣向を用意したよ。本物だ」

「機械じゃないとしても、全部を操ってるわけじゃないだろ」

　クレイは、正面に押し寄せてくる山羊たちを、真っ向から見つめた。先頭の黒山羊がリーダーだ。後のは、ただ従っているだけにすぎない。どうしてリーダーが暴走をはじめたのかも理解せず、なぜそうしなければいけないのかもわからず、ただ何も考えずについてきている。

「フィン、寄よ越こせ」

　山羊たちを見つめたまま、クレイは、足もとで座りこんでいるフィンに、手をさしだした。

「使うのぉ？　ロンデニアで使ったぶんもまだ借金は返せてないんだよ？」

「いいから、寄越せ。間に合わない」

「……しばらくはご飯に文句言わないでよ」

　フィンが、郵便カバンから、カートリッジを取り出した。ひったくるように奪い、素早く装そう填てんする。クレイは、チカチを背負ったまま、銀の腕をまっすぐ正面に向けた。

　黒山羊には、なんの罪もない。ただ、操られているだけだ。

　しかし、ほかの手段を考えている時間がない。

「……謝らないぜ」

　つぶやいて、エネルギーを解放した。

　クレイは、先頭に立つ黒山羊を、銀の腕で消滅させた。リーダーが消えた瞬間、群れは足並みを乱した。ばらばらの方向に走りだし、立ち止まる者もいた。

　チカチに近づく者は、いなかった。
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　焚たき火びが燃えている。

　山羊たちの暴走が、完全にちりぢりになるまで動かずにいたら、すっかり日が暮れてしまった。

　岩陰で、野宿することにした。こんなこともあろうかと、いくらかの薪まきはかついできていたのだ。その火で、消え残った黒山羊の足を炙あぶって、食事にした。

　殺してしまった相手を、忘れないのもまた、殺したほうの礼儀だと、クレイは思う。

　今夜も焚たき火びを囲んで、クレイとフィンは向き合っている。

「あいつが、わざわざ、こっちに教えた理由はわかってるよね？　のせられちゃうつもり？」

　フィンは〈人形操りパペツトメイカー〉がことの真相を告げた理由について話している。

　クレイの膝ひざの上で、チカチが眠っていた。

　女神の託宣を得る儀式のために、殺される運命にある少女だ。自分でもそれはわかっていて、少女は、儀式が行われる里を目指していた。

　クレイとフィンに、そこまで連れていってもらおうとしていた。

　チカチ自身は、それに疑問を持っていない。

　そのために、純粋培養されたからだ。

「知ってたんだな、おまえ」

　クレイに問いかけられて、フィンは肩をすくめた。

「知ってて、オレにこの子を連れていかせようとしたんだな？」

　もう一度、クレイに問いかけられて、フィンは長いため息をついた。

「鳥人族フエザーフオルクは、ぼくが暮らしてた地球にいた種族だからね。それなりの知識はある」

　遠回しな肯定だった。

「独立独歩の鳥人族が王国連合側につけば、もともと帝国に反感を持っていた異貌種ワイルドレイスは、こぞって王国連合につくだろうね。吸血鬼も離反したし、帝国は敗まける。戦争がさっさと終われば、全体的に見て死ぬ人間の数は減る」

「……大勢を生かすために少数を切り捨てる。よくあることだよな。だけど、それを言い訳に、何にも立ち向かわないで、切り捨てて切り捨てて、結局、何もかもなくなってしまった世界を、オレは知ってる」

　クレイは、固い声で吐き捨てた。

「クレイの地球は、このつぎはぎ世界にも、ほとんど残ってないんだっけね……」

　さすがに真面目まじめな表情で、フィンはつぶやくように言った。

　並行世界、あるいはマルチバースという概念がある。

　ちょっとずつ異なった世界が隣り合い、お互いにその存在を知らないまま、まじりあわない平行線としてすごしている、という考え方だ。

　だれかが分かれ道で右に行くか左に行くかを選ぶ。選ばれなかったほうは消え去るのではなくて、世界そのものがそこで二つに分かれるのだという。こうして歴史は無限に枝分かれした。

　吸血鬼も人狼ウルフパーソンも鳥人も存在せず、人間しかいない地球。

　蒸気機関ではなく、内燃機関が発達した地球。

　帝国がドイツ、王国がイギリス、新大陸がアメリカと呼ばれている地球。

　ありえたはずの歴史は、すべていまもどこかに存在している。それが、並行世界だ。そんな無数の地球の中には、滅びへの道を選んでしまったものもある。

　破滅した無数の地球。その地球のかけらを、だれかがつなぎあわせた。時間と空間の狭はざ間まに消えてしまうはずだった、さまざまな思い、願い、愛や幸せを拾い上げた。かけらが、なんとか世界ひとつぶんたまった時に、クレイとフィンが、いま存在している世界が生まれた。

　パッチワークアース。

　不ぶ恰かつ好こうなつぎはぎでしかないから、時にはがれてバラバラになりそうになる。

　世界の住人のほとんどは、つぎはぎにされた世界が、最初からこんな形だったと思いこまされている。本当のことを知っているのは二種類の存在だけだ。

　はがれてバラバラになろうとする世界をつなぎとめる、クレイとフィンのような〈縫い合わせ屋ソウヤーズ〉たちと、理由はわからないが、世界をもう一度、引き裂いてしまおうとする〈引き裂き屋リツパーズ〉どもと。

　クレイは、こんなふうに世界をつなぎあわせたのが何者か知らない。

　だが、与えられた仕事には満足していた。

　彼のいた地球は、この世界にもほんのわずかな痕こん跡せきしかない。ほとんど、故郷の事物にはめぐりあったこともない。それでも、どこかにあるなら守りたいと思ってきた。

「クレイは、故郷の世界が滅びの道を選んだことには、自分にも責任の一端がある。だから、この仕事をまっとうしたい……なんて考えてるんだよね」

「……おまえに、もとの世界のことを話したことはないはずだ」

「それはおたがいさま。でも、一緒に仕事してれば、なんとなく伝わることってあるし」

「オレは、おまえがなにを考えて、この仕事をしているのか、さっぱりわからん」

「きみはわかりやすいよ。罪の意識が、いつだって顔に出てる。どんな罪かは知らないけど」

　罪、と言われるたびに、クレイの体が、わずかにふるえる。

「そういうとこを見透かして〈人形操りパペツトメイカー〉のやつは、わざわざあんなことを教えてきたんだ。動揺したきみが、チカチと逃げて、結果として配達はできずに終わる……」

「じゃあ、みすみす、この子をっ！」

　怒鳴りつけようとしたクレイの声は、途中でしぼんだ。

　ひざの上で、チカチが寝返りを打ったからだ。

「……この子を犠牲にしろっていうのか？　大勢を助けるために、ひとりを犠牲にしろと」

「チカチが託宣を下して、大勢が救われるかどうかなんて、わからないよ」

　フィンの声は、おだやかだった。

「ぼくらにできるのは、届かなくなりそうなメッセージを手渡すこと。それから何を汲くみ取とって、どう行動するかに干渉は……えーと、たまにはしちゃうけどさ」

　自分の行動を思いだして、歯切れが悪くなった。

「とにかく、干渉するにしても、メッセージを届けてからの話だよ。ぼくらが届けるのは、チカチじゃない。チカチに託された、届けたい思いなんだから」

「……そんな真面目まじめな顔を見るのは、はじめてだな」

　クレイが、チカチの髪を繊細な手つきでなでてやりながら、言った。

「そうかな？」

「……いつもそういう態度なら、オレだって、先輩風を吹かされても素直に聞くかもしれん」

　おちついた表情で、クレイは言った。

「今後は努力してみるよ。とにかく、きみが思いとどまってくれてよかった」

　そう言われて、クレイは深くうなずいた。

「ああ。フィンが言っていることは正しい。理屈じゃ納得するしかない。里にたどりついたからって、チカチが儀式に使われると決まったものでもないし、その託宣がどう出るかだって決まってるなんて嘘うそかもしれない。戦争がどうなるかもわからない」

　クレイは、立ち上がった。チカチは地面ですうすう眠っている。

　少し離れた岩から、コケをこそぎとってくる。意外に良く燃えるのだ。

「……だけどなあ」

　クレイは、フィンの横に立って、コケを炎に投げいれた。一気にたくさん投げこみすぎて、火が消えた。もうもうと視界をさえぎるほどの煙がたちのぼる。

「ちょっと、クレイ。何してんの？」

「……チカチが、死ぬつもりで行くってのが、オレは気に食わないんだよ！」

　フィンは、クレイに思い切り殴られた。



　しばらくして。

　大の字になって横たわっていたフィンが、ぱちりと目を開けた。

　焚たき火びは消えて、彼は夜よ闇やみの中でひとりきりだ。クレイとチカチの姿はない。

「いててて……あれで本当に手加減したつもりなのかね。クレイのことだから、このぼくがパンチくらい簡単によけられたはずだってことも、気がついてないよねえ」

　フィンは、ぼやいた。もちろん、どこからも返事はない。

　クレイは、銀の腕でフィンを殴りつけて、チカチを連れて姿をくらました。だが、フィンの態度からすると、どうやら気絶したふりだけだったようすだ。

「さあて、ここまでは予想の範はん疇ちゆうだけど。これから、ぼくひとりで、鳥人たちを説得するのは間に合うかなあ」

　クレイが一緒に仕事をするようになるまで、フィンは、ひとりで配達をこなしてきた。支局に戻ってもひとりだ。だから、すっかり独り言がくせになっている。

「けど……独り言って寂しいものだね、久しぶりにつぶやいてみると」

　その時、年配の女性の声が、夜よ闇やみの向こうから聞こえた。

「だれか来てる気配がしたと思ったら、あなただったのね、フィン・クラウソラス」

　出席でもとるかのようにはっきりした声で、フィンのフルネームを口にする。

　フィンは、顔を輝かせて、声の聞こえたほうを見た。月明りが照らし出しているのは、優しげで、しかし、きりりとした印象の、年配の女性の姿だった。

「……わお！　〈女教師〉の先生じゃないですか。鳥人たちを教えてたんですか！　ちょうど今日、相棒にあなたの話をしたところです」

　だれに対しても大おお雑ざつ把ぱな態度のフィンが、きちんと背をのばしている。

「相棒？　うわさのクレイヴ・ソリッシュかしら？　あなたがここにいて、一昨日来ているはずの巫み女こがまだ到着しない。おおよそ、事情はのみこめましたよ」

　女性は、にこやかに笑った。

「鳥人族フエザーフオルクを説得する必要があるのなら手伝いますよ」
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　朝もやが、あたりにたちこめている。

　数メートル先は見えないほどの濃さだ。

　それでも、夜が明けたことはわかる。足音すら吸収する霧の中を、クレイは行く。

「……もう着いただに？」

　クレイの背で、チカチが起きた。

「いや、それがなあ……ちょっと考える時間を持ちたくて、離れてる」

「……よかった……」

　チカチが、クレイの背中に顔をうずめた。

「え？」

「チカチは巫女。巫女は、女神さまの言葉を聞くのが、一生に一度のお役目だに。みんなが、チカチを甘やかしてくれるのは、かわいそうだからだに」

　クレイは、言葉に詰まった。この子は、いままで考えていたような、幼いだけの娘ではない。まだ十歳だけれど、自分が置かれている立場は、しっかりとわかっている。

「……チカチはお仕事をする。みんなが怖がっているから、助けてあげるのが巫女。でも、もうちょっとだけ。時間がほしいだに。ちょっとだけ。あと一回、キャンディを食べる時間。そうしたら、怖がってるみんなのところに、巫女が女神を連れてくる」

「怖がっている？」

　クレイは、首をかしげた。軍用飛行船との戦いの跡を見れば、一目でわかった。鳥人族フエザーフオルクに、臆おく病びよう者はいなかった。フィンほど詳しくはないが、鳥人族といえば勇敢で猛たけ々だけしいと知られた種族だ。それなのに……。

　そこで、クレイの思考は中断された。

「うわははあはあああ」

　霧を突き抜け、白いコートの裾すそをはためかせながら舞い降りてきた人影。フィンだ。

「……いやなのが来た」

　チカチが、クレイの背中に頬ほおをこすりつける。

「……でも、キャンディくれるなら、いいな」

　けれど、フィンはポケットから何も取り出さなかった。ばさばさという羽音が周囲に響き、クレイとチカチは囲まれた。鳥人でも手だれの戦士たちなのだろう。

　正面にいるのは、翼も髪も白い鳥人だ。かなりの年齢だろうが、肉体はたくましい。全身を複雑な刺青いれずみが覆っている。

「巫み女こよ、よくぞご無事で」

「大司祭さま……こんにちは……」

　チカチが、背でもぞもぞするので、クレイは覚悟を決めて、彼女を地面におろした。

「白き山々、茜あかね色いろの大地、暗き森、すべての部族がすでにつどうております。どうぞ、女神を我らがもとへお導きください。我ら鳥人は誇り高く、しかしそれゆえに他者に従うことを嫌う。部族すべてが団結するためには、女神の導きがなくてはならぬのです」

　鳥人たちがひとつの国にならない理由がこれだ。

　個々の部族が、自分たち独自の文化風習に固執するがゆえ、他者の下風に立たず、つまりは指揮系統というものが確立できない。

　ゆえに、種族全体のレベルで何かをなしとげるには、女神という大義名分が必要なのだった。

「わかっています。まいりましょう」

　チカチの口調が変わっていた。姿勢や動きまで違っている。おとなのような態度だ。

　いや、彼女はおとなになった。この瞬間に。

　これまで、どんな思いで子どもとしてすごしてきたのか。

　クレイが、歩き出そうとするチカチの背を追いかけようとした時、周囲から殺気が彼を押し包んだ。鳥人族フエザーフオルクの戦士、大司祭の側近たちが、行く手をさえぎったのだ。

　彼らがクレイを襲わなかったのは、チカチの言葉があったからだ。

「私がまいります。けれど、この方。……方々は」

　一瞬、チカチから鋭い視線を向けられて、フィンは肩をすくめた。

「嫌われちゃったな。……最後にこれはどう？　コンペイトウってお菓子」

　ポケットに手を入れたフィンを、戦士たちが制止した。

「定められた食べ物のほかは、巫み女こをけがしますゆえに」

　最後に残した子どもとしての思いを、チカチはその一言で捨てた。

　鳥人の大司祭は、慈愛に満ちた瞳ひとみで、種族すべての母となった娘を見つめて、大きくうなずいた。そして、フィンとクレイへ、威厳に満ちた瞳を向ける。

「巫女をここまで連れてきたことには礼を言う。だが、もうよろしい。地の民が女神の声を聞くことは許されない。幸い、今日は天気もおだやかだ。我らが送らずとも、ここまでのぼってきたそなたらなら、山をおりることも難しくあるまい」

　今日だけは見逃してやる、とっとと立ち去れ、ということだ。

　大国の王に匹敵する威厳も、しかし、クレイを萎い縮しゆくさせることはできなかった。

「チカチ、おまえが代わりに死んでやっても、こいつらは、いつまでも救われないぞ」

「おかしなことを言うな、地の民」

　大司祭が、白い翼をひるがえした。巻き起こった風が、羽毛を含んでクレイを襲う。

「……恥ずかしい話だと自覚はある。母なる女神の導きがなくば、我らはいがみあい、ひとつのことを目指すことさえおぼつかぬ。だが、救われぬ……とはどういう意味だ」

　と、問いかけた。問いかけて、だが気を変えた。

「いや、答えぬでよい。所しよ詮せんは、高みを知らぬ地の民のたわごと」

　大司祭が背を向けた時、クレイは、口もとを覆った羽を、ひきはがしていた。

「ひとの口を封じておいてから、答えなくていい、とはな。そんなにオレの答えを聞くのが怖いか、白い羽のおっさん」

「コラコラ、失礼なことを言うもんじゃないよ、クレイくん」

　フィンが、大げさなお辞儀をしてみせて、こう言った。

「こちらにおわすは勇猛果敢な鳥人族フエザーフオルクの大司祭さまだよ。子どもを殺すことさえ怖がらないのに、ぽくらの軽口ごとき……」

「殺しなどせぬ！」

　雷鳴のような怒号。大司祭はふりかえった。同時に、戦士たちが、チカチを囲んで、クレイとフィンの視線をさえぎる。

「女神と言葉をかわすことは、とてつもなく体力を使う。だが、巫女にしかかなわぬ。決して殺そうとするわけではない……」

　最後に言葉がかすれたのは、大司祭とて、全面的に自分が正しいと思っているわけではないから、なのだろう。

「太古に、不思議な石がもたらされた。それは、鳥人族独特の叫びに共鳴して、未来の音を響かせる、不思議な結晶だ。けど、未来を聴くには数時間、叫び続ける必要がある上に、叫びの最盛期である少女のものでなければならない……んだったよね？」

　途中まで真面目まじめな顔をしていたフィンが、にかっと笑った。

「おぬし……なぜそれを……。それは女神に仕えるもののみの秘事ぞ……」

　大司祭の顔を驚きよう愕がくの色が染めている。クレイにも気になったが、いまはフィンの情報源より先に確かめねばならないことがある。

　まだ年端もいかぬ少女が、数時間に渡って、特殊な叫びを響かせ続ける……どう考えても、体力の限界を超えることになるだろう。

「いままで、女神と話して、生き延びた巫み女こはいるのか？」

　クレイは尋ねた。

　答えたのは、大司祭ではなかった。

「……ひとりだけ。大昔に、生きて戻った巫女はいるといいます」

　消え入るような声で、チカチは言った。

「……だから、私も生きて帰ります。巫女の役目を果たせば、もう……堂々と地の民の食べ物を口にしても、だれにも怒られません。クレイのあたたかい背中に帰ってきます……」

　クレイが、一歩、前に踏み出した。

　大司祭と、そして舞い降りた戦士たちが、チカチと彼の間に、立ちはだかる。

「地の民よ、ここまでだ。これ以上は……」

「どうするというんだ？」

　クレイが問いかける。

　押し殺した、静かな声だった。なのに、これまで幾多の戦いを経験し、数万の鳥人を率いてきた大司祭が、一瞬、気け圧おされた。

「この子は、あんたたちのために、勇気をふりしぼって挑むんだ。たったひとりで、あんたたちすべての臆おく病びようを背負っていくんだ！」

「きさまっ！　我らを臆病と言ったか！」

　戦士たちが、攻撃をしかけようと空に舞いあがる。チカチの姿が、その表情が見えた。頬ほおが濡ぬれている。涙だ。

「何が誇り高いだ！　互いの主張がぶつかりあうから、ひとつに団結できない？　嘘うそをつけ！　だったらどうして、未来の音とやらで、確かな成功が保証された時だけ、団結できる！」

　クレイの怒りの言葉は、彼のいちばん奥底から湧わいてきている。おそらく、彼の故郷が滅びた経緯に由来するのだろう、この怒りは。

「鳥人は勇猛果敢な民だと聞いている！　だったらどうして、自分の決断に従う勇気を持てない！　だれかに保証されなくちゃ、自分がこうしたいと思ったこと、こうすべきだと思ったことを、本気になってやることもできないか！」

　その瞬間、クレイの内側に、達成感が湧わきあがってきた。

　彼が代弁したこれこそが、チカチが届けるべきメッセージだったのだろう。

「おのれ……我らを侮辱しおって……！」

　だが、大司祭と側近である戦士たちには、クレイの言葉は届いていない。彼らは、武器にものを言わせて、クレイを永遠に黙らせようとした。

「ダメェェェェ！」

　チカチが叫ぶ。けれど戦士たちは止まらない。

　止まらぬ代わりに、応じる叫びがひとつ。

「巫み女このおっしゃるとおり！　その男を殺してはならぬぞ！」

　いや、ふたつ。

「我らは臆おく病びよう者ではない！　我らを鳥と罵ののしる帝国ばらに挑むに、勝利の保証がいるものか！」

　みっつ、よっつ、いつつ……数知れず。

「我らすべてに、すでに紅あかの冠の女神は道を示されたり！」

「大司祭よ、あなたの説教はいらぬ！」

「優れたものを認めるのは、誇りを捨てることにならぬ！」

　そして、朝日が差しこみ、霧が晴れた。青く染まった空には、無数の鳥人たちが舞っていた。すべてを聴いていたのだ。

　フィンと、その協力者の仕業である。

　大司祭に、クレイとチカチの居場所を告げ、まっすぐ案内するふりをして時間をかせいだ。そして、女神の託宣を聞くべく集められていた鳥人族フエザーフオルクの者たちを、ここへ誘導した。そして、すべての真実を聞かせたのだ。

　霧は、フィンの協力者が呼んだ。世界の外と内をつなぐ、あの霧と同じものだ。

　そして、霧が完全に晴れたとき、フィンに手を貸したもうひとりの〈縫い合わせ屋ソウヤー〉が姿を見せた。

「おっ、おのれはっ！」

　大司祭が、おだやかな笑みを浮かべてあらわれた、年配の女性をにらみつける。

「紹介しよう、クレイ。このひとはジョー・クレイブル。仲間うちでは〈女教師〉って呼ばれてる。自分で考える、ってことを教えるのがお仕事。けっこう前から、鳥人族を訪ねてた」

　フィンがそう言うすぐそばで、大司祭がわなわなと身をふるわせていた。

「女たちに……新たな布の織り方や便利な道具の作り方を教えるというから……出入りを許したのだぞ。それが、どうしてこんなことに……」

「あなただって、そろそろやり方を変えるころだってわかっていたはずよ」

















　ジョーは、大司祭に柔らかい口調で、しかしきっぱりと、そう言ってのけた。

「言ったろう、クレイ。ぼくらの仲間は、けっこうたくさんいるんだよ。あきらめてるわけじゃない」

　呆ぼう然ぜんとしているクレイに、フィンは、片方の目をつぶって、にっこり笑って見せた。

　空から、多くの族長たちがまいおり、巫み女こたるチカチに礼をする。

　もちろん、すぐさま新たな体制ができあがるはずもない。しかし、これで少なくとも、チカチの自己犠牲は回避された──と、みなが思ったその時。

「だがあああああ、しかぁぁぁし！　ここで、おまえたちすべてを抹殺してしまえばあああ、問題はなにもなあああああい！」

　空から〈人形操りパペツトメイカー〉の声が轟とどろいた。

「うわ、しつっこい……げげ」

　山や羊ぎを操ったのと、同じ仕組みだろう。今度は、あの肉食の巨鳥を操って襲撃してきたのだ。

　それも一羽ではない。五羽もいる。こちらにも、鳥人族フエザーフオルク生え抜きの戦士たちがいるけれど、容易な相手ではない。いや、こちらが全滅しないまでも、過半数でも族長たちが死ねば、鳥人全体が大混乱におちいる。対帝国に参戦するどころではない。

「操られてるんだとしたら、チカチの歌も通じないぞ。どうする？　きみの銀の腕は……」

「弾切れだ」

　そういいつつ、クレイは腕まくりをした。

「あきらめないんだろ、オレたち〈縫い合わせ屋ソウヤーズ〉は」

「とは言ったけどさあ、これはさすがに……」

「なんとか、あの鳥の頭にとりつけさえすれば、なんとかなる」

　クレイの言葉を聞いて、鳥人族フエザーフオルクの戦士たちが、大勢、むらがってきた。そのうち、筋骨たくましい二人が、彼の体を持ちあげた。

　巨大鳥の、肉体的な強きよう靭じんさを過信したのか〈人形操りパペツトメイカー〉は、まっすぐにつっこんでこさせる。実際、鳥人族の戦士たちの槍やり投なげも通じない。さらにやっかいなことに、鳥人族の絶叫も、まるで効果がない。〈人形操り〉が肉体をいじったせいだろうか。

「頼む、オレをあのとさかにとりつかせてくれ」

　クレイの言葉に、鳥人族の戦士たちは、無言で速度を増した。巨大鳥は、強酸性の唾だ液えきをはなって、近づけまいとする。ほかの戦士たちが壁になって、ふせいでくれた。

「よし、いまだ！」

　鳥人族の戦士たちが、つかんでいたクレイの腕を放した。

　自由落下──から身をひねる。ほんのわずか残しておいた破壊エネルギーで、姿勢を変えた。

　巨大鳥の頭に、クレイがしがみついた。

「ふん、いくら金属の腕でも、殴りつけてなんとかなると思うのかね」

　どこからか〈人形操り〉の嘲ちよう笑しようが聞こえてきた。

「操ってる方法、オレたちがわからないと安心してただろ」

　クレイは、おちついた声で言い返した。

「あいにくだな。そう思わせるために、あえて丸ごと破壊したのさ」

　はったりだ。本当は、しがみつけばなんとかなるだろう、と思っただけだ。

「はああああああああああ！」

　大きな叫びをあげて、クレイが、拳こぶしをふりあげる。巨大鳥が、殴られるのを嫌うように、首を激しくふった。とさかと羽毛が揺れる。羽毛の間で、きらりと何かが光った。

「余計なことするから弱点が見えるんだぜえええ！」

　その光った物、金属のワイアを、クレイは握りしめた。

　ぶちぶちぶちと音を立てて、それがひきちぎられる。ひきちぎれたのは、クレイの体重がかかったからだ。彼は、空中にほうりだされた。

　この高さから落ちれば、確実な死が待っている。

　──もちろん、鳥人族の戦士たちが受け止めてくれたが。

「せっかくの〈操り糸〉が！　ひとつ作るのにどれだけかかると思ってるんだ！」

　悲鳴のような声が轟とどろいて、空からの声はそれきり沈黙した。

　巨大鳥は、よたよたという感じで、飛び去ってゆく。

　どうやら、今度こそ一段落。

　クレイは、地面を見下ろした。東のほうから、ゆっくりと霧がやってきている。クレイとフィンを呼び戻す霧だろう。

「クレイ！　おんぶしてくれだに！」

　飛びあがってきたチカチが、クレイの背に飛びついてきた。

　霧が満ちるまで、もう少しある。それまでは、チカチに背を貸していてやろう。

　クレイは、少女を背負い、遠い遠いある日のことを思い出していた。

　あの日、とある少女が願っていたことを、それを受け止めるべきだれかに伝えていたら、世界のありようは変わっていたのだろうか……。
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「この戦争がはじまって四年二ヶ月がすぎました。王国連合が、今日の優勢を得られたのも、おふたりのおかげです。心から感謝いたしますわ、ジュヌビエーヴさま、それから……」

「自分は、マリアーヌ・カルンシュタインでございます、ヴィクトリア女王陛下」

　吸血鬼の城ドラケンハーストの指導者たるふたりが、アングリア女王の私室で、お茶を飲んでいる。

　ほんの半年前には、考えることもできなかった情景だ。

「おふたりから連名で、帝国からの保護を訴えるお手紙をいただいた時は、本当に悩みましたが、決断してよかったと、いまは心の底から思っております」

「我々も、書いてよかったと思っていますわ」

　そう言って、ジュヌビエーヴは、お茶を口に含み──。

「ぶおっほ、げっほ、がっは」

　盛大に咳せきこんだ。マリアーヌが、あわてて背をさする。

「だいじょうぶですか、大お祖ば母あさま……ではなく、大おねえさま」

「……あなたがわたくしの呼び方を覚えるまで、わたくしもあなたの名を覚えませんからね」

　ジュヌビエーヴに言われて、マリアーヌが、悲しげな顔になる。

　ヴィクトリア女王は、そしらぬ顔で、豪快な咳もやりとりも、聞かないふりをしていた。

「紅茶、お口にあいませんでしたかしら……。どこで飲んだか覚えていないのですが、とても美お味いしいお茶をいただいた、ぼんやりした記憶がありまして。いつかあの味をと」

「もしかして、ご自身でいれていらっしゃる？」

　マリアーヌの問いかけに、ヴィクトリアは、にっこり微笑ほほえんだ。

　ジュヌビエーヴの咳がようやく止まる。

「いいえ、美味しかったですわ。ただ、わたくしの体質には、少し刺激が強すぎまして。よろしければ、喉のどによいお茶のレシピをお教えいたしましょうか」

　ジュヌビエーヴが、はかなげな雰囲気をどうにか取り戻して微笑む。

「ええ、ぜひ」

　ヴィクトリア女王がうなずいたところへ、旧大陸西方の異貌種ワイルドレイスを代表して、鳥人族フエザーフオルクの巫み女こが、王国連合との同盟調印のために到着したと、知らせが入る。

「いよいよですわ。たかが姿形で、いくつにも分裂していた人類が、ひとつの絆きずなで結びつく、これはそのはじまり……」

　高揚して頬ほおを紅潮させる、年若き女王を、吸血鬼ふたりは値踏みするように見つめる。

「さあ、まいりましょう」

　ヴィクトリアが立ち上がった。先日、女王づきに雇いいれられた、新大陸出身の人狼ウルフパーソン娘が、すばやく近づいて、影のようにひかえた。

　ヴィクトリアが唱える、汎はん人類主義の象徴として、彼女は常に女王のそばにいる。

　戦時体制の、質素な宮殿の廊下を、四人は歩いていった。

「あら……いま、庭を」

　マリアーヌが、窓から外を見て、ふとつぶやいた。

「どうか、なさいましたか？」

　女王に問われて、マリアーヌが首を左右にふる。

「いいえ、ただ……霧の向こうに〈郵便屋〉の姿が見えたような気がしたものですから」

　女王は、きょとんとして、それからすぐ、華やかに笑った。

「私が女王になってはじめて下した命令は、この宮殿すみずみに、素早く手紙を運ばせるシステムを作ることでした。配達人がいても、不思議はありません。……言葉は絆きずなですから」

　そう女王が語っているうちに、世界の外から入りこんだ霧は、ひそやかにもとの森へ戻っていった。

　そしてまた、時も空間も越えて、彼らは、受け取ってほしいという思いと願いと祈りとを、夢の彼方かなた、世界の外から届けるのだ。
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　うわはははははははははははははははは！

　ＭＦ文庫Ｊさんでは、はじめまして。友とも野の詳しようと申します。

　けっこう長いこと、ライトノベルを書いています。その間、ずっと、高笑いをトレードマークにしていて、イベントとかのリアルなところでも、たまに高笑いしています。

　わたくし、小説書きと並行して、アナログゲームとか非電源系ゲームとか呼ばれる、電子機器を使わずに、人間同士で対戦するゲームを作るお仕事もしているのです。ボードゲームとか、テーブルトークＲＰＧといったたぐいですね。

　アナログゲームは、ユーザーさんと作り手の距離が、かなり近いジャンルで、一緒にゲームを楽しむイベントが、しばしば開催されます。第四話に、主人公たちがボードゲームを遊ぶ場面がありますでしょ？　本編では『バイバイ』って名前にしてますが、これは『チャオチャオ』っていう実在のゲームを元にしています。ずいぶん前に出たゲームで、絶版になってたので、かなりアレンジして名前も変えました。ところが、この本を書き終えた頃に復刻されまして。なんたる偶然。ボードゲームイベントとかに来ていただくと、もとになったゲームを、ご一緒に遊べたりもするかもしれません。

　平均して月に一度か二度くらい、イベントに出てます。トークショーで、高笑いを披露することもあります。おかげで腹筋を鍛え続けないといけません（笑）。

　あ、いかん。あとがきなのに、本編の話が少ない。この企画は、担当のＹさんから、スオウさんのイラストを見せていただいて始まりました。このタッチの絵が似合う小説を考えてください……というキッカケだったのです。そして、クレイとフィンが生まれました。小説が、スオウさんの絵のカッコよさに少しでも迫れているといいんですが。

　世紀の変わり目とか、レトロフューチャーとか、人間と異種族が共存する世界とか、もうひとつの歴史とか、自分の好物をいろいろ詰めこみましたが、何よりキャラクターたちを愛おしんで造形しました。クレイとフィンをはじめとする面々を、皆さんに気に入っていただけて、近いうちに、またお会いできることを祈っています。どうぞよろしく。



　二〇一三年

　友野“〝イベントの情報とか新刊情報とか、ツイッターで発信してたりするので、よかったら「友野詳」をフォローしてみてくださいませ”〟詳










　著者

　友野詳（ともの・しょう）

　　小説も書きますが、アナログゲームも作ります。

　　で、作ったアナログゲームを、読者さんと一緒に遊ぶイベントなんかにも、よく呼んでいただきます。

　　先日、喉をいためたら「おしゃべりが仕事なんだから気をつけないと！」と怒られました。

　　あのな、ええっとな……それは……ちがうよ？



　イラスト

　スオウ（すおう）

　　イラストを担当しましたスオウです。最近レトロ時代をすごく恋しく思っています。だから今回は大変楽しく描かせていただきました。フィンとクレイの二人の冒険の旅がとても羨ましいです。私も魔女の弟子とか吸血鬼の少女とかと会ってみたいです。
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